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角
川
文
庫
解
設
目
録
ヒ
つ
い
て

　
　

昭

和

二
四
年

五
月

に
發

刊
致

し
ま

し
た

「
角
川

文
庫
」

は
、

今

日
ま
で

に
す
で

に
九
〇

〇
餘
點

を
數

へ
る
に

い
た
り

ま

し

た

の
で
、
請

者
の
御
便

宜
を

圖

り

こ
の
總

目
録

を
作

り
ま
し

た
。
分

類

は
必
ず
し

も
嚴
密

な
學
問

的
方

法

に
據

ら
な

い
で
、

あ
く
ま

で
讀
者

の
便

を
旨

と
し

て
作

成
致

し
ま

し
た

。
各

項

目

の
配

列

は
お
ほ
よ

そ
年
代
順

に
從

ひ

ま
し
た

が
、
今
後

も

新

刊
點
數

の
増
加

す

る

に
從

ひ
随
時
増

補
改

訂

を
加

へ
て
ゆ

き
た

い
と
思

つ
て
居

り
ま
す

。

こ
の
目
録

が
本

文

庫

の
内
容

と
性
格

を
正

し
く
傳

へ
、
皆

さ

ん
の
讀
書

に
充
分

利
用

さ
れ

ま
す
な

ら
こ

の
上
な

い
喜

び

で
あ

り
ま
す

。

　
今

後
と
も

に
「
角

川
文

庫
」
の
成
長

と
發
展

の
た
め

に
皆

さ
ん
の
變

り
ま
せ
ぬ
御
協
力
と
御
支
援
を
お
願
ひ
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

凡

例

*

書
名
下

の
番
號

は
帯

の
整
理
番
號
で
す
。

　

御

註
文

の
際

に
御
利
用
下

さ
い
。

*

花
印

(◇

)
は
臨
時
定
價

を
示
す
。
.

　

↓

一
つ
が
四
〇
圓
で
す
。
、

象

花
印

に
よ

を
臨
時
定
價
及

び
逾
料

は
吹

　

の
逋
り

で
す
。

　
　

◆

　
　
-　

,　

四
〇
圓
　
,　

八
圃

　
　

◆

◇
　

　
　

　
七
〇

圓
　
㌦
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六
面
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噛
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園

　
　

◆
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=
二
〇
園
　
　
二
四
襯

　

ま
た
花
印
五

は
遒
料

二
四
園
、
六

は
三

　

二
圓

、
・七

ー
八
は
四
〇
圓

。

*

直
接
御
離
文

は
す

べ
て
前
金
で

お
願

ひ
、

　

い
た
し
ま
す

。

一
度

に
二
册
以
上
御

詑

　

文
の
節

は
代
金

に
必
ず
そ
の
合
計

τ
た

・

　

花
敬

に
該
當
す
る
逾
料

を
添

(
て

お
逾

'

　

り
下

さ
ビ

。
御
逾
金

に
は

「
振
替
n
座

}

　
へ東
京

一
九
五
二
〇
八
番
」
の
」御
利
馬

が

安

至
ズ
騰
硬
寓

鷹

%
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,・「日本書紀」とともにがが國最古の古典である「古事記」は、上代國語の賓庫である

。そこには無敦の紳話・傳説を逋して古代國民の習俗や揺仰,・儀蘰が、豊かな歌謠や俚言につつまれて記録されてゐる。逹い先詛たちの夢が混沌未分のままで素朴な調和に輝いてゐる。それらの夢は強い絲で現代に結びつけられてゐるのである。
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静田
瀦
吉

雛

　
集
全二
册

"

　
　
　
　　

　
　
　　

　
　
　　

　
　
　　

　
　

紫-　　　　　　　　　　　上噸噸噸や、　　　　　　　　　　　　ト

民族

文化

の
源泉

で
あ
り
上
代入

の
素朴

な聲

で
あ
る
「萬

葉集

」

は、

ひ
と
り
日
本
的詩

心の

原型であるばかりでなく、古代における風俗、習慣、思想を知るための貴重な資料であ

丶

る
。

日
本
文
化
の
危
機
は
い

く
た
び
か
萬
葉
に

還
へ

る
こ

と
に

よ
つ
て

切
り拔

け
ら
れ
て
き
た
と
い
-　　　　　　　　「つても遘言ではないが、本文庫は斯學の椛威武田博士の心苦になる定本を提供する。

麟
灘

　

中,

河

輿

噌

謁

註　　̀　　　　　　　　　

　　

　

　

　　

　

　

　,!　、

伊

勢

物

語

附現

代
語鐸

蜘響.　　　　、　　‡

王
朝
時代

の
物
語文

學
の
先
驅
を
な
す
「

伊勢

物
語」

が後

世
の
日
本
文學

に
輿
へ
た
影響

は
き
はめて大き炉が、有名な在原業平を主人公として展開される敦々の哀愁と微笑の世界の美しさは、永遉の新しさをもつて讃者の心を打たずにはおかない。中河氏の麗筆になる現代語譯を附して理解と鑑賞に資したことは本文庫の何よりの特色である。撤淋ヴ

、

'1蜘

　

「
　
　　

　
　　

　
'
　,

囀

盤凝

謎

蠱俗

鑿

先

　
　
　　

-

　

　

　

上
‡

‡

熱

芥
川
龍

之介

の
「

羅
生
門
」

を
は
じ
め
、

多
く
の
現
代作

家
た
ち

が
そ
の

歴
史
小
説
の

素材

を
も
とめた本書は、印度3支那、日本の説話の一大結集であり、「日本霾異記」を先驅とする我國設話文學の代表的古典である。古代中世における文學研究、傳説研究に缺くことのできない資料として「今昔物語」の占める位置と債値には特異なものがある。
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噸

親
鸞
上

人
の
ロ

傅と

い

は
れ
る本

書は

眞
宗
祕
藏
の
聖
教
で
あ
る
が
、

そ
こ
に

は
人間

親
鸞
の

深刻な苦惱の體驗と深い信仰告白が赤課々に語られてゐる。古來この畜に觸れることに
よつて救ひを得た人は無敬といつてよいが、その内包する人生哲理は現代人の心をも張　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軍く捕へずにはおか啄い。梅原眞隆師の鐸註また深切を盡して一段と光を添へてゐる。
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/

・今
泉

忠
義
譯
註

徒

　

　
然

、

}

草

附
現
代
馨

獅

÷
噛
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茗
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羇
綴
離
矯
鰰イ囂
無
黔
鹹
殷
讐
醜
餐
灘
難
轡
蜘
繰

　

を
逋
し
て
嬢

好
の
人
間
像

に
目
が
向

け
ら
れ
を
時
代
で
あ
乃
◎
そ
れ
は
こ
の

呷
種

シ
鹽二
ヵ

ル
な
、中
世

、

　

の
隨
想
録

が
常

に
傳
統
を
生
か
し
て
行
く
だ
げ
の
個
性
の
力
を
持

つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

暉

峻

康

隆
譯
註

好

色

一

代

」男

附
現
代
語
譯

汐

|

紫
《
　
》

{
　

馬
琴

、
門
左
衞
門

と
共

に
江
戸
時
代

の
三
大
作
家

で
あ
る
西
鶴
の
代

表
作

。
世
之
介
な
る

一
代

の
好

色
兒

の
ム
生

を
述

べ
る
形
式
に
よ
つ
て
、
常
時
の
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
女
の
生
態

を
鏡
く
描

い
て
、
そ

れ
ま
で
の
物
語
の
薦
套
を
破

つ
た
も
の
で
、
そ
の
生
々
し
い
現
實
描
寫
は
近
世
小
読

に
新
し

い
分
野

・

を
開

い
た
。
淨

世
草
子

の
濫
觴
と
も
云

ふ
べ
く
.、
わ
が
小
説
史
中

に
劃
期
的
地
位

を
占

め
る
。

吉

井
　
　
勇
譯
註

好

色

一
代

女

附
現
代
語
譯

÷
噸
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《
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「
好
色

一
代
男

」
で
男
の
眼
を
逋
し
た
女
の
世
界

を
描
破

し
た
西
鶴

は
、
こ
一こ
で

は

一
女
性
の
長
い

淪
落
の
生
涯

を
通
し
て
,
女
性
の
好
色
的
生
活
の
種
々
相

を
描
き
出
し
た
。
・こ
ご

に
述

べ
献
れ
た
女

の

一
生
は

「
…
代
男

」
よ
り
は
る
か
に
暗
色
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け

に
悲
劇
的
で
あ
る
。
止
む
な
く
賣

色
生
活

に
落

ち
て
行
く
女
を
通
し
て
、
西
鶴
は
古
今
變

ら
ぬ
人
生

の
眞
實
を
承

し
て
ゐ
る
.

暉

峻

康

隆
譯
註

"好

色

五

入

,潁

、原

退

藏

睾

主

「

能

勢

朝

次

....口
長

奥
　
の
　
細

女

附
現
代
語
譯

※
や

道

附
現
代
語
譯

　
　
　
　
　

※
孛

卜

匝
に
ド
鷹

羅

佳

隔

減
硫
序
ゐ
る
點
、ヒ
匡

階

鬟

き
作
.開で
あ
る
。

有
名
な

「
お
夏

清
十
郎
」

に
は
じ
ま
め
、
そ
れ
ぞ
れ
特
異

な
五
人

の
女
の
戀
と
そ
の
悲
慘
な
結
末
を

描

い
た
本

篇
は
、
西
鶴

の
作
品
の
中
で
は

コ

代
男
㌧

一
代
女
」
乏
は
趣

の
變

っ
た
内
容

を
持

つ
代

表
作
。

こ
れ
ま
で
の
斷
片
的
な
小
話
を
集

め
る
手
法
を
排

し
て
五
人

の
女
の
蓮
命
を
正
面

か
ら
追
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

-、

　
　
　
俳
文
紀

行
の
典
型
と
し
て
の

「奥

の
細
道
」
の
價
値

は
今
更
云

ふ
ま
で

も
な

い
。
そ
の
旬

と
文
と
の

塾
饗

驫

雛
駝韈
鬣
瞳
縫
鞋

緋
趣

譌
鷲

鼎磁拶
贈

　

丁

流
麗
な
現
代
語
譯
を
附
加
す

る
こ
乏
に
よ
つ
て
、

こ
の
古
典
を
よ
り
親

し
い
も
の
に
し
た
沸

…

ー

ー
コ
ー
ー
ー

}1ー
『置ー
仕二i
li
j

ー

ー

潁
　
原
　
退

蔵

、俳

　
|

句
《

聖
》

　

評
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設
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∵
樋

口
　

一

葉

.

,岡
田
八
千
代
校
註

,:
に

ご

り

え

・
十

三

夜

他

一
篇

-
卓

「　　

ー

脚-
1-
1

1,ー

!
-
1

。ー

・
・

、
幸

融
奪

磯
錯
∬

,、昂聯蠍

田

露
　

件

　

・た

.　

、
《

丶
》
|

た

き

　

他
一
、一篇

　
　
　
正
宗
白
鳥
を
し
て

「文
學
の
力
を
感
じ
た
」
と
絶
讃
せ
し
め
た

「雪
た
た
き
」
醗

租

西

年
)
は
露

13
　

」伴
翁
晩
年

の
傑
作

の

噌
つ
で

あ
る
。
題
材

を
近
世
の
初
期
、
封
建
時
代
の
自
由
都
市
で
あ

つ
た
堺
の

緑

7

町

に
と
り
、
歴
史

、

モ
チ
ー

フ
、
風
俗

の
三
位
を

…
體
毛
す
る
翁
獨
自
の
歴
史
小
設

入
の
抱
負
と
信

　
　
　
念

と
を
實

踐
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
作

品
で

め
る
。
他

に

「
魔
法
修
行

者
」
「
骨
董
」
を
併

せ
收
め
た

。

　
-L
T 一

義
理
と
入
情
に
響

れ
た
女
性
お
力
の
運
命
を
、
心
で

い
ま
で
に
リ
ァ

ル
な
筆
致
で
描
き
出
し
内

磯

脇
鱗

轢
纛

糠
糠
樋韆

猟轢
需

　
歎
事
憶
霞
■
.露
辷
伴

艦　
簿

早

・

ン
一確
愛

"
.ぐ

　
漸

ぐ

ぺ
ぴ
　
.

払塾、絶

尾

-

崎

斗
、
金

㌦

}

㌫

}

紅

、
色

'

172

夜

叉

全
二
珊

上
や
や
噸
　

下
塾
噛

一80

,

|

緑
《
　
》

愛

の
思
想

は
露
伴

の
思
想

の
大

き
な

一
つ
で
あ

る
。
そ
れ
は
露

件
の
人
間
世
界

に
た

い
す

る
愛
で

あ

り
悲
願
で
あ
つ
た
。
多
數
者

の
幸
疆

や
平
和
と
對
立
し
、
紅
會
の
秩
序
を
破
壞
す

る
忠

想

や
行
動
を

露
伴

は
す

る
ど
く
批
判
す

る
。

こ
の
集

に
は
愛

に
關
し
て
書

か
れ
た

.
愛

」
「
因
其

心
戀
慕
乃
出
爲
設

法
」
「春

の
夜
語
り
」
「
プ
ラ
ク
リ
チ
し

ユ蛇
と
女
」
「
羊
の
は
な
し
」
の
六
篇
を
收
め
た
。

「
人
生

に
は
二
つ
の
大

き
な
力

が
あ
つ
て
配
會
の
結
合
を
保

っ
て

ゐ
る
。
そ
・れ
は
愛

と
金

だ
」
と
紅

葉

は
云
つ
た

が
、

こ
の
小
競

が
明
治
大

正
昭
和
の
三
代

を
通
じ
て
か
く
ま
で
も
愛
讀

さ
れ
續
け
て
來

た

の
は
、
愛
と
黄
金
と

い
ふ
人
間
生
活
の
永
遠

不
變

の
テ
3

マ
の
ゆ
ゑ
で
あ
る
。
金
色
夜

叉
と
は
金

色

の
夜

叉
即

ち
高
利
貸

の
こ
と
で
主
人

公
貫

一
を
象

徴
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
(
明
治
三

〇
年
作

)

夢

ト

、

現
代
E
本
文
學
菌
小
読

い
戯
曲
〕

厂

、
五
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36・　引L̀　　　　　　　　　　　　各噸噸　　緑

つ

ね
に
幻
想
の
世
界
に
美
を
た
つ

ね
た

鏡花

の
文
學
の
な
か
で
、

「嬬

系圏

」
(
明
治
四
〇
年)

は
、彼が全生涯でただ一つ己れのなま身の問題をあらはに託した自傳的作口ぞある。彼自身の結婚のしきさつに絡まる出來ごとをめぐつて、被虐性のひねくれものだつた鏡花の人間心理の魔逍と、複雑な入り込みかたがそこにあらはされてゐるゆ
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鵑
外
の
初期

の
好短

篇
「

舞
姫」

(
明治

二

三年

)
「う

た
か
た
の

記し

(

同
)
「文

つ
か

ひ」
(
二
四
年
)はいつれも鴎外自身の滞獨中(明治一七年八月-二一年九月)の體驗見聞に材を仰いだもので、とりわけ「舞姫」はその優雅な文體とエキゾチックな内容をもつて作家鴎外の名を一躍にして高からしめたもの。名鐸「ふた夜」を併せ收む。
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噸
や

「
青
年」

は
明治

四
三
年
三月

か
ら

同四

四
年
八
月
ま
で雜

誌
「
ス
バ
ル
」

に

連載

さ
れ
た

作
品で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱
　　

ーあるが、すでに圓熟期に入らうとする鵬外が小泉縄一といふ岬青年をかりて自己の文學者としての抱負や心境を語つたものである。「あそび」(朋治四三年)には人間そのものに對する深い絶望の後に鵬外が體得した諦念の人生観がぱじみ出てゐるp
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、「雁」(明治四四年ー大正二

年)

は
「

青
年」

に

續
け
て

書
か

れ
た

鴎外

の

第
二
の
長
篇
小
設であり、明治のはじめいまだ明"やらぬ封建的世相の波にもまれながら自我に目ざめ

ゆく一女性の影像を浮き彫サにした名品であるの　「ヰタセクスアリス」(明治四二年)は題名の示す凄とく哲學者金井博士の僞はらざる性慾生活の告臼である。-　　　、
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際
し

て、

殉死

を
許
さ
れ

な
か
つ
た
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轍大
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(

大

正

四
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は

己

を室

し

う

し
て

蓮

命
の

命ず

る

が

ま

ま
に

生き

て

行

く

人間

の

姿を描いた佳品であり、「高瀬舟」(大正五年)、.は流人の話に題材をとつて罪の行爲や富
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猫
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ご　　　　　　　　　　　Pr近代日本文學史を通じて、最し豊富で奔放な滑稽文學であヶ、ユル塾ア

と
ク
ィ
ッ

ト
と訟刺の賓庫である「猫」は、漱石の處女作であると同時に、,}躍にして交豪の名を高からしめた代表作である。苦沙彌先生に飼はれる一匹の猫に託して展開される痛烈な瓧倉批判は、今日なほ讃者をして爽快な共感を喚起してやまない。〈明治三八年作)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厂
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江
戸
つ

兒
を

以
て
任
ず
る

若
い

教
師
の

坊
つ
ち
や
ん
が
、

そ
の
剛

本

氣
の

純猝

な
性
格
か

ら
、

僞瞞にみちた肚會に愛想をつかすこの作品を一貫するものは、人閥漱石が持つて生れた反俗精艸と烈しい正義感にほかならない.溟漫的な稚氣とユーモアの漂ふ々伽に、そ
の歯切れめよい表現は讀者に清爽な感じを輿へる。明治三九年「ホトトギスしに發表。
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噸

「草

枕」
(
明
治
三
九
年)
は
漱石

の
い
は
ゆ
る
非人

情
の
美學

が
説
か
れ
て
ゐ
る
ロ
マ
シ
テ
ィ
シ
ズムの極致である。非入情とは東洋古來の漠詩や俳句を流れてゐる根本的な態度であり岬切の人冊の事象をも自然に對すると同じ無私の眼で見ることである。　「二百十日」(明治三九年)は漱石文學には珍らしい肚愈批評の方向を示す中篇小説である。
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・
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エ
ゴ

イ
ズ
ム
に

苦
し
む

近代

的人

間
の
運
命
を追

求
し
て
や

ま
な
か
つ

た漱

石
に

も、

こ
の
や
う

な滋味ゆたかな一面があつたのかと思はせられるロマンティシズムの香り高い珠玉の名品。それはメルヘンともいふべく、美しい夢幻の世界に讀者をいざなはずにはおかない。漱石文學の愛好家に忘れられてならない貴重な一本である。　　　　　　　　　　　　　　　　　シ
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噛
る

漱
石文

學
に
お
け
る

悲劇

の

誕生

ピ
も
い

ふ
べ

き劃

期
的作

品
で
あ
る
。

　
「

生
か

死
か」

と
い
ふ

第一義の道にこそ人間の眞の生き方があり、.それを忘れ利己と虚榮に走る人生は常に破
、滅を免がれないとの漱石獨自の悲劇のセォリ亅はそれ以後のすべ《の作品の根本命題圏　　　　　　　　　　　　　　　尠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱ζの提出ともいふべきであり、漱石文學の方向を決定せるものである、(明治四〇年作γ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!」
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「
人間

の

性
格
は
一

時間

毎
に
變
る
」

と漱

右
は
い、
ふ
が
、

未
知
の

青年

の
家出

を
し
て
坑夫

に
なるまでの告白を材料として書かれたこの作品で、漱石が意圖したもの俵、「虞美入草」における外形の派手さではなく、人憫の言行の下に潜む慧識の暗闇のなかにもぐり、そこに祕められてゐるものを捉へ、それを分析することであつた。{明治四一年作V
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目
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出
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事

な
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黜 83緑

　
「
そ
れ
か

ら
」
「
門
」

と
續
く
三
部作

のの僞善」といふ問題をめぐつて、.複雑な愛の心理を描く。更に主入生活の描鷺は、風俗史的にも貴重
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「
三
四郎

」

に
描
か
れ
た
淡
い
懲愛

はる。自然の情念ゆゑに肚會の掟に明治四〇年代の知識人の省像でものは、・分裂と破綻を約束された愛

タ
ひ
と
り
の
入

問
の
犧
牲
に
お
い
て

成立襲はれる。　「人聞の心の奥底に
はふのだ。つひに主入公宗助は禪寺ない。そこに溟の意味の求道者と

　

　　

　
し
5「
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ー　5
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ーー

　ー

明
治
四三

年
胃潰

瘍
の
た
め
修善

寺
温

「
そ
れ
か
ら

」
「
門
」
と
續
く
三
部
作

の
い
は
ば
序
曲

と
も
い
、ふ
べ
紅
作
晶
で
、

い
は
ゆ
る

「
無
意
識

の
僞
善
」
と
い
ふ
問
題

を
め
ぐ

つ
て
、
愛

せ
ん
と
し
て
愛

を
得
ず
、
.愛
蚤
れ

ん
と
し
て
愛
を
得
な

い

複
雑

な
愛
の
心
理
を
描
く

。
更

に
主
入

公
三
四
郎
を
中
心

に
展
開
さ
れ
る
當
時
の
東
京
大
學

の
學
生

生
活
の
描
鷺

は
、
風
俗
史
的

に
も
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
"

へ
よ
5
。
(明
治
四

一
年
作

〉

夏思　♂

、　
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に
描
か
れ
た
淡
い
懲
愛
は
、
「そ
れ
か
ら
」
に
い
た
つ
て
深
、刻
を
人
間
的
苦
惱
に
彩
ら
れ

　
　
自
然
の
情
念
ゆ
ゑ
に
肚
會
の
掟
に
背
い
て
友
人
の
妻
に
戀
慕
を
寄
せ
る
主
人
公
代
助
の
苦
悶
は

明
治
四
〇
年
代
の
知
識
人
の
省
像
で
も
あ
る
が
、
三
角
闇
係
の
悲
劇
を
通
し
て
漱
石
が
邉
求
し
た
も

　
　
　
分
裂
と
破
綻
を
約
束
さ
れ
た
愛
の
運
命
と
い
ふ
テ
ー
マ
で
あ
つ
た
。
(明
治
四
二
年
作
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や
が
て
罪
の
苦
し
み
に

　
　

「人
聞
の
心
の
奥
底
に
は
結
核
性
の
恐
ろ
し
い
も
の
が
ひ
そ
ん
で
ゐ
る
」
と
漱
石
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
安
心
と
悟
り
は
た
や
す
く
は
得
ら
れ

そ
こ
に
溟
の
意
味
の
求
道
者
と
し
て
0
人
間
漱
石
の
面
目
が
あ
つ
た
。
(明
治
四
三
年
作
)

明
治
四
三
年
胃
潰
瘍
の
た
め
修
善
寺
温
泉
に
轉
地
中
多
量
の
吐
血
を
し
て
生
死
の
間
を
彷
徨
し
た
漱

石
が
、
病
中
に
心
配
し
て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
思
ひ
を
こ
め
て
書
き
記
し
た
も
の
が
こ
の
短
,

驗
記
で
あ
つ
た
。
ま
二
ど
に
修
善
寺
の
大
患
に
お
け
る
死
の
體
驗
を
縛
機
と
し
て
漱
石
の
生
活
お
よ

び
藝
術
は
　
大
轉
回
を
逾
げ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
そ
の
滄
息
が
詳
し
く
語
ら
れ
て
ゐ
る
b

夏

目

漱

伸

、
彼
　
　

岸

過

・
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噸
や
豪

埋 「行
人

し
「
二

・
ろ
」
と

つ
づ
く

い
は
ゆ
る
後
期
の
三
部
作

の
序
曲

を
な
す
作
品
で
あ
る
。

二
の
あ
た

り
か
ら
漱
石
の
作
品
は
完
全
に
漱
石
自
身
の
問
題

に
密
着
し
て
く

る
コ
人
間
ゆ
ゑ
の

エ
ゴ
イ
ズ
ム
の

悲
劇

は
、
自
意
識
を
も
て
あ
ま
す
須
永

と
千
代
子
の
交

り
の
喪
失

の
奥

に
弟
や
郁
て

「行

人
」

「
こ
}

ろ
」
と
展
開

さ
れ

る
血
み
ど
ろ
の
讎
ひ
を
は

つ
き
り
と
暗
示

し
て

ゐ
る
の
だ
。
(大
正
元

年
作
)
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噸
る
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自
我
瀧
と
ち
こ
噛
る
　
部
の
懐
疑
と
孤
獨
は
.
近
代
的
人
間
の
運
脅
そ
.の
も
の
の
委
で
み
を
。　
「行

r

ん
」
の
悲
劇
は
單
な
る
一
夫
婦
の
悲
劇
で
駈は
な
い
、・人
間
蓄
0
・も
の
の
心
の
深
淵
に
モ
の
宿
命
的
な

根
を
も
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
性
質
の
悲
劇
で
あ
る
。　
「死
亂
か
、
氣
が
違
ふ
か
、
宗
教
に
λ
る
、

か
」
と
で

憾
主
人
公
の
苦
澗
醤
、
喰
だ
ち
に
漱
石
自
身
の
苦
ん
み
で
も
あ
つ
左

鼠
大
正
元
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子
戸
の

中
に
坐
し
て

靜
か
に

入
生を
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思
す
る
こ
の

随
想録

が
、

つ・
ね
に

多
ー
の

頑者

か
ら

愛誦

さ
れ
て
や
ま
な
い

の
は
、

度
々
の
重
患
を
經
た
漱
石
が

心
に

深
く
死

と
い
ふ

人
生
の

∵大

事
に　　　　　　　　　　　　　　　　　　'ついての思ひを切にするところからこれらの文章を綴ったからであらう,ここには祕かに死を豫覺しつつ過ぎ來し生涯を回顧する漱石の痛ましい姿がある　戸大正四年作》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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珍
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傅
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の
濃
い
作
品
で
あ
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健三

、

お
性
の
夫婦

眺
活
を
中
心に展開されるエゴイズムの矛盾、そして因習的な「家」の秩序の壓迫のなかで自我に目ざめなければなら々かつた近代日本の知識人の課題を自らの問題として對決した漱石の人間的苔惱は、今日といへども新しい課題をわれわれに提起する。(大正四年作)
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石
自
身
の
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も
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作
品
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文
字
ど
ほ
り
漱

石文

學
の
總決

算
で
あつた。自然主義に近い客觀的態度で人間の醜悪をあますところなぐ描破しながら、しかも漱石が背後に意鬪したものは、い拡ゆる「則天蛮私」といふ翼實の生き方であつた。終りの方に現れる清子といふ女性の影像がそれを暗示してゐる。(大正五年作)深くフランスの世紀末文藝に共感すると共に江戸0趣味傳統を愛した荷風の中に、獨特の美しさで結實したのが彼の花柳小説であつた。「腕くらべ」(大正五年)　「夏すが

、た」(大正四年)はともにその代表作であるが、そこに漂つてゐる深さ盧無感に支へら　　　　　　　ーれた近代的哀愁こそ荷風以前の花柳文學に無かつた要素なのである。・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　;}鹽│
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　「
此
の
作者

ほ
ど
絡
始一

貫
し
て艶

情
小
読
ヒ
筆
を
染
め
て
ゐ
る
人
も
少
い
」

と
は
谷
崎
潤
一

郎
の

}　

評
言
で
あ
る

が
、

齢
知
命
を
過
ぎ
て

愈
・

文章

に

枯淡

の

味
を
帶
び
て

來
た

荷風

が
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銀
座
の
ヵ
フ　ェーの女給の生活に題材をとり婬蕩なる男女痴情の世界を描破して盡きない「つゆの　あとさき」(昭和六年)の他「夜の車」「かし闡・の女」の二篇を併せ收めた。
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の.倒錯した男女の心情は、「己れといふもの忍丗來るだけ卑tく」した果てに荷風が創り出した自らの影であり分身にほかをらない沖冷靜な作者の眼は昭和初年の樣々の軌倉「相を捕～て描き出†。併せ收めた「あぢさゐ」「榎物語」は珠玉の名篇で方る。
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沈
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太
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直前

の

重苦

し
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不
吉
な
}

時期

に
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き
る
さ
だ

子
と
、彼女をとりまく市井の事件を巧みに織り交ぜた作品で「つゆのあとさき鱈につづく風俗小讃である。「おもかげしは辻タ7ウーの逑輯手の話。「魴章」は日露載爭の無名の

・勇士の死とその勳章を描いた好短篇。他に「女中のはなし」「葛飾情話」を收む。
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の

三篇
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べ

て
昭
和
一

八

年末

か
ら
昭和一九年末にいたる載爭の渦中に作られたものであるが、これらの作品を通七て我々の眼前に示されるものは、人生の現實の騨斯面であり、人間性の奥深ぐにひそむ藁實のすがたである。作者は虚僞と慮飾を去った人閥の本然を諦視してゐる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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②
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情
の
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で　　　　　　　　　〔、ある。後年、'啄木が肚倉思想を抱くにいたつたの拡、生活普を通じて觸れた吐愈的矛
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噛「千鳥し(明治三九年)は三重吉の處女作で

あ
な
が
、

漱
石
の
紹
介
で
「

拠
ト
ポ
ギ
ス
」

に
掲載される㍗、.一躍にして三重吉の名を有名にさせた名品である。こ筒に收めた十一篇の作品の根柢をな弘ものは、人盟三重吉の深ぎ哀愁であり、その哀愁に支へられた・
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あ
あ
い
ふ
女
を

,自分の女房にしたいと思つてゐた」とは作者三重吉自身の言葉である。三重吉はおくみのやうな女性を、淋しいもの、悲しいもの、哀れなもの、いちらしいものとして、いたはりいつくしまずにはゐられなかつたのである。大正二年の「國民新聞」に逹載。
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濫
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し
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こ
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名
著
が
、

三重

吉
の

逡し

た
救
多
い

作品の中でもユニークな剛つとして今日にいたるまで愛讀されるのは、その美しい文章
の底を流れゐ三重吉の限り無い日本への愛と童心に近い夢のゆゑであらう。　　　・　　　　　　　　　'
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と
望
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逹
多
の
生
涯
は
、

高慢

と嫉

妬と

の
自
我
に惱まされた一生であつた。我々人間のなかに提婆達多が佳んでゐることを深刻に反省する著者は、はげしく提婆逹多を憎悪すると同時に、また深く愛惜してやまないので
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現
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の
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に
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る
こ
』
が
で
き
る
作
者
の
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の
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と
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・
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時
代

他
二
篇
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、

こ
こ
に
收
め

た
「
お

國
と
五平

」
「

恐怖

時

代」

「象

」
宀

十
五夜

物
語
」
の

四
篇
は
、

徳川

時代物に該當するものの初期に臑する作品である。なかでも「お國と五平」は大正二

噛
噸

年七

月
帚
國
劇.場

で
作者

自
身
の
舞壷

監督

で
上
演
さ
れ
た
ゆ
か
り
の
深
い
も
の。
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に
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つ
の

頂
上
をきはめたのが、この「痴人の愛」(大正=二年)である。震災前の墓尽の尖端風俗を敏感に捉ぺてぬて、作者がすぐれた風俗作家である二とを證明してゐる。
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の

「蓼喰ふ蟲」〈昭和三年)にいたつて落着いた圓熟昧を獲得して來た。もはや、夫には妻
が「女」でなく、妻には夫がρ男」でないといふ特異な夫婦閤係を描きながら、作者自身の文化観が豐かにちりばめられその文化批評の結晶をなしてゐる。
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は
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の
作
品
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も強
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な
存
在である。戰國の混亂期の世相を背景にして、大名、・沒落貴族、海賊、遊女等が登場す

るが、作者が重點を概いてゐるのは、泉州堺の自由都市の勃興ψ根柢をなす近代的なブルジョァ意識、市民意識への作者自身のある種の共感であつた。　　　　　　、
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蘆
刈」
へ
昭
和
七

年)

は

作者

が
氷
無瀬

の

宮
の
蕗

蹟を

訪
つ
れ
た
と
ぎ
、

蘆の

繁
み
か

ちあ

ら
は㎜　れた男の話をつづるといふ形式で展開される異常な給卷物のうちに、,王朝的雰園氣と

'　大阪商人の豪煢な生活ぶりとを絡ませた作品ズ、作者獨特の夢幻的世界が創り禺され　　　　　　　亀　てゐ、る。「吉野葛」(昭和六年〉は谷崎文學の美感の結晶ともいふべき傑作である。
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擬∵瑠罪鸞

　

琴
三
絃で

身
を
立
で
る
盲目

の
美女

春琴

は
弟
子
の
一

入
で
あ
る
放蕩

息
子
か
ら
戀
の
恨
猷
を
か
つ、て熱湯を浴びせられる。春琴の家に奉公して獻身的に仕へる佐助は奇綱にあつた春琴　の顏を見まいとして自ら眼に針を突き刺して盲入になるといふ筋のこの物語り小設に　おいて、作暫獨特の女性禮讃がそ̀の流麗な筆致のうちに最高頂に達してゐる。
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　ー正宗白鳥はこの小説を谷崎氏の最高傑

作
と

讃美

し
て
ゐ
る
が
、

こ

の作

者
の

初期

の
作
品
かち…貫してゐる女性惑溺、女牲禮讃が古典的な錆をもつて淨化され、殆んど宗教の極致にも似て技紳に入るピ云つた感ゼを輿へるまでに完成の域に達してゐる。現代人の

,共感しさうな心理を具へながら作中入物は渾然としで古典の世界に收まつてゐるゆ　　ー
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1,武者小路實篤の初期の代衷作で
「

美
と
創
造
に

對
す
る

強
烈
な憧

れ
が

妹
の
獻
身

的な

肉
親愛　　　　　　　　　　しの形で現され、氏一流のフェミニズムが高い香りを放つてゐる。この作を書きなが

ち作者絃幾度か泣いたと炉、喚ことを自ら述懐してゐるが、天才藝術家の情熱ど惱みとを　　　　　　　　　　　　　　　　　哩ま乏もに主題にしたこの戯曲の底流がやがて「愛慾」に圓熟してゆ《のであるつ
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を
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ー　　1　」　t武者小路實篤の作中

唯
一

と
い

つ

てに「新しき村」を創める頃までのい活躍の時代の舞蠱が活き活きと

上
※
噛
噛
　
下
噸
や
　

緑

-
自
分

が
こ
れ
を
書

い
た

の
は
、
年
來

の
望
み
.
自
分
の
理
想
と
す

る
入
間

の
あ

る
種
の
生
ざ
た
型

を
表
現
す
る

こ
と

に
よ
つ
て
、
、順
者
の
心

に
、
希

望
と
、
平
和

と
、
叉
慰
安
を
逾
ゆ
た
く
思

ヴ
た
か

ら
だ
」
と
作

老
は

い
ふ
,
泰

碣
若
と
は
境
遇

に
よ
つ
て
支

配
さ
れ
ず
心
靈

に
よ

つ
て
文
配
さ
れ
る
人

　
　
　
　

　
他
入
で
は
な
く
紳

に
よ

つ
て
支
配
さ
れ
る
入
間

の
こ
と
で
あ

る
。
(大

正
八
年
作

)
、

、

大
正
八
年
卜

「
月
大
阪
毎
口
斯
聞

に
連
載
さ
れ
た
こ
の
作
品

は
、
近
代

=
本

文
學
の

「毒
春

の
書
」

　
　

つ
と
し
て
諞
は

れ
、
既

に
占
典
と
し
て
毎
年

の

ご
と
く
版

を
重

ね
て
ゐ
る
。
入
間

に
と
つ
て
結

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
も

つ
と
大
事

な
二
と
は
戀
愛

に
よ
る
淨
化
の
力
で
あ
る
と
い
ふ
愛

の

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

い

つ
ま
で

も
生

き

つ
づ
け
る
で
あ
ら
う

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
し
い
妻
を
愛
し
て
ゐ
な
が
ら
、
こ
れ
に
對
し
て
金
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
う
に
も
な
ら
な
い
獨
り
相
撲

の
嫉
妬
の
や
う
な
も
の
て
自
分
も
妻
も
苛
め
さ
い
な
む
と
い
ふ
の
が
「愛
慾
」で
あ
り
、
.入
間
萬
歳
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愚
劣
と
偉
大
の
野
放
圖
な
禮
讃
を
圭
題
と
す
る
代
表
的
戯
曲
で
あ
る
。
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あ
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「
人
生

を
斯

く
考

へ
る
」
と
感
想

風
に
書

き
綴

ら

れ
た

こ
の
書
物
は
、
歙
多

い
入
生
論
膸

想
の
な
か
で

、
も
つ
と
も

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と

い
へ
よ
う
。

「
今
迄
僕

の
か
い
た
感
想
の
内

一
番
ま
と
ま

つ
て
ゐ
る
」
乏

は
作
者

自
身

の
言
葉

で
あ
る
。

武
者
小
路
實
篤
の
作
中
唯

一
と
い
つ
て
い
い
自
傳
小
設
で
あ
る
。
誕
生
か
ら
筆
を
起
し
て
大
正
七
年

　
　
　
　
　
　
　
を
創
め
る
頃
ま
で
の
ほ
ぼ
三
十
三
年
間
の
自
傳
で
あ
り
、「
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或
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等
を
支
配
す
る
も
の
は
我
等
を
生
ん
だ
も
の
で
あ
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、
そ
の
意
志
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我
等
博

凱
・

人

類

の

意

志
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光
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過
言
で
は
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華
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ひ
と
り
作
者
の
自
傳
た
る
に
と

ど
ま
ら
ず
語
ら
れ
た
文
學
史
と
し
て
貴
重
な
文
獻
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。パ
大
正

嚇
○
年
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一年
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武
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「
我
等
を
支
配
す

る
も
の
は
我
等
を
生

ん
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
志
を
我
等
は
人
間
と
し
て
生

か
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す
爲

に
は
、
人

類
の
意
志
と
言

ふ
も
の
が
存
在
し
て

い
い
は
ず
と
僕
は
思
ふ
」

価
作
者

は
い
ふ
。
占

緑
　

　
今

東
西
の
人
が
同
じ
慧

志
と
感
情

に
支
配
さ
れ
て
ゐ
る
の
だ
と

い
ふ
本
書
を

つ
ら
ぬ
く
信
念

が
、

こ

　

　
　
の
作
家

の
す

べ
て
の
作

品
の
鹽

で
あ
り
光
り
で
あ
る
と

い
つ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
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　昏

著者

自身

が
一

番逋

俗味

の
多
い

作
と
い
ふ
こ
の

「若

き人

々
」
(

大
正
一

四年

)

は
、

著
き
日
の

作者の記念碑ともいふべく、いたるところ若さの持つ我武者羅さが浴れ讀む者の心をつよく打つのである。もともとは「彼等と彼女逹」といふ題であつたが、譲者は必ずこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇の彼等と彼女達の内に自分自身の省像を發見することであらう。

、武

者
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「井

原西

鶴
」

が

書
か

れ
た
昭
和
六

年を

前
後
す
る
十
年
間
を
批
鮃
家
は

武
者小

路

文學

の
轡

傳記の時代」と呼ぶが、'それはまた一面彼の作家生活における最も不遏な時期でもあつ
た
。,　　　　　　　　　　　　　　」その不遇な時代に敢然と抗した作者が東西の一流の人物を片端から書きまくつたのが十敦篇の傳記であつた。「西鶴が一番純粹に出來てゐる」とは作者自身の言葉である。F

武

者
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路
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商
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昭和

一
一

年
四
月
よ
り
十
二月

迄
の
歐

米旅

行
の
紀
行
文集

で
あ
ゐ
が
、

ヨ

ー
旦
ッ

パ

を
め

ぐ
つ

て作者は何よりもミウランジエロ、レンブラント、セザンヌの藝術に感動し、しばしば眠られぬ夜があつたと告白するのである。これを縛機として武者小路文學には第二の膏　　　　　　　　'春が誕生しγやがて「愛と死」「幸輻な家族」等が次々と創造されるのである。
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昭和

一

四

年
ヨ

ー
・
ッ
パ
か

ら
歸朝

後
の
代
表
作
品
で
あ
る
こ
の
小
説
は
、

現代

に
お
17
る

最高

の戀愛文學といはれる。情痴を描いた作品のあまりにも多いなかで、この作のごとく戀愛が全人格性を帶ぴてあらはれてゐるものは少い。全人格性とは人生いかに生くべきかと云つた根本の問ひを根抵にひそめた戀愛をいふのである。　　、f
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五年

嬪
人

公論

に
蓮
載
さ
れ
た作

品
で
、

年
頃
の
息
子
と
娘
を
持
っ

登家

夫婦

の
愛

情と

、息子の戀愛をめぐつての美し炉兄妹の愛情など、幸輻そのものといつてよい家族の生活が展開されてゐて、作者一流の明るさが讀む者をして誰しも幸福感に浸られる小設

、である。彼の創作活動に油ののりきつた時期の傑作の一つである.　　　　　曹　　　　　　　:-「ーー,　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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昭和

一

七

年〉

は
自
然
に
對
す
る
心
の
深
さ
か

ら
生
ま
れ
る

新
鮮
な
感動

を
、

的
確
に

純
粹に深く描寫した作であつて.そこには入生を眺めるのにリアリズムを必要としな痂っ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ-たこの作家の肉眼の輝きが感じら耗、「ある彫刻家」(昭和二一年Vの深い謙遜と高い・李直塾とそして天眞煽漫な自信と情榊一そ武者小路文學を貫く生命であ乃。
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こ
の
小
読

ξ
い
て

隻ぼ

自
ら

書
の
ご
と
ー
云
ふ
¢
.愛

讃さ

れ
て
い
い

傷

意

ぞ
ゐ
る。

お
とな

し
い
、

淡
々

と
し
た處

の

あ
る
も
の
と
思
ふ
が
、

今
迄
僕
に
こ

ん
な
作
が

あ
る
二
と
を
知
らない人にはよろこんでもらへきうに思ふ。「愛と死』や「友情』と何處か共通のあるものと思ふ」名作「友情」とともに是非併せ讀むべき佳品であるゆ.
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昭
和
二

四年

一

月
か

ら
二
五年

十
二

月ま

で
雑
誌
「

心
」

に

逹
載
さ
れ

た
こ
の

小
説
は
、

武

者小

路文學の頂點ともいふべく、常に人澗の善意を信じ入生の美しい面を観て來た作者の精髓がここに極まったといつてよい。「幸輻者」の主人公を年とらせたやうな「眞理先生」と石ばかり描いてゐる「馬鹿一」に作者の人間肯定の面目は盡きてゐる。
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理
先
生
」

の

績
篇
唸
な
す
こ
の

作
品
の

主
入
公
達
は
、

眞
理
先
生
を
は
じ
め

馬
鹿
一
、

白雲

、泰山などいつれも「藁理先生」の中で活躍した人達である。これらの人物は作者の分身にほかならないが、とくに馬鹿一といふ人間像を通して作者は、運命に感謝して死鵡迄誠實無比にこつこつと仕事をしてゆくといふ人生観を造形してゐる。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　、　志賀　直、哉

和

　

　

　

解
他一
篇

鰤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　・攣

噸厂」?

こ
こ
に
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め

ら
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た

「
和解

」

と
「大

津
順
吉
」

と
は
志
賀直

哉
の
作
品
の
中
で
最
も
自傳

的要

素の濃い作品であり、すべて作者の経驗した事實をそのまま小読に構成したものである。そこに共通して現はれて來る問題は父との確執であるが、とくに「和解」における父　　　　　　　　　　　　　　　,との問に和解の成る部分は涙なくては讀むことが出來ない。
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小
読
を
書
く
事
に

不
滿
で

あ
つ

た
父
へ

の
不

服を

動
機
と
し
て

書
か

れ
た
「

清
兵衞

と

瓢箪

」

を
はじめ「正義派」、小俗の紳樣一「雨蛙」「山科の記憶」「プラトニック・ラブ」等、ここに收めた十四篇は、作者の大正期全期にわたる短篇の代表的作品であり、近代日本文學における短篇小説の一っの樣式を確立したものとして價値高い珠玉集である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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「
ひ
と
眉
で
言
へ

ば
深
い
意味

で
の
幸編

の
探
究
で
あ
る」

と
は
こ
の
小
設
に
對ず

む
小
林
秀雄

の評言であるが、志賀文學の最高峰を示す作者唯}の長篇であるこの作品は、前後二十五年の歳月をかけた不朽の傑作として、血翫に近代日本文學史にゆるがない古典的地位を占めてゐる。ここには志賀直哉の入問的成長の年輪が刻み込まれてゐるのだ.
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こ
れ
ら
め
十

三篇

は
、

作
晶
と
し
て
殆
ど
盧
構
の

要
素
を持

た
ず
、

笛
て

來
る
氏
物
も
皆
實
名
の

儘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'

「
で
、

創
作
と
随

筆
と
の
境
界
の
は
っ

き
り
し

森

や
う
な

も
の
で
あ
る
が、

そ
れ
だ
け
t
か
へ

つ
て

強く

人

間昧

の

豐

か

な

も

の

と

な

つ

て

ゐ

る

、

平

明

清澄

な筆

致

の

う

ち

に

淡

々

と

語

る

作

者

の
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長
　
與
　善

、

郎

す
べ
て
の

優
れ
た

作家

は
若
い

時
に
、

そ
の
人
の
個
性
が

不
意
に
開
花
す
る
こ
乏
が
あ
る
が
、

こ
の

項

羽

と

劉

邦

脚

戯曲

は
二
七
歳の

若
き
日
の
長
與善

郎
が
思
ひ
切
つ
て
喰
か
せ
た
大
き
な
花
で
あ
るわ

ヘ
ッ
ペ
ル
の史劇に感激したのが動機で書いたといふが、項羽と劉邦といふ歴史的題材を若ざの力
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で
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實
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て

生

か

し

て

ゐ
て
、

讀者

に

ロ

マ

ン

テ

ィ

ツ

ク

な

美
し

い

幻

影

を

與
へ

ず

に

は

お

か

な
い
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

長

鉱

善

郎

二
〇
歳
頃
か
ら

内村

鑑
三
の

著書

に
親
し
み
、

さ

ら
に
そ
の
門
に

通
ワ

て
キ
リ
ス
ト

教
に

深
い

關
心

青

銅

の

基

督

鰥

　　

　　

1

を
寄
せ
た

作
者
が
、

長
崎
滞
在
中
に

耳
に
し
た
銅
板踏

給
の

著
者萩

原
裕
佐
の

話
に

創作

欲

を
か
きたてられて書いたのがこの小読であつた。キリシタン殉教史の一駒を埋める天才的な　　　　　　　し
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鑄
物
師
の
華

神
の
悲
劇
の

背
後
に
は
、

作者

自身

の藝

術
へ

の

決意

を
感
じ
さ
せ
る

力が

あ
る
。'
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「
道
徳
觀
は
直
ち
に
世
界
觀
で

あ
り
、

人
生
観
で
あ
り

叉宗

教
で

あ
る
。

而
し
て
い
つ
死
ぬ
か
分
ら
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しぬ自分は、何はさておき自らのためにそれを明かにしてはつきりと書

き
と
め
て
お
く
ことが急務と感ぜられた」といふ作者が、竹澤先生といふ人物を設定し》毛の言行録を記すことによつて自らの風貌、生き方をたつねたユニークな思想小設である。
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長し

與
　
善
　郎　　'

宇
野
浩
二
を
し
て

「不

思
議
な
小
設」

ど
い

は
し
め
た

こ
の

作
品
の

魅力

は
、

そ
の
文

章
の
持
っ
ぞ

触
野
　

性
　
の
　

誘
　
惑

飆

　

、　　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噸
や　　、

ゐ
る
獨
特
の

力
に
あ
る
と
い
へ

よ
う
。

登場

人
物
は

概念

的
な恨

み
が
あ
る
に

も
か
か
は
ら
ず、

作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野者の筆力は讀む者を壓倒するのである。題材のなかにあくどいまでに入.りこんでそれを掘り下げる力に惠まれてかる長輿氏の特徴が逡憾なく發揮された傑作でかる。
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作
者
が
戰後

約
四

年間

に
わ
た
つ

て
浸
頭
し

書
き

上
げ
た

長篇

小設

で
あ
る
。

敗
戦
と
共
に

淌滅

した實族階級の、ありし日の姿を客觀的に描いて落日直前の貴族生活を正しく刻明に記
・　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'録した長篇はこの小讃が唯一といつてよい。著い日から東洋に深い關心を寄ぜ、しばしば大陸に旅した作者はここで汨本の悲劇の基を探求しようましてゐる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
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-,
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　阜幽旦　　　　　　　

・
ミ

　
　
　

曽
q

　

嬾　　　　　　　　　　　　　　'帰　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

、有

蕎武

郎
に
ど
つ
て
文學

は、

火
花
を散

ら
し
っ
つ
展
開
す
る
眞實

疸求

の
場で

あ
つ
た。
「宣

言
私(大正四年)-はとりわけその特色がよく濺揮されてゐる作品で、内面鳶投入された作者の必死の眞實探求が、讃者の心を強く引くのは、やむにやまれぬ内的衝動に驅られながら、自己の眞賓かち一歩も離れなかつた作者の血みどろの闘ひのゆゑである。
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「
カ
イ
ン

の

末裔

」
(
大
正
六
年
)

の

主
人
公廣

岡
仁
右
衞門

は、

有島

武郎

が
自
己
の
内面

に

奪
ひ取つた人物であつた。外部からの壓逍によつて内に押し込められてゐた激しい本能が、恐ろしい力で外部にほ土ばしり出た結晶である。そして仁右鵆門の自我圭張とその裏に隱されてゐる愛の氣持とを逹つた環境にもつて來たのが「實驗室」である。
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÷

こ
こ
に
收
め
ら
れ
た
「

生
れ
出
つ
る

惱
み
」
(
大
正
七
年〉

と
「
ク
ラ
ラ
の
出
家
」
(

大正

六
年
Y
とは有島武郎の靈的な一面を代表する注目すべき作品で、彼の人間的な愛から生れたも　　　　　　　　　　　　　　■のである。クララに託された宗教的なものへの憧憬が、人間の世界に實のる時、隣人へあ愛となりそこに「生れ生つる惱み」のやうな作品が書かれたのである。
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有島

武
郎
の
代
表
作
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
、

大正

期
の

最高

傑作

の
}

つ

と
さ
れ
る
「

或
る
女
」
(

大正八年)は、國木田獨歩の戀入であり妻であつた佐々城信子をモデルとして、男と女、家族制度、女の經濟的獨立等の問題をめぐつて、封建的瓧會の中に生れて自我の解放を求める女性の運命を描いた作品で、全篇重厚なリアリズムの力に溢れてゐる。
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脊

島

武

郎

冖

惜

み

な

く

愛

は

奪

ふ

　鄒
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ジの

エ
ッ

セ
イ

を
讀
む
こ

と
な
く

し
て

有島

武
郎
を
知
る
こ

と
は

出
來
な
い
。

こ
こ
に
は

有島

的なものの】切、その發想の壮方、書き方、生き方のすべてが集約されてゐる。自この二元的生活を清算して、あくまで自己を擯充しあらゆるものを自己のなかに惜みなく奪ひとらうとする積極的な態度を、彼は「惜みなく奪・ご愛と呼ぶのである。
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こ
こ
に

收
め
た

「
ド
モ

叉
の
死
」
(

大
正
一
一

年
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よふ一筋の思ひを通じτ、共に苦しみ共に努力しつつ愛の成就にいたるといふ圭題が、.作晶に漲る脹々たる作者の情熱にささへられて心ゆもまで美しく描かれてゐる。
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ノ池谷信三郎ほ慕都會人らしい品格を保ち得た人は
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伶家

と
し
て
は

未成

品で

φったが、處女作長篇小説「望郷」に發し、「花はくれなゐ」にきはまるその作風は、青春哀歓の抒情として今日なほ若々しい薫風を攻つてゐる。「望郷」は大正=二年時事新報の當選作品であるが、清新芳醇な近代都會的文藝の先驅をなしたものである。
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賭
け
た
文學を生み出した梶井基次郎の作品は、繊細鏡敏な感受性と逞まtい筆致によつて頽廠を描いて然も清澄であり、衰弱を描いて然も健康な近代知識人の諸特徴を見事に現してゐる。名作「檸棲」をはじめ代表作はほどんどここに收められてゐる。
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澄.噛れ、その稚拙な外貌の中には感性の暖かさ、豐かさ、若噂しさが充滿してゐる。この、集には彼女のナルシスムが最も單純素朴に現れてゐる●「母子敍情」、死期近き病査家　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱に態する中年の新興生花師匠の切ルの心を描いカ「花は勁し」他一篇を收めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

現
代

日
本
文
學

〔小
読

・
戲
曲
)

`
二
七

弄
姻
.



出

ズ…
w
∴貸猫礎

ヤ

●

二
八

'

岡

本

か

の

子尊　　　　　　　　　　　　　
　　

　
　
　
　　

　　

　
　
　
　
　　

　　

　
　
　
　
　
0ゆ

金

魚

　
撩

　
亂

他
二醗・

嬾

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　

　
　
　
　
・聖

÷　　　　　　　　　　　　　i

こ
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め
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れ
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三
篇
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ち
「

金
魚
撩亂

」

は

着想

の
面
白
さ
と構

成
の

緊密

さ
と
で
、

か
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'子の作品のうちで、最もすぐれたものの一つであり、「春」は女性の哀れさ、はかなさが象徴的に表現された佳品。そして「落城後の女」には佛教の輪廻思想が近代的な自我擴充の思想と分ち難く絡み合つたかの子の獨特の人間観が示されてゐる。
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」
「

河
明
り
」
「雛

妓
」

の
三
篇を政む。　「巴里祭」では抒情風のリズムのうちに藝術家かの子の眼に映ったパリが、單なる族行者の觀察を越えて内面から掴まへられ、ヤ「河明り」はかの子の女性観が表白され最も成功したもの。「雛妓」は藝術家の誕生を主題とした名品。
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己
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は
か
の
子
の
心
境
が
最
も
明
ら
か
に
現
れ
た作

品
で
、

段
々
と

素人

㊨

素朴

な
氣
持
に還らうとしてゐる一老妓が、ある青年苦學生を引取つて世話をする話であるが、「年々にわが悲しみは深くしていなよ華やぐいのちなりけり」といふ老妓の歌は取りも直さずかの子自身の姿にほかならない。他に名作「東海道五十三次」他十篇を收めた。
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武藏

相模

を
つ
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組
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摩
川
の

流
れ
は
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岡本

か
の

子
が

終
生
思慕

し
て
や
ま
な
か
つ
た
と
二
ろであるが、萬象を映して流れ行く美しい川の深奥にひそむ嘆きをかの子は自分の體丙に祕めてゐたのである。そのやうな自己の生命の棘祕の自覺ど狂亂の所りにささへられた「生々流轉」はかの子文學のエンセンスであり、宿命の告白に豚かならない。
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大童

女
奈
々

子を「状況」から腕出させ、族立たせるためにかの子はこの小設を展開するが、それはまたかの子が抱いた藝術論、庶民藝術史、文明批評の展開でもあつ去。常に現實によつて魅惑されてゐたいといふのがかの子の切なる願望であつた。　　　　　　,
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姿を描いた「蟹工船」は中國、ソヴエート、アメリカ、チエッコ等にも飜譯され、小林多喜二の作中最もひかく譲まれ、近代日本文學の代表作ρ一つとなつてゐる。「黨生　　　　　'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r活者」、は日本文學でばじめて共産主義的人間の造形に成功した小読であるb,　　　
「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電



、

、

　
　
ギ宮,本

.

百、

合

茅　　'　　　　ノ　　

　
　　

　
　
　
　　

　
　
　
　　

　　
2

,

貧

し

き

人

々

の

群

他
二篇

襯

-　

　
　
　
　　

　
　
　
　　

　
　
　
　　

　
　

噸
や

作者

が
十
八
歳
の
と
き
じ
發
表
し
た

、貧
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ハヂ・みラート」に刺激されて、自分のうけてゐる村の自然と人間の生活を描いたもの,で、きはめて素朴なかたちではあるが、この作者の全生涯を貫いた入生と文學とに對する一つの基調がその奥底に響いてゐる。「禰宜樣宮田」「加護」を併せ收めた。　　　霍
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宮本
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初
の
長
篇
小
設
で
あ
る
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伸
子
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は
、

自
分
自
身
を
女
主
人
公
に

設
定
し
、

結婚と離婚を軸として家庭生活の内外に起った人生の波の起伏を描いたもので、百合チ
の人間的思想的發展のための出發點を示す作品である。何よりもまつ婦入解放の文學であり、しかもB本に生まれた婦人解放の文學中もつともす姻れたものである,
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「
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「

は
、

平
和
を

願
ふ
人

間
の
よ
りどころを明かに示した作品である。宮本百合子は戰後最も熱心て有力な平和運動者の一人であつたが、この作品の最も深い意義は、李和運動の源泉を掘りひろげて、地をうるほしつづける清水の流れをいつまでも溢れさせてゐるところにある。
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に
お
こ
つ

た
東
京
・

小
石
川
の

共
同
印刷

の

大爭

議
を
主
題
と
し、

そ
の

爭議

に

積極的に參加した作者が、戰ひやぶれて工場を追はれてのち孚失業の貧しい生活のなかで書きあげた「太陽のない街」は、この歴史的大爭議を勞働者の怒りと戰ひの意欲をもつて描き出したものとして、プロレタリァ文學史に不朽の地位をしめてゐる。
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と
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現

實
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に
も
た
ら
し
た
斷

絶感と解放感との二重寫しとして瀉血された最初の歌聲である。徒らに背のびもせず卑下もせず作者の胸中にわきあがる自然な感慨が「妻よねむれ」の呼びかけであつた。作者個人にとつてだけでなく、敗戦直後の文壇をかざる記念碑的な作品といへよう。
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れ
ぞ
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の

縮
圖
で
あ
つ

た
が
、
「靜かなる山々」は戰後日本瓧會のきはめてしつかりした縮鬪である.これはたんに小読の舞臺とな(、た川岸工場のみに存在する眞實ではなく、H本の現實全鶻のなかにあ

る眞實である。作者は;の眞實をさまざまな人間の形象を通'」;・ム肌してゐる。
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藤
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作
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の

戯曲

化で

め
り
、

新協

劇團

が
一

九三

四年

に

初演

し
で

好静

を得て以來、上演ごとに手を加へた決定稿である9明治維新といふ大變革を、噛木曾の山の中の庄屋であり本陣であろ奮家の主人といふ立場から眺め西變革の必然性をリァリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pスティックに描き出したところに特色がある。　　　　　　　　　　、

・

村

山

知

義

死、

ん

だ

海

攣
繍

駲

　

　　

　
　

　　

　
　

　　

　
　

　　

塾

噸　

　　・　ハ

ノ
　
・　

　
　　

　　

　
　　
、

日本

人
は
毎
日魚

を
食
べ
な
が
ら
其
の
魚
は

誰が

獲
り
、

い

か
に

し
て

責
ら
れ我

々
の
手
に
届
く
のかを良く知らない。作者は初めてこの主題に正面から取組んで、最も貧しい漁民の生活からはじまり、漁業資本の機構や國家の政治にまでも及んで行く。「眞夜中の港」'「崖町に寄せる波」と績き、、いつれも上演されて好評を博してゐる。,
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こ
の
戯
曲
は
フ
ァ
ッ
シ一
暫
的支

配體

制
の
礎
が
置
か
れ
た
重要

な
時期

ぞ
あ
る
明
治
維
新
に
對
す
る作者の藝術的解明の試みであり、從來全く閑却ざれてゐた未墾地に向つて打ち込まれ
,た一っの小さな鍬である。どういふ政治的経濟的要因によつてそのやうな支配體制が打ち樹てられたか、作者はここでそれを具體的に分析解剖してゐる。

も

,

久
　

保
　
　

榮

吉
野
の

盜
賊
・

こ

は
れ
た

瓶轡

驪貯,　　　　　　　　　や疉一

病　

　　
　　
　　

　　
　　
　
　　
　
　　

ー
1　　鮎

リ
ア
リ
ズ
ム
演劇

確
立
の
た
め
に、

程
し
い
創
作活

動
を
つ
づ
け
る
作
者
が、
シ
ル
レ
〃
の
「
群
盗」の熾烈tして高邁な詩的精紳と理想主義をとり入れっつ"應仁の亂を背景とする吐食状勢を描き出したのが「吉野の盗賊」であり、「こはれた瓶」はドイツの本格的な喜劇の高い内容と形式を示した傑作を日本の舞壷に上せるために書かれた作である。

一

津

.

厂〆

中 、

野

　

重
,

治

　

　

　
　 .　F　　」　　　　　　　　　　　　　

　

　

　
、-

歌

の

わ

か

れ

騨

　
　
　

　　

　
　

　　

　
　

　　

　
　
　
一
噸　　、　　　　　　厂

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
"　
　　
　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
馬「鑿」「手」において、自我の充足を自己の事なかれ根性の掘殺によつて購はうとする　　　　　'誇高い孤獨及びその自覺の殘展は第三部-「歌のわかれ」に到つて、短歌的抒情によつて自己を勞る場所から、皮膚を外に曝して「兇暴なものに立あ向人」方へ轉回する、烈しい感受性や自尊心を自身の學生生活を描く裡に解剖した見事な膏春攻學。
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{つねに庶民の精紳の底から發想し、昭和文學史にユニークな作風を打ち樹てた井伏文學の特色は、人生の最も冷酷な現實を何氣なく描き出す妙手にある。「本日休診」は恐らくこの作家の全作品を逋じて最もポピュラーな作品であるが、名作「多甚古村」のぎごちないユーモアがここでは輕妙な洒睨に變つて、作者の成長を思はせる。
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國
の
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を
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藝
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間
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迷
ひ
、

自
己
を
失
ひ
が
も
に

な
る
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畫
家
。

實　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ肚含に接觸する前のためらひと疑ひの中でエゴの自覺と愛情¢目ざめを感じつつ訂己
旨を形成してゆく學生。作者はさういふ物語りを心理的な方法で描き出し、それを北國の自然と季節の推移の中に織う込みつつ美しい一篇の青春の歌たらしめてかる。
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高
等
學
校
は
、

學
生

生活

の
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い
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たが、入生を感じ「知と愛」を感じることの最も切實なその學生生活を獨特の色彩に染める感傷と粗暴と、向う見ずの交錯する青春生活を通して、當時の中産階級の子弟に見られた潔癖が心にくいまでに刻み出されてゐる。
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人の嬢の育ってゆく姿を見つめながら巴里に死んで行く醫學者の夫人の手記といふ形で書かれたこの小設は、人間の愛と死の問題を、獨特の知性と甘美さとをもつて描き、ほとんど完璧さを持つてゐる。なほこの小説の佛譯版は巴里で絶讃をはくしてゐる.
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、

母、

弟
と
次
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に
親
身
の
人
間
の
死
を
盤
驗
す
る
女
性
が
、

そ
の
あ
ひ
だ
に
體
得
す
る
愛
情
と
`實在性の把握を體驗風に語つてゆく形で書かれてゐるこの小説は、日本の衣學には珍らしい一種の思想小説と言つてよい。観念に頼らずどこまでを女性の感覺をとほして生の實在を追求してゐることがこの作品のエッ弋ンスを形成してゐる。
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放
感
を與

へ

ら
れ
た
姉
妹
を
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人
公
に

選
び
、

新
し
い

女性

の
生
き方を示唆する青春小説。家を離れてもけつきよく夫や子供への愛にひかされる姉と、自分の行動の中ですべてを割り切つて生きてゆく典型的な戰後派の姉芝のさまざまな生活の交錯を描きながら、作者は女性の幸禧のために温い愛情を注いでゐる。
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と
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青
春
篇
一

が

現實

と盧

構
の
あ
ひ
だ
に
青

春の

悲
喜
劇
を
織
り
出
し
て

ゐ
る
の
に

對し

て
、

こ
の「愛慾篇しになると、次第に盧構が稀薄になり、現實のかたちが重苦しく作者の覗野を埋めてくる。そこには作者自身の愛慾生活の苫惱が色濃くにじみ出て、あたかも、卩室をゆく天馬が地上に下って汗を垂らしながら走りつづけてゐるといふ感じである。
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。
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篇
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が

日本

の

庶民

の

中
に

どの

や
う
な
感
情
を湧

か
す
か
。

作
者
は
フ
ラ
ン
ス

流
の
モ
ラ
リ
ス
ト
と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'して酒腕な話術とユーモァをもつてその鏡い就會批判を展開する。直木賞を獲た作品
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だ
け
に
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そ
の

健康

で

適度

な
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は
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型
的
な

中間

小
説
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の
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味
を藏

し
て
ゐ
る
。
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一

義
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邁
を

求
め
た
島
木
健
作
の

文
學
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根柢

を
つ

ち
ぬ
い
て

ゐ
る

も
の
は

烈し

い

正義感にほかならない。彼にとつて轉向とは瓧會正義への斬りであり、人間再生への實践を意昧したが、ここに收められた短篇は島木交學の本質が最もよく現れてゐるもの
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お
か

な
い
。
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活
の
探求
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は新

生
の
探求

で
あ
り
信念

更
生
の
物
語
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く

情熱

は
、

一

切
放
棄
に

よ
る

賓
生
活
の

行
へ

の

捨身

で
あ
る.、

普

學生

活
をやめで農民生活に同化しようピする主人公杉野駿介を描きつつ、作者は自己の傷を洗はうとしたのである。いはば純粹生命復活の所念がこの作晶の根本をなしてゐる。
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　丶農村に歸つた主人公杉野駿介が封建的にゆがめられた農民生活の中で、自分自
身
に

ならうとする載がつぶさに描かれるが、それは作者が駿介を實驗帯として自ら解析せる作者自身の「自己」にほかならない..さらに駿介の父駒平や上療老入のなかに、鹿民固有の諦念と虚無を描きつつ作者は深い愛情を注いでゐる。　　　　　　　　　　
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緑

こ
こ
に

收
め
ら
れ
て
ゐ
る
作
品
は
、

ご

と
ご

と
弍島

木健

作
の

晩
年
の

作
で

あ
り
、

氏
の
歿
後
に

遺 .作集の形で發表されたものである。なかでも「赤蛙トは作者自身の宿命的な生涯を一匹の赤蛙のなかに感情移入しつつそれを象徴美の世界にまで高めたものとして、とく

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
※

,

に

好
評
を
は
く
し
た
作
で

あ
り、

あ
る

意
味で

は島

木
文
學膸

一

の

傑作

と
さ
へ

言
は
れ
て
ゐ
る
。
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翻

生
ム
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泉
を
求
め
て
庶
民
の
生
活
の

な
か
仁

自分

を
埋
め
て.
い
つ
た

作者

は
、

舞登

を
銀
座
に

え
らんで肺病やみのパアのマダム、ふたりの女給、小野心家のバ匙テン、貴族でパトロン　　　　　　　　　　♂になつてゐる内田、左翼くつれの惡徳記者の五十嵐、その男に喰ひ物にされ氣の狂つ

噸
÷

て
ゆ
く

下級

官
吏
の

長
野、

さ

う
し
た

人
物
を
配

置
し
つ
つ
銀

座
八
丁
の
風
俗
を

展開

す
る
。　　　　　　　　　　　　　　　}
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田舍

教
師
で
小
設
家
で
あ
る
五
十
嵐
の

妻
ア
キ
は
、

年

下
の
マ

ル
キ
ス

ト
で
あ
る
牧
野
の

影響

に
よ　　　　　　　　　　　　　　　　、

、、

麥

　
死

　
な

　
ず

飆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噸
噛
噛

つ

て
、

家庭

を
す
て
て

實
踐
蓮
動
に
は
い
る
が
、

や
が
て

牧野

と

肉體

關係

を
結
び
再
び
家
庭
に
つれもどされる。さういつた筋のこの小設は時代思潮によつて流した作者の紅血に彩られた眞實の繪卷である。登場人物は戲畫化され、そこには作者の自嘲の影がある。
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後
の
時
期
の
や
む
を
得
な
い

表
現
が
こ
の

作
品で

あ
つ
た
。

こ
の
一

篇
に
お
い

て
作
者
は

獨
特
の
發明になる「饒舌體」といはれる説話形式のスタイルを確立したが、それは十九世紀的な客觀的リアリズムの手法が解體しっくされた果てに辛うじて芽ばえた話術であつた

。
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噸
や
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處
女

作品

集
に

「晩

年
」

と
名
づ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ

た
太

宰治

の
文
學
は
、

そ
も
そ
も
の
出發において限りなき絶望に彩色されてゐた。　「死なうと思つた」といふ言葉からはじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　1められるこのユニークな短篇集のなかに、その後の太宰文學の一切の祕密がかくされてゐるといつても過言ではない。その意昧ではこれは作者の最高傑作tいづてもよい
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太
　

宰
　
　　
治

未知

の
女
性
の
讀
者
か
ら

逸
ら
れ
て

き
た
日
記
に
基
い

て
書
か
れ
た

「女

生
徒
」

は
、

ひ
と
り
の
女

女
　
　
生
　
　
徒
他
+
五
篇

黼

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

や
ゐ・

生

徒の

朝
か
ら
夜
ま
で
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
が
、

の
び
の
ぴ
と
し
た
筆
と、

す
み
ず
み
に
ま

で
ゆきとどいた抒情にささへちれた太宰治の代表作の一つである。他に「燈籠」「皮慮と心い「誰も知ら煎」「きりぎりす」「千代女」「恥」「おさん一「饗應夫入」等を收めた,
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あ
つ
た
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族とゼふ流行語を生み出したこの作品には、そのやうな太宰のぎりぎりの反抗が宿されてゐる、これは四人四樣の斜陽であるが、そこにはいかなる意昧においても希望といふものはない。作を貫いて雰圍氣をなしてゐるものは死の四重奏℃ほかならない
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●わが國在來の小設概念に大膽な挑戰を試みつつ、寫實主義を浣全に排除

し
た

特異

な
スタイルを完成させた作者の、最も野心的な意圃にぽつて書かれた長篇小設がこの「白描」である。̀讀者が作者の精紳のまつただ中に飛びこみ、その精紳のはげしい息吹き

.

に

直
接
ふ
れ
る
な

ら
ば
、
.

あ

作
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の
興
昧
は
ほ
と
ん
ど
盡
き
る
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外文

學
の

傳統

を

正
し
く

繼承

す
る

作者

が
、

詩歌

・

小
説
・

論
親
・

史傳

等
鴎外

の

文學

作
品の廣大な世界に自由に入つて、その興髄を把握↓、鴎外文學の全體の像を髣髴たらしめるやうに書いたものであるが、「鴎外覺書」「詩歌小設」「傍観者の事業に就いて」など鴎外に對する正しい認識と文學一般に對する理解を深めてくれる書である。
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李陵

」

は

中島

敦
の

文學

の
頂
點
を
示
ず

代表

作で

あ
る
。

東
洋
の

歴
史
と瓧

會、

古代

中國

の君圭意志とその秩序がそこでは一箇の運命として個人に臨んでゐる。さうした亘大な運命の丶壓力のもとで司馬遷は孜々として史記の稿を續け、李陵はその胡服に絶望を包む。これら運命に捲抗する生きざまが、對照と交錯のうちに劇的構成をなしてゐる。
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　ー

oー

伊

藤

永

之

介　　　　　　　　

＼
　　

　　

　
　
,　

　　

　
　　

　　

　
　　

75

.

警

　

察

　

日

　

記

棚

　
　
　
　
　
　
　
」　　　　　　　　

　
　
　
　
　
　
　
　

や
÷　'

東
北
地
方
の

田
舍
町
の

警察

署
に

場
面
を
と
り
、

そ
の

刑

事部

屋
に
展
闢
さ
れ
る

樣
々
の

事件

は
そ-rのまま戰後の瓧會の縮鬪である。強盗・詐欺・萬引・賣淫・捨子など、目まぐるしい事件と人物とを熟練した技巧で面白く描きながら、しかもこの生えaきの農民作家は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D飽く迄も作品の底に變らぬ庶民への愛を潜め(權力と不正への怒りを燃やしてゐる。・　　　　　　　　　　＼
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ハ
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ア
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呶

噸

「　}
隔

」
　

　

'

唱　「

石

蹄

逹

三

'

最
も

常識

に
富
ん
だ

作家

と
言
は
れ
る
石
川
逹
三
の

文學

が
、

廣
い

讀者

居
を
持
つ
て
ゐ
る
の

は、

r

.
智.

慧
　
の
　

青
　

草

繃

作
品
の
基
底
を
な
し
て

ゐ
る

正
義感

と

良識

の
ゆ

ゑ
で
あ
る
。

つ

ね
に
大
衆
と
奪
も
に
考
へ

な
が

らこの作者は、作品を通してモラルを追求してやまないのである。「智慧の青草」は戰

一

丶
〆

'

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
噛

8

前
の
大
學
生
活
を
描
い
て

ゐ
る
が
、

そ
れ
は
戦
後
瓧會

へ

の

作者

の批

判
と
も
な
つ
て
ゐ
る
。

　、

-「　

、

-

右
　
川
　逹

　三

作
者
の
第二

の
新
聞
小
設
と
し
て
書
か
れ
た
こ
の
小
設
が、

發
表
以
後
今
H
ま
で愛

讃
さ
れ
て
や
ま

ヅ ,
7

旗
・

母
　

　系

　
　
家
　
　・

族'

脚

な
い

の
は
、

作
品
の

主
題
が
時勢

の

變化

に
か
か

は
ら
ず

今
な
ほ

新
鮮
な
興
昧
を
失
っ
て
ゐ
な
い
からである。かたちは變つても戰後の瓧會にはこの小説に描かれてゐるやうな母系家族

縄

∴　

聖㌧　　、

.
　　

　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　　

　

や

"
や

が

幾十

萬
と
な
く

殘さ

れ
て

ゐ
て
、

新
し
い

問題

を
投
げ
か
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

岐
.

、

.淑
∴

宴

＼
r5、・・い・

へ骸 .

　
大
　
佛
　次

　
郎

霧

　

　

　

　

笛
襯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
ウ

、曼

「良

識
と

知性

」

の

作
家
大
佛
次
郎
の

作
品
に
は
常
に

獨
自
の

香
氣
が

漂
ひ
、

そ
の
香
氣
の

中
に
は強い、エキゾティシズムが流れてゐる。彼のエキゾティシズムはrその眼を開化期へ向けざせるが、「霧笛しはその典型である。霧に包まれた横濱の異人町、一途な青年千代吉　　　　　　　　　　　　　、　　、

と
英

人
の
ク
パ

ー
の
對
立
と
妖
花
お

花

ー
そ
れ
は
讀
者
を
堪
能
さ

せ
る
に

充分

で
あ
る
。

贊
.

響犖

噂

'

ジ緕,.9廼、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

,ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乱　馬

・

大

　佛

　次

　

郎　　　　　　　　　

・　

　　

　
　
　
　
　　

　　

　
　
　
　
　　

　　

　
　ハ
U

、

雪

　

　
ノ

　

　

　
崩

鰍

　
、。

　
　
　　

　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　

噸
※

や

「雪

崩」

の
舞
豪
は
戰
前
の
東
京
で
あ
る
が
、

圭人

公
五
郎
に

は
ア
プ
レ

的性

格
が
強
い
。

頗
か

よくて常に自分の正しさを信じてゐるがその行爲は一貫性を缺く青年、作者はこれに對して智慧深く寛容な父親と一徹そのものの老人を、さらに柔順で古風な嬢と教養豐かな女性とを配置して、この清潔で華麗なメロドラマを展開させてゐる。

大
　佛

　
次
　
郎

阿
片
戰
爭
の
頃
の
日
本
は
未
だ
に
鎖
國
の

泰
平
の

中
に
眠
つ

て
ゐ
た
。

け

れ
ど
も
そ
の
餘
波
は、

當

　
耐

「

阿

　
片

　
戰

　
爭

脚
時
の
唯
一

の
窓
で
あ
つ

た
長
崎
へ

も
ひ
た
ひ
た
と

押寄

せ
て
來
た
。

作
者
は
そ
こ
で
起
っ

た
小
さ
な、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奮波紋を克明に描くことで、夜明け前の日本の姿を浮き上らせようとしてゐる。この小

、

　

　

　

　

　

　
　

÷

※ー　　伽■!1

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　、.さな島國もやがてはその狂亂怒濤に巻きこまれる運命を象敬さ

せ

な
が

ら
:

i-
。

㌦
1

大
　
佛
　
次
　
郎

講
談
の

世界

に
の
み
英
雄
と
し
て
生
か
さ
れ
て

來
た後

藤
叉
兵

衞
に
材
を
ε
つ
て
、

そ
こ
に
戰
國
武

乞

　

食

　
大

　
將

瞞
將
と
し
て
の
一

典
型
を
見
出
さ
う
と
し
た
こ
の

小
設
は
、

ま
た

樂
し
い

讀物

で
も
あ
る
。

武骨

一

途の故に頭角をあらはし、またそれ故に浪々し乞食にまでなる叉兵衛の姿は、その濶達

1

、　

　
　
÷

"

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
'な内面世界が裏づけとなつてゐるが故に鮮かで印象的である.

し

の現
代
ロ
本
夊
學
、
〔
小
設

・
戲
曲

〕

■

三
七

亀

、



三
八

起官婚

　
、大
　
佛
　
次

・郎

・
幻

燈

脚

噸
噛

大
　
佛
　
次
　
郎

塾　
　
β

　
　
16

　
　

靠

　

縄

　

か
ゐ
・
や

「
幻
燈

」
も
ま
た
大
佛
次
郎
得
意
の
開
化

物
の

}
つ
で
あ

る
。
し
か
し

「霧
笛
」

に
比
べ
て
よ
り
お

だ
や

か
で
靜
的

に
構
成

さ
れ
て

ゐ
る
。
禄
を
離

れ
太
刀

を
奪
は

れ
て
落
伍
す
る
武
士
と
新
興
の
町
入
、

こ
の
二

つ
の
階
級
の
交
替
期
を
背
景
と
し
て
生

じ
た
混
亂
と
、
そ
の
中
を
突
き

ぬ
け
て
伸
び
行
く
さ

ま
ざ
ま
の
人
間
模
樣
の
姿

を
、
作
者
の
筆

は
美
し
く
生
き
生
き
と
描

い
て
ゐ
る
。

大
　
佛
　
次
　
郎

宗

方

姉

妹
※
か
噸

年

　
　
　

藝
術
院
賞
を
受
け
た

「歸
郷
」

は
戰
後
新
聞

小
説

の
最
高
峰
で
あ
る
。
戰
後
瓧
倉

へ
の
激
し

い

「怒

　
　

「

　
　

一

り
」

か
ら
生
れ
た
と
い
ふ
こ
の
小
設
は
、
し
か
し
そ
の

「
怒
り
」
を
作
品
の
底

に
祕
め
て
、
あ
く
ま

　
　

}

で
も
白

々
と
明

る
く
美
し

い
・
大
佛
氏

の
良
識
と
知
性
は
そ
の

「怒
り
」
を
昇
華
し
て
・
現
代

の
完

　
　

一

壁
な

「
童
話
」
・の
世
界

を
現
出
さ

せ
た
。
そ
れ
は
現
代

へ
の
痛
烈
な
批
判

で
も
あ

る
の
だ
。

…

-
†

ー
…

-
ー
…
ー

…

1
-
ー
ー

肱

蠣
漕
雅
譫
甑
齪
撮
魏
繍
瞑惣

鎗
脇
轡
肋
緯
黜
窃灘
噂

繝

"

二
の
斜
陽
族
の
姉
妹

を
め
ぐ
つ
て
職
後
の
混
亂

し
た
生
活
と
人
間
の
哀
款

が
、
し
つ
と
り
と
古
稚

な

　
　
　

タ

ッ
チ
で
彩
ら
れ
、
そ
こ
に
は
作
者
の
古
き
日
本

へ
の
郷
愁
が
滲
み
出
て
ゐ
る
。

獅
　
子
　
文
　
六

胡
　
　
椒

|

息
《、
》

子

繩

※
や

獅
　
子
　
文
　
六

南
　
　
　
　
の

風

翩

噸
噛
噛

姉

子

文

六

お
　

ば
　
　あ

さ

ん

.
鰡

　

噛
や
や
参

悪
戲

つ
子
だ
が
頭
が
良
く
て
さ
つ
ば
り
し
た
氣
象

の
少
年

は
、
富

豪
の
邸
に
住

み
乍
ら
妾
腹
故
に
さ

ま
ざ
ま
な
不
都
合
に
遇

は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
し
か
ゐ
少
年

は
い
か
な

る
障
害

に
も
負

け
ず
に
眞

直
ぐ
に

-

伸
び
る
。
獨
自
の

ユ
ー
モ
ア
と
訟
刺
性

に
み
ち
た
作
者

の
筆

は
、

こ
の
快
少
年

を
通
し
て
、
載
前

の

よ
き
時
代
の
ブ

ル
ジ

ョ
ア
家
庭
の
腐
敗
ぷ
り
を
痛
烈

に
ゑ
ぐ

る
。
好
個
の
娯
樂
頡
物
で
あ
る
。

天
成
の
樂
天
家
膚恋
豚
六
郎
太
は
そ
の
悠
揚
追
ら
ざ

る
風
貌
の
中

に
、
絶
對

に
人
を
疑

ふ
と

い
ふ
こ
と

を
知
ら
な

い
。
彼
は
兩

親
の
故
郷
鹿
兒
島
で
西
郷
南
洲

の
渡
南
説
を
信
じ
、
そ
の
落
胤
を
日
本
に
迎

へ
よ
う
と
す
る
。
こ
の
事
件

の
ま
き
起

こ
す
可
笑

し
み
は
、
理
想
の
人
物
六
郎

太
と
日
本
の
現
實
と

の
落
差

か
ら
生
ず
る
.、
著
者

は
そ
れ
を
清
新

で
豐

か
な
良
識
で
飄
刺
的

に
描

い
て
ゐ
る
。

時
代

は
太
平
洋
臓
爭

勃
發
前
後
。
正
虞

正
銘
の
江
戸
つ
子
で
由
緒
正
し

い
家
風
を
固
持
す

る

　
人
の

お
ば
あ
さ
五
が
、
そ
a
聰
明
な
洞
察
力
と
深

い
愛
情

を
も
つ
て
息
子

や
蟆
、
は
て
ば
孫
た
ち
の
生
き

方
を
巧
み

に
是
正
し
て
行
き
、

や
が
て
滿
足
の
中

に
世

を
去

る
と

い
ふ
、

い
は
ば
獅
子
文
六
獨
特
の

人
物
設
定
で
、
そ
の

ユ
ー
モ
ア
と
飄
刺
は
生
き
生
き
と
し
て
、
戦
後

の
今
で
も
興
昧
深

い
。

'

h-罵



触

、

へ

'

、
獅

子

文

六

-
東

　

京

温

泉

壟

篇
細

　
　
　

孛
噛

.
'
中
,
山
　

義

秀

七

色
の
花

・テ

ニ
ヤ
ン
の
末
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸
噛
噛

87緑

大
東
京

の
眞

中
に
眞
實

の
温
泉
が
湧

き
出
し
た
ら
、
と

い
ふ
大
膽

な
或

ひ
は
突
飛
な
夢
が
失
業
者
に

と
り

つ
.
い
た
こ
と
か
ら
起

る
悲
喜
劇
を
、
お
も
し
ろ
ダ

か
し
く
展
開
さ
せ
な

が
ち
、
作
者
は
職
前
の

東
京
風
俗
を
活

き
活
き
と
寫
し
出

し
て
ゐ
る
が
、
そ
こ
に
描

か
れ
る
庶

民
の
妻
ば
微
笑
ま
し

い
ユ
ー

モ
ア
を
も

つ
て
讀
者

の
胸
を

ゆ
す

る
の
で
あ

る
。

こ
れ
は
全
く
獅

子
文
六

の
獨
擅
場
で
あ

る
。

ー

L

置
i

馳i

i

は
や
く
か
ら
横

光
利

一
に
兄
事

し
な

が
ら
、
そ

の

一
徹
で
孤
稿

な
作

風
を
堅
持

↓

っ
づ
け
た
中
山
義

秀
は

つ
ひ

に
獨
自
の
文
學

の
世
界
を
築
き
あ
げ
た
。
ひ
た
む
き

に
人
間

の
氣
魄
と
情

熱
を
う
た
ふ
彼

の
文
學

は
戰
後
ゆ
る
ぎ
な
く
、
圓
熟

の
境

に
近

づ
い
た
。
そ
れ
は
記
録
文
學

の
先
驅

た
る

「
テ

ニ
ヤ

ン
の
末

日
」

に
結
實
し
、
新
聞
小
設

宀
七
色
の
花
」

へ
と
發
展

し
て
行

っ
た

の
で
あ

る
。

中
　
山
　
義
　
秀

歩

年

死

ぎ

刑

囚

.
　
　
　
　

鍬

他
一
篇
　

緑

汽

幅

田

清

入

・若。栂

剣

劃
,引
.

茶

　
　

色

林晩

,

芙

美

子

潔

の

草

撚

か
噸
孛

勾
中
山
義
秀
の
作
品
を

つ
ら

ぬ
い
て
流

れ
て
ゐ
る
も
の
は
、
「
有
爲
轉
變
」
と

い
つ
た
東
洋
風

の
思
想
で

あ

る
が
、
死
刑
の
宣
告

を
受
け
た

一
八
歳
の
少
年

の
手
記
と

い
ふ
形
で
書

か
れ
た

こ
の
作

品
は
、
生

乏
死
の
あ
は
ひ

に
お
け
る
矛
盾

を
す
る
ど
く
洞
察

し
な
が
ら
、
人
間
性
の
怪

し
い
呻
き
ゃ
奇
怪

な
慾

望

の
深
さ
を
描

い
て
、
作

者
の
端

的
な
敍
事
精
紳

の
轉
變

の
激

し
さ
を
語

つ
て
ゐ
る
。

L

眼

跏

ゐ
・
孛

乎

　
　
　
　
　
　
　

13

菊

壟
.
醜桶

鄰

　
　
　

※
噸

　 作
者

の
長
篇
處
女
作

で
あ
る
が
、
南

國
に
生
れ
風
物
詩

に
手
馴

れ
た
作
者

の
筆

は
、

こ
の
作

品

に
お

い
て
も
、
首
都
の
明
暗
を
背
負

ふ
二
人
の
女
性

を

ヒ
ロ
イ
ン
に
、
明

る
い
淡
彩
と
軽

い
リ
ズ

ム
で
、

昭
和
前
期
の
東
京
の
街
の
生
態

を
描

き
な
が
ら
、
若

き
日
の
群
像

の
甘
美

な
感
傷

や
蓄
恥
や
潔
癖
や
、

さ
ら
に
眼
覺
め

る
性
の
衝
動
ま
で
、

心
に
く

い
ほ
ど
の
筆
致
で
青
春

の
哀
歡

を
描

い
、て
ゐ
る
。

作

者
の
生
涯

の
な

か
で
最
も
圓
熟
し
て

ゐ
た
時
期
に
書

か
れ
た
こ
の
作

品
は
、
妻
を
中

心
に
し
て
ご

く
普

通
の
庶
民
生
活

、
い
は
ゆ
る
世
帶
も
の
や
女

ご
ご
ろ
を
突
込
ん
で

扱

つ
た
芙
美
子
文
學

の

一
つ

の
系

列
に
屬
す

る
代
表
作
で
あ

る
が
、
戦
爭
直
後
の
生
々
し

い
現
實

を
描
き
な
が
ら
作
者

は
、
中

心

人
物

の
中
川
夫
婦
と
相

良
女
史

の
三
人

に
自
分
自
身
を
分
化

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

、

一
段

と
圓
熟

し
た
林
芙
美
子

の
創
作
技
術

が
そ
の
頂
點
を
示
し
た
傑
作

「晩
菊

」
は
、
浮

い
た
商
賣

を
し
た
女
の
レ
晩
年

の
不
安
定

と
寂

し
さ
と
我
執
と
が
、
見
事
な
筆
で
描

か
れ
、
さ
う
い
ふ
生
活
を

.

す
る
女
の
生
活
雰
圍
氣

、
化
粧

ぶ
り
ゃ
趣
昧
,
感
覺
ま
で
が
活
き
活
き
と
淨
彫
り
に
さ
れ
た
作
品
で
、

思
想
的
に
み
て
も
芙
美
子
の
文
學
の
核

心
を
傳

へ
る
完
成
さ

れ
た
結
晶
と
言

へ
.よ
う
.

現
代

日
本
文
學

〔小
設

・
戯
曲

〕

三
九

'
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よ
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四
〇

〆
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`
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`

林
　
芙
美
子
　
　
　
　
　
　
　
　 .}-
作
者
の
絶
筆
に
な
つ

た未

完
の

小
読
「
め
し
し

は
、
「

稻
妻
」
・
「茶

色
の
眼
」

の
系
列
に
概
す
る

作
品

め

　

　

　

　

し

欟　

で

あ
る
が、

市
井
の

片
隅
の
あ
り
ふ
れ
た

入間

の

姿
に

限
り
な
い
共

感を

も
ち
、

悲
し
み
に

沈
む
入.間のいとなみに切々たる憂情を寄せた芙美子文學のリリシズムとリアリズムは、いつ

※
ゐ・

「

ま

で
も
讀
む

者
の

心
に

興實

へ

の

思慕

と
は
て
し

な
き

郷愁

を

呼
ば
ず
に
は
お
か
な
い
。

壷
　

井

　
　
榮
　

　
、

「
暦」

は
こ
れ
ま
で
の

文學

に
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
つ

た
新
し
い

歌
こ
こ
乃
、

散攵

で
な
け
れ
ば

馬

妻

の

座

　・

暦

勦

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　

　
　、
ゐ・

㊥

傳
へ

る
こ
ξ
の
で
き
な
い
歌
こ
こ
ろ
の
結
晶
で
あ
る
。,

そ
れ
は
勞働

と
生
活
そ
の
も
の
が
い
つ

の
まにか集團的に歌つてゐるといつた歌ξころである。そして「妻の座」は母の座の悲劇のなかに女性の悲しみと哀れさを負は慧るをえない經緯の物語りである。

大
　
田

洋

子
.

こ
の
「
流
離
の
岸」

は
處
女
作
を
發
表
す
る
ま
で
の
作者

の
成長

の
歴史

を
跡
づ
け
た
も
の
で、

近

流

　
離

　
の

　
岸

脚

'

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

か
噸
噛

代
の
作
家
が
一

度
は
振
り
か
へ

つ
て
み
な
け
れ

ばな

ら
な
い

魂
の
發

展の

歴
史
で
あ
る
。

作者

は

愛情を情熱とモ・ラルとの相剋の上に捉へようしずるのであるが、生きるべき人間のモラルの追求を外にして、この作者ごは戀愛について語るべきものはないのである。

野

溝

七

生

子

哲學

を專

攻
し
ギ
リ
シ
ャ

古典

や
ド
イ
ッ
文
學
に
深
い
造
詣
を
も
つ
こ
の
作
者
の
文章

は、

職業

的

女̀

　

獸

　
　
心

　
　
理

棚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
や

文
人
に

な
い

新
し
い

感覺

が

隅
々
に

ま
で
に
じ
み

出
て
ゐ
る
。

戰
前
ド
イ
ッ
に

紹介

の
話
ま
で
あ
つたこの長篇の何よりの特色は、手垢のよごれない清新の氣がみなぎつてゐることである。.作品の各部分に通じてゐる主人公レダへの愛情は吾樂的な情調を奏でてゐる。

下
　
村

湖
　
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3

次

　

郎

　・
物

　

語

吋

笙

三・

四
五聾

‡

第三

部‡

槨

　
　
　
　

　　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
、凡百の教育公式論は一篇の誠實な魂の遍歴史に如か撮、かう堅く信じた

高
名
な
教育

者は、多感な一少年が、愛信と境遏の變轉の中で、自己を築いていつた魂の記録を、慈愛の眼を以て綴つた。それぞれに獨立した主題を響かせる各篇を貫いて底流するライト・モチーフは、蓮命に對する愛の勝利であり、明るい調和への誠實な希求である。

ψ

豐

　
田

　正

　子　　　　、

昭
和
一

二
年
始
め
て
本書

が
世
に
出
る
や
劇
化
映
畫
化
と
記
録
的
好
評
を
博
し
た。

第一

部は

著
者

家

織
方

教

室
附警

記
録

撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　噸

噸
噛

、

が
一

〇
歳
か
ら

=
二

歳
ま
で
の

作品

で
あ
り
、

都
含
の

貧民

街
の

生
活
を
何
の

感傷

も
な
く
描
い

た　　　　　　　　　　　　　　　　　メ寫生文でみる。第二部になると著者の眼は次第に懐疑的になる。母親の姦通を扱った「悲しき記録」は、童心の發する痛烈な響きを以て、讀者の心を深い沈默におしつぶす
。

鴨

し　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　
　　
　　「

U

、

、

9

＼

ハ

、



廴一
ρ

ノ
価

、　

丶氏、
サ
.

'

丶

濯

堂

田

韮

子

"

粘

土

の

お

面

他
+
二
篇

襯

　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
噸
噛

　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　

〇一〇歳か射=二歳までの作品「綴方教室

」

で

大衆

の

中
へ

廣く

深
く
浸
透
し
て
行
っ

だ
著者邯、前作に描かれてゐる時期に先んずる、尋常一年から三年頃までの思ひ出を綴つ

た我が家の生活記録である。生氣ある民衆の言葉と、時に一抹の哀愁を伴つて悲慘な暗い生活の谷盟を點々と彩る明るいユーモアは、記録文學史上に異色の收穫を齎した。

　

　

　i

ーー
コ51

-l

Lー

鷺
陸

伽

川

ー
躙

　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
各
※
噸
　

緑

き
は
め
て
ユ
ニ

ー
ク

な
歴
史
小
説
で
あ
る
こ
の
作
品
は

北海

道
の
夜
明
け

前
と
い
つ
て
よ
い
。

作
者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'は自分の父組の血を流した跡をかへりみ、代々の開拓者の苦惱に對して、一種の鎭魂　　　　　　　　　　　　　'歌を奏でるのである。石狩の大自然と開拓の先驅者の跡は、そのまま作者の詩魂と化してゐるが、死の直前まで筆を執つた作者の生命力が全篇にあふれてゐる。

丸
　

岡
　
　
　
明

幼
　

年
　
時
　
代

他二
篇

躑

　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
や
や

職

作
者
は
か
つ
て
の
「
三
田
文
學
」

の
俊
才。

そ
の
フ
ラ
ン
ス
風
の

清新

な
心
理
主
義
的
ス
タ
イ
ル

は故堀辰雄の流れを汲んでゐる。おのつから蓮作の體をなす三篇の自傳小説において、著者は「幼年時代」といふ一つの調和ある状態を、成熟した大人の思考と文髓とをもうて描きつつ、失はれた時の感受性の再現に成功してゐる。

　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　ー

ー

.

原

　

　

民
,

喜　　　　　、　　　　　
　
　　

　
　
　　

　
　
　　

　
　
　　

　　

　
　　

　

0

夏

　

　
。

の

　

　

花

攤

　　

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
。㌘

こ
こ
に

牧
め
ら
れ
た
「

夏
の
花
」
「

廢
墟
か
ら
」

「
壌滅

の
序
曲
」

な
ど
原
民喜

の
作
品
の

底
を
基
調音となつて流れてゐるものは、亡き妻の死の歎きと、原子爆彈に燒かれをかされた廣島の無數の入々の歎きであり、職後の荒廢した風景や入間關係をもふくめて、日本入の無數の苦惱である。戰爭の悲劇がのこした悲しい記念碑と言へよう。

森
　

本
　
　
薫

女

　
の

　
一

　

生

鰤

　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　

や

」

　

　

　　

9

　
〆　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
、文學座だけの上演

回數

で
も
三
百
回
に

近
づ
か
う
乏
し
て
ゐ
る
こ
の
戲
曲
は
森
本
薫
の

最後

の
作品でありぎたその代表作であるが、およそ近代文化とは縁の遠い山間僻地など、どこにおいても㍍派な感銘を與へるのがこの作晶の何よりの特異性で、親しみ難いものと思はれてゐた「新劇」を日本の民衆に結びつけた功績は高く評價されねばなら孤。　　　　　　　　　1「　ー

田

中

　英

,

光

　,

オ

リ

ン

ボ

ス

の

果

實

擲

　　

　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　や

池
谷賞

を授

與
さ
れ
た
こ
の

作
品
は、

學
生時

代
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大會

に端艇選手として參加した作者が、その前後のことを同じく走高跳選手であつた熊本秋子に語りかける形で、回想風に書綴ったものであるが、ナイーヴな、抒情にささへられた青春の歌が、}種熱つぼく純眞に奏でられ、珍らしい青春文學の地位を占めてゐる
。
。

現
代
日
本
文
學

〔小
設
邑.
戯
曲
〕

丶

、

、

四

一

て



四
二

一宰
影
卩

-

'
　
目剃

.
蝋
㌧

若
　

杉
　
　
・惷

エ
　

デ

　

　
ン

の

海

黜

　
　

　
　

・い

戰
後
の
廢
墟
の
中
で

エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ

ム
や
肉
鶺
文
學

の
流
行

に
滿
足
で
き
な
か
つ
た
作
者
は
、
瀬
戸

内
海
地
方
の
女
學
校
生
活
を
背
景
に
、

一
女
學
生

と
青
年
教
師

の
戀

愛
を
描

き
、

一
對

の
男
女
の
結

合
の
紳
祕
に
メ
ス
を

入
れ
な
が
ら

エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と

モ
ラ
ル
を
對
決
さ
せ
、
明
る
い
青
春
の

ロ
マ

ン
を
樹
立
し
た
の
で
あ
る
。
職
後

の
作
品
で

こ
れ
ほ
ど
健
康
で
の
び
の
び

と
ん
た
小
説
は
珍

ら
し
い
。

野
.

間
　

　

宏

暗

い
繪

・
顏
の
中
の
赤
い
月

襯

●　
　

■

O

●
　●

6

●　
　
　9

戰
爭

と
解
放

と
の
間

の
暗

い
花
ざ
か
り
の
樂
園
の
中
で
青
春
を
持

つ
た
世
代
の
眼
は
、
批
判
的
で
あ

る
こ
と
す
ら
許
さ
れ
な
か
つ
た
。　

「暗

い
繪
」
は
、
そ
の
暗

い
谷
間
の
中
で

「
日
本
的

現
實

か
ら
出

發

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ロ

こ
も
り
な
が
ら
、
青
春
の
不
安
や
失
敗
や
苦
惱
を
通

じ
て
あ

ら
た

な
る
道
を
み

い
だ
す

カ
め
に
生
き
た
若

い
群

像
を
浮
彫

り
に
し
た
載
後
文
學
の
代
表
作

..

梅
　
崎
　
春
　
生

日
の
果
て
・
ル
ネ
タ
の
市
民
兵

三

島

由

紀

夫

愛
・　

0
　
　
渇

他

一篇

○
　
　

■

9

●　
　●
　●

●
　
　

,き

44

|

緑
《
　
》

52緑

三

島

由

紀

夫

眞
　

夏
　

の
　

死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ー

ー
ー
ー

[

　
÷
÷

　
　
　
　
　
　
…

他
五
篇
　

　

}

　
　
　
　
　
　
　

「
日
の
果
て

」
は
脆
走

し
て
女
と
共

に
住
ん
で
ゐ
る
將
校

を
射
殺
す

る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
主
人
公

が
、
將
校

を
殺

し
そ
し
て
自
分
も
ま
た
女

に
殺

さ
れ
る
と
い
ふ
筋

の
小
説
で
あ

る
が
、
主
入
公
の
虚

無
的
な
心
理
が
リ
ア

ル
な
效
果
を
を
さ
め
て
ゐ
る
。　
「
ル
ネ
タ
の
市
民
兵
」
で

は
、
純
粹

に
生
命
の

恐
怖

に
直

面
し
た
場
合

、
人
間

は
ど
の
や
テ
な
反
應

を
示
す

か
を
實
驗
的
な
興
昧
で
描

い
て
ゐ
る
。

生
き
る

こ
と
も
、
死
搬

こ
と
も
で
き
な

い
、視
實
の
姿
,に
絶
望
し
、

し
か
も
そ

の
絶
望
そ
の
も
の
に
無

限

の
希
望

を
か
け
て
ゐ
る
や
う

な
存
在

。
鬼
才
三
島
由
紀
夫
の
代

表
作
で

あ
る
こ
の
小
設

の
吹
主
凡

公
で
あ
る
未

亡
人
は
そ
の
や
う

な
存
在
で
あ
る
。
自
然
主
義

的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
馴
れ
た
眼

に
は
は
な

は
だ
不
可
解

に
見
え
る
か
も
し
れ
な

い
文
體

に
、
實

は
作
者
の
生
命

の
充
實
感
が
あ

ふ
れ
て
ゐ
る
.、

.天
　
岡

」
昇
　
平

,・
サ

ン

ボ

セ

の

聖

母

　
　
　
　
　

82

他
十

一
篇
　
　1

　
　
　
　
　

織

　
　
÷
・攣

伊
豆
の
今
井

濱
で
實

際

に
起
つ
た
溺
死
事
件
を
骨
子
と
し
て
、
良
入
の
妹
と

二
入
の
幼

い
子
供

が

一

瞬
の
う
ち
に
波

に
さ
ら
は
れ
る
悲
劇

を
取
扱

つ
た
作

で
、
普

逋
の
小
詮

と
は
逆

に
、
悲
劇
の
項
點
を

,

プ

ロ
ロ
ー
グ

に
…直
き
、
そ
の
事
件

の
反
應
と
、
.
つ
ひ

に
そ
れ
が
忘
却
の
中
に
兇
失

は
れ

る
夫
婦
間
の

心
理
的
經
過
と
を
追
及
し

つ
っ
、
恥
利

に
分
析

し
た
野
心
作
で

あ
る

こ
こ
に
描
か
れ
て
ゐ
る
の
は
、
戰
爭
と

い
ふ

「
完
全

に
非
人
間
的
な
状
態
」
で
あ

る
が
、
描

き
描
さ

れ
て

ゐ
る
も
の
は
、
か
け
が

へ
の
な
い
眞
實
の
人
聞
で
あ
る
.、
一
種

の
私

小
設
で
あ

る
が
、
ま
た
載

爭
や
人
間

に
つ
い
て
の
作
者

の
省
察
録
で
あ
る
と
言

つ
て
よ

い
　

そ
こ

に
は

「死

】
に
直
面

し
た
と

き
の
入
間

の
様

々
の
生
態
が
、
作
者
自
身
の
深

い
共
感

か
ら
生
き
生
き
乏
捉

へ
ら
れ
て
ゐ

る
..
・

暫

●

、

ト
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大

岡
　昇

　
平

武

藏

野

夫

人

謡

　
　'
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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野夫人」を讀む讀者は、その文體がこれまでの日本の小設の一般的な書き方と逹ふこと勧發見すをであらう。それは作者が人間の心の働きや、入間と人間との關係を心理的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'な力學として把握してゐることから起るのである。作者の頂點を示す作である。
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妻」
「母

」

の

他
「

父」

「再

會
」
「

紳
經
さ
ん
」
「
わ
が

復
員」

,
「家

」

「
女
相
續
人」

等
を
收
め
たこの短篇集は、「武蔵野夫入」「野火」の作者として戰後文壇、に華々しく登場した大岡昇平には珍らしい私小設風の作品であるが、それだけにかへつて作者の入間味が隅々にまでにじみ出てゐて、大岡の文學を理解》るよき鍵を與へてゐる。
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す
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由

起

し

げ

子ー警親總監の笑

ひ
・

本
の

話

他
三
篇

　
襯　　　　　　　　　　　　　　　　噛噛

戦
後文

壇
に
突
如
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
し
た
誠
實
な
著
者
は、

教
養
的
な
作
家
で
あ
り

な
が

ら、

ど
こ・かにしみじみと肌にふれて來る所がある。他の女流作家に類のない緻密な感情の{警親總監」、理知で情緒を淨き彫りにした芥川賞の「本の話」、人間的愛情が手放しで横　　　　　　　　　　　卜溢してゐる「腕走」と、この作者の親念の抽象性に載後文學は大きな收穫をえた。
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代

日
本

文
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戯
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爵
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戸
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馬
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四
四

,

嘗/

井
　　
上
　
　

靖
　
　.

戰
後芥

川賞

受賞

作
「闘

牛
」
、
「獵

銃
」

の
二
作
で
彗
星
の

如
く
文
壇
に

出た

作者

は
「黯

い

潮」

の

∵知

黯
　
　
小
　
　
潮
他
篇

鱗
作
品
に
よ
つ
て

新
し
い

出
發
を
と
げ
た
。

獨
身
記
者
速
水
は
戰
爭
未
亡
人
景
子

鼻い

ふ
新
し
い

戀人　　　　　　　　　　　　　○を得たためかへつて、「黯い潮に時折隱顯する」自殺した妻の臼い肉體へ強い愛情で
ひ

ダ

　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
※
・㍗

、

か
れ
て
ゆ
く
。

現實

生
活
の
彼方

の
隱
微
な
情緒

世
界
を
象
徴
的
に
描
い
た
傑作

。
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入
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界
に
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ひ
し
な
い

爲
に

は、

讀者

は
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・

カ
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座
談
會
と
い
ふ
形

式
は

現代

ジ
ヤ

ー
ナ
リ
ズ
ム

の

所産

で

あ
る
が
、

近代

H
本
が
生
ん
だ

稀
に

兄
る博學露件翁を圍んで試みられた、これらいくつかの物を訊く座談は、譲む者をしてさながらに翁の謦咳に接し、その高潔なる人格に觸れるの思ひを抱かしめる。文豪鋸件のヒューマン・ドキュメントとも言ふべく、興昧のつきるところを知らない。

幸
　
田
　露

　
伴

續

露
　
件
　翁

　
座
　
談

脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噸
※

「
露
伴
翁
座
談」

に

洩
ら
し
た

「釣

の
秋
漫
談
會
」
(

昭
和
八
年
)
「

言

語と

文

字
の
間
の

溝
」
(

昭和=二年)等の座談および齋藤茂吉氏との對談「露件翁と語る」(昭和一四年)を收め
たほか、「馬琴の小設と其當時の肚會」「文學上に於ける弘法大師」「澁澤翁に就いての所感し「青淵先生の後半生」等入物評論に屬する講演四篇を附載した。
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編
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戸

稻

造

隨

筆

集

攤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

※

近代

の
生
ん
だ
先
覺
者
新

渡戸

稻
造
の
名
は
あ
ま
り
に

も
高
名
で
あ
る
が
、

そ
の

數
多
い
著

作
は

案外世に知られてゐない。本書は三十餘册の遺著の中から、多岐な面にわたつて選び出された短文を集めてゐるが、これらのエッセイがそのまま人間新渡戸稻造の面影を、　◎その生涯に及んでとらへ得るやうに配慮されてゐる所に特色がある。
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常
に

貧困

に
苦
し
め
ら
れ
な
が
ら
若
く
し
て

逝
い

た
啄
木
の

生
涯
は
平
凡
で
は
な
か
つ

た。

彼
の

多くの書簡はよくその間の淌息を語るが、これはまた、さらに人問啄木を深く描き出してゐる。啄木の幼馴染であるばかりでなく、常にその身邊にあつた著者の友情とその理解の廣さは、かくれたる資料を駆使して、人間啄木を淨彫にしてゐる。
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埀
孛

「
北
の

人」

と
は
ア
イ
ヌ

人σ

こ
と
で
あ
る
..

ア。
イ
ヌ

語研

究
の

權威

と

自
他
と

も
に

許
す
金
田
一
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丶博士が、數多い實地踏査の折りに接したアイヌ人や、數々の思ひ出を語つたものだがこの、いはば研究餘滴とも言ふべき隨想の中で、著者は樂しく、愛をもつてすべてを語り、そこに本書の汲むべき滋味があふれてゐる。
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四
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四
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鈴

-木

三

重

吉

・綴

　

　
方

安山

倍
　
能
　
成

中

阿
　
部
　
次
　

郎

讀

　

本

飆 粐
　
に
健
康
な
大
衆
自身

の　表された綴方に三重

や
÷
÷
÷

課
の

軍
な
る
一

分
課
に

夏
目漱

石
の
門
に

入
り

雜

　
　
記

緬
で
十數

年間

の
筆
に
な底な考へ方などに對

な
※

直
さ
で

蓮
べ

ら
れ
、

こ

2

　
　
　
　
「東北の小さ

な
城
下
町

生
　
ひ
　
た
　
ち
　
の
　

己

　

15

　

葦
ロ
　

緑

÷
ウ
や
　

　

「
三
重
吉
が
創

め
た

「
赤

い
鳥
し

の
綴
方
運
動

に
よ

つ
て
、
文
章

が
職
業
人

の
獨
占

を
は
な
れ

て
、
虞

に
健
康
な
大
衆
自
身

の
も
の
と
な

つ
た

こ
と
は
萬
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
赤

い
鳥

}
に
發

表
さ
れ
た
綴
方

に
三
重
吉
自
身

が
親
切
な
指
導

と
批
評
を
加

へ
て
編
ま

れ
た

こ
の
書
物

が
、
國
語
教

課
の
單
な
る

一
分
課

に
す
ぎ
な
か
つ
た
綴
方
を
獨
自
な
藝

術
の
域

に
ま
で
高
め
た
功
績

は
大
き

い
。

　
　
ケ
ー
ベ

ル
博
士

に
學
ん
だ
哲
人
安
倍
能
成
氏

の
二
七
歳
頃

か
ら
四
〇
歳
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
に
は
ジ

ヤ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
室
疎
な
議
論

や
不
徹

　
　
　
　
　
　
　
嚴
し

い
自
己
批

判
、
自
然
に
對

す
る
愛
な
ど
が
若

々
し
い
正

こ
の
オ
ー

ル
ド

・
リ
ベ
ラ
リ

ス
ト
の
人
間
的
な
面
が
よ
く
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「三
太
郎
の
H
記
」
の
著
者
の
精
紳
發
展

の
記
録
と
も

い
ふ
べ
き

こ
の
交
集

は
、
ま

た
遞
歴
す
る
魂

の
告
白
で
も
あ
る
.
筈
者

に
と
つ
て
第
∴

の
師
は

「家

と
故
郷

」

で
あ
,り
、
そ
の
發
展

は

「
日
本

と
そ
の
文
化
傳
統
」

に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
家
と
故
郷
を
語
り
、
心

を
許
し
た
友

を
憶

っ
て
綴
ら
れ
た
こ
の
書

に
は
、
著
者

の
生
ひ
立
ち
の
道
程

が
彫
ま
れ
て
ゐ
る
。
　

/

阿
　
部

學

次生

、
小
　
宮

豐

漱

石

郎

こ
の
著

者
ほ
ど
つ

ね
に
學
生
を愛

し

青年

に
暖
い

指
導
の

手
を

と

語

る

黼

が
、

こ
こ
に
は
親
し
く
學
生
と
膝
を

交
へ

な
が
ら
「

教
養
の

問實」を語り、⊃頑書の意義Lが述べられる、.「、三太郎の

や

噸

青
春
の
日
の
眞
寶
と
苦
惱
の
器…
驗
が
こ
ま
や
か

な
愛
を
っ
ら
ぬ

レ

1!

隆
寅
彦
　
三
重
吉

襯
決
定版

「漱

石
全
集
」

を
世
に

逾
り
、

名著

「
夏
貝
漱
石
」

を者の漱石紹介の業績はまことに大きなものがあるが、れたこれらの随態は、著者自身も言ふごとく記念碑的

や
÷
噛

を
説

き
、
ゲ
ー

テ
の

「詩
と
眞

　
の
奥

に
流
れ
て
ゐ
る
著
者

の

を
も

つ
て
藝
術
院
賞
を
與

へ
ら
れ
た
著

　
そ
の
獻
身
的
事
業

の
あ

ひ
ま
に
綴

ら

の
背
後

に
寅
彦

や
三
重
吉
の
美
し

い
友
情

が
さ
さ

へ
て
ゐ
た

こ
と
を
教

へ
ら
れ
る
。

佃

部

重

治

心
・
の

行

方

を

追

う

て

や

・早
÷

　
　
　
軍
な

る
登
由
紀
行
家
で
な
く
、
英
文
學
者
と

し
て
も
造
詣
の
深

い
著
者
の
入
生
論

ど
も
言

ふ
べ
き
も

29
　

　
の
。
二
〇
代

か
ら
三
〇
代

に
か
け
て
、
入
生

い
か
に
生
く

べ
き

か
を
思
ひ
惱

ん
だ
著
者
の
思
索
の
跡

卩

緑
　
　
が
、
・多

分

に
自
傳
的
要
素
を
も

つ
て
描

か
れ
て
ゐ
る
。

一
時
代
の
良
識
の
聲

は
今

も
耳
を
傾
け
さ
せ

　
　
　

る
多
ぐ
の
も
の
を
藏

し
て

ゐ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

,ー
O

へ



聖み'諏
∵
、

、　

ギぞ

田
　
部
　
重
　
治
　　
i
-

明治

四
}

年 .

ま
だ

登山

と
い
ふ
も
の
の

餘
り
知
ら
れ
な
か
今

た
時
代
か

ら、

コ
ッ
コ

ッ
と
山
を

歩

、

山
　　
と
　

溪
　　

谷

随筆

篇

擲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噸
噸

き
廻
つ

た著

者
の
、

わ
が
國
山
岳
エ
ッ

セ
イ
の

第
一

入
者
と
し
て
の

全
貌
が
㎏
こ
に
あ
る
。

著

者
の

.山への愛情の深さは、これら敵々の文章の底を暖く、爽やかに流れてゐる。それはむしろ虐盃以的ともいふべき性質を帶びて、譲む者を由へいざなはずにはおかない。

ー1

田
'

部
　重

　治

名
著
「
日本

ア
ル

プ
ス

と
秩
父

巡禮

」

の
中
紀
行
に

屬
す
る

部
分
を
獨
立
さ
せ
た
も
の
で
、

著

者
の

山
　
　
と
　

溪
　　
谷

紀
行
篇

襯

最初

の

二
十年

間
の

登山

記
で
あ
り
、

そ
の
想
ひ
出
深
い

生
活
の

記
録
で
あ
る
。

富
山
市
の

近在

に生れ、幼い頃より朝に夕に日本アルプスを眺めてゐたこ王が、著者に山への憧れの心

　
　鑒、　　　

　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
孛
噛

をは

ぐ
く
ん
だ
の

で
あ
る
が
、

こ

れ
ら
の

紀
行
文
は
さ
う
し
た
著
者
の
精
榊
史
で
も
あ
る
。

旨

,田

　部

　
重

治

著
者
は
こ
の

書
で
、

峻嚴

な
山
岳
を
降
り
て
、

お

だ
や
か

な
峠
と

高原

と
を
漂
泊
ひ

歩
く
。

そ
こ
に

峠

　
　
と

　

高

　

原

継

は

登
山
の

激
し
さ
は
な
い

が
、

爽
や
か
な

美し

さ
が
あ
る
。
、登

山
よ
り
、

よ
り

少
い

行
爲
と
、

そ
れ　　　　　　　　　　　　　補だけに、より一層内面的に充實した行爲の軌跡がある。著者は、ここでは、八間をも

▲
　
　
噸
噛

交
へ

て
、

樂
し
く

懐
か
し
く
す
べ

て

を
語
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。

轟

田
　
部
　重

　治

畜
葉
の

旅
・

落
葉
の

旅

鰰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噸
噸
や

著
者
は
更
ら
に

「峠

と

高原

」

の

世界

か
ら
も
降
り
て

來
た
。

そ
し
て

廣
く
、

青葉

と
落葉

の

中
を歩きつづけた。これは四季折り折りの族行記、見聞記である。それら目に見、耳に聞く自然と入界の諸相は、登山家として鍛へられた著者の眼と、ゆたかな教養とによつて、より純粹に美しきものへと還元され、海疋着させて行かずにはゐなかつた。

,
吉.
田

絃

二

郎

小

鳥

の

來

る

日

脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
噛

版
を重

ね
る
こ
と
二

百版

を
越
え
、

大
正
か

ら
昭
和
に

か
け
て
一

時
代
を
叢
し
た
本
書
は、

現

代
の人々が見失つてしまつたやうに思はれる入生に對する眞面目さと眞劒さが、たつたいま書かれたやうな新鮮さをもつて讀者の胸をうち魂に迫つてくる。孤獨を愛しっっ運命の苦難、に耐へてきた著者の茣實への意志はここで永遠の藝術美に高められでゐる..
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ーー
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吉

田

絃

二

郎

人

　
　
生

　
　
遍

　

路

縞

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

※
噛

感
じ
や
す
い

青春

期
の
人
の

心
を
、

い
つ

ま
で
も

動
か
す
力
を

失
は
線

占
田絃

二
郎
の

文
學
は
、

彼自身が永遠の青春にあることをも示してゐる。芭蕉を愛し武藏野を愛する作者は自らをへ人生邏路」者であると規定する、だが、彼の文學は常に柔らかく、かなしく人の胸に雫を落としつづける。-その寂しさの極みに於いてすら、鹽暖かく、快よく　-.、

し7

・現
代

日
本
文
學

〔隨
筆

・
評
論
)

四
七

5



、

1

聖

四
八

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　し吉田絃二,郎

わ

が

旅

の

記

翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
※

芭蕉

を
敬
慕
す
る

著
者
は
ま
た

限
り
な
く

族
を愛

す
る

人
で
あ
る
。

異
つ

た
風
至、

異
つ
た
風
需
、そしてそれらの底を流れる入情の共通したものに、著者は魂の故郷のやうな憧れを抱きつづけてゐる。芭蕉の幕に詣で、高野の奥を探ね、芳野に花を賞つるこれら數々の旅の記の美しい文章は、著者の入生邏路の記録でもある。　　　　 .

小

倉

金

之

助

數學

の

窓
か

ら
i

科
學
と
入間

性
1

.
覯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
噸

す

ぐ
れ
た

科學

者小

倉博

士
は
、

ま
た
鏡

利
な文

明

批評

家
で
あ
り
、

エ
ッ

㍗
イ
ス

ト
で
も
あ
る
。h一敦學者の感想」から出發しで三十年にわたつて書きつらねられて來たこ"らの文章は、氣樂な彩りを持ちながら、きびしい科學者の人間形成の記録として讀まれなければならない。

.
内

田

百 ,剛漱石

山

房

の

記

黼

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
・噌

漱
石
門
の

逸材

と
し
て
そ
の

氣
骨
を
謳
は
れ

る
著
者
が
、

は
じ
め
て
漱
石
山

房
を
訪
ね
た
頃
か
ら
師の臨絡にいたるまでのくさぐさの出來事や印象を綴つた随想録。著者獨特のユーモアの漂ふなかに、師の人格を偲ぶ美しい門下生の謝念にあふれるこれらの文章は、同時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胃にまた漱石研究に缺くことの出來ない賞重な歙々の資料を提供してくれる。

辰
　
野
　
　
　隆　　　　　　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

4

忘

　れ

　

得

ぬ

人

々

細

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
・攣

孛

わ
が
國
フ
ラ
ン
ス

文
學
の

權
威
で

あ
り
、

幾
多
の

俊
才
を
そ
の

門
か

ら
世
に

逾
つ

た著

者
は
、

當代

に

比
肩
す
る

も
の
の

少
い
工唱
ッ

セ

4
ト
で

も
あ
る
。

暖
い

愛

情を

こ
め
て

淡
々

と
語
を
こ
れ
ら
の

エ
ッ
セ

紙
を
太
く
つ
ら
ぬ
い
て
ゐ
る
も
の
は
、

著

者自

身
の

人
生
觀
で

あ
り

文
學
觀
で
あ
る
が
、

著
」者の語る人々は讀者にとつても永久に忘れ得譫人々として鮮かに燒きつけられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f

辰
　
野
　
　
　
隆

績

忘
.

れ

得

ぬ

人

々

　
繩

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

÷

や
・噌

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

`著者は外國文學研究者乏しての}つの道を、「忘れ得ぬ入々」への敬慕といふ形で
、

いささかのてらひもなく語りつつ、自己の資質との近似から出發して順次に理解を接げて行くのであるが、正義を愛し、にせ者を惜む著者の心の激しさは、本書をしていみじき香氣を放たしめてゐる。著者の主張するのは強い自由主義の道である.、

尾
　
崎
　喜

　八

山

　
　
の

　

繪

　
　
本

襯

-
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　　

　
　
　
噸
"
噸

詩人

尾崎

喜八

氏
は
ま
た
山
を愛

す
る
こ

と
深
い
。

氏
の

詩
情
は、

た
た
な
は
る山

々

に
對
ふ
と
き生き生きと躍動せずにはゐない。　「山の繪本」はさうした詩人の第一散文築である。これらの、折り折りに書きとめられた文章は、すでに散文詩であり、,尾崎氏はここで山にたくしてまた人生をしみじみと語つてゐるのである。



勢醤

'

ノ　

　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　　
　
丶
　
　
　
　　

　　

　　

　　

　　

　
　
　
　
　
　
　亀

饗,
、

尾

崎

喜

　八

覆・

饗
を
さ

寝嬉

州八

ケ
岳
の
ふ
も

忘
住
み
つ

婁

髭氏

は・
「臼

然

き
れ
に
直
接

駕警.
㍉
碧
　
　
い
　
　
遠
　
　方

懶
　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

●する人生との具髄的　　　　　　　　

形
式
で
表
現
す
る
」

た
め
に
、

詩眼

を
凝
ら
し
て
日日の山の姿をこれらの文字に捉らへようとつとめた。　「碧い遉方」とは、さうした詩

剰
ー

　　

　
　・
　
　　

　
　
　
　
　
　　

　
　

噸
噸
噸

人
の
希
ひ
を
こ
め

た
、

永逡

な
る
理

想郷

な
の
で
あ
る
。

}〆

屮

　・貞　6'し

～　

　　

　
　　

　　

　
　
　
　　

　　

　
　
　翁
齢

姆

尾
-

崎

書

　八

'、
圏
　　

　
　　

　　

　
　　

　　

　
　　

　　

　
　　

　　

　
　　

　　

　
　　

　

0働

雲

・

と

　

草

　

原

懶

緊
.

、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

φ
噸

「山

の

繪本

」

の

姉
妹

篇と

し
て

多
く
の
人
に

愛讀

さ
れ
て
き
た
こ
の
ユ
昌

ー
ク

な
文集

は
、

識
細　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　〆な昌昌アンスに富む紀行と随想と童話的な山の記憶などが潔然とした美しさを醸し出してゐる。それらを裏づける作者の詩眼と格調の高い文章とは正に汲すべく、山と自然に封する暖かい愛はそのま膏に入生への讃歌となつてゐる。

,

辻ナ

、

村

伊

助

日
本
山
岳
食
初
期
の
倉員

で
あ
る
著
者
が
西歐

各國

の
園藝

を
覗
察の

か
た
は
ら
ス
ウ
ィ
ス
の
ア
ル

久

ウ

ィ

ス

日

記

飆

プ
ス
に
遊
ん
だ
時
の
紀
行
で
あ
る。

震峰

の
麓
に
異
國
の
人
情風

俗
を
さ
ぐ
り、

ア
ル
プ
ス
の
牧
歌的美しさを流麗な筆でかきつづつた稀に見る名文であるが、寫眞敦葉と併せて見るに

噸
噛
噸
噸

樂し

く
韻む

に
樂
し
い
も
の
と
し
て
編纂

さ
れ
た
山
岳
愛
好
家
に
は
絶好

の
伴
侶で

あ
る。

　
ー奇

田

　

　

保

輔

租
の
輕

鞭
爾
の
形
で
そ
の

抱懐

す
る
と
こ
ろ
の

も
の
を
吐
露
し
た
こ
の
ユ
ニ

ー
ク

な
随
想集

が
、

,

ぶ

ら
.

り

ひ

よ

う

た

ん

江
湖
の
絶讃

を
か
ち
得た

の
は、

明
る
い
文
章
の
奥底

に
流
れ
て
ゐ
る
著
者
の
切
々
た
る
庶
民愛

のゆゑである。庶民を離れて眞の知性はあり得ないが、死ぬまで庶民への愛情を捨てな

㌧
穐

,

か
つ
た
眞
の
慧味

で
の
知
識人

の
典
型
が
こ
の
著者

の
姿で

あ
る。

さ

辰

野
　　
隆
解
題

卩

第
二
の
寺
田

寅斎

と
構
せ
ら
れ
る
著
者
は、

事實

、・

寅彦

の
愛

弟子

で
あ
る
が
、

學問

以外

に
お
い

yし

　

　

駕中
谷
宇

吉
郎
隨

筆
集
-

　
蠅

て
も
そ
の

建眼

と

勝
れ
た

表現

力
は
、

ま
さ
に

師
の

名
を
は
つ
か
し
め
な
い
。

こ
の

集
に
ー3
、

著
者
'が師をしのぶ文章のみが集められてゐるが、卓然として高朗なる先輩を追慕してやま

、
　
　
　
　　

　
　
　　

　
　
　
　
　

"
ウ
噛

な
い

俊秀

な
る後

輩
の

知
性
と情

熱
が
、

全篇

の
す
み
ず
み
に
ま
で
ゆ
き
わ
た
つ

て
ゐ
る
。

　
　
崔拳富

豐

隆
解

思

随箪

は
こ
の
著
者
に
と
つ

て
聯

種
の
リ
ク
リ
エ
ー
シ
響

ン
で

あ
る
が
、

著者

の
蛻
い

感受

性と

精
紳

～
紹殊いコ

中
谷

宇

吉

郎

隨

筆

集
n

櫛ゼ昏汐』　　一　　‡噸

の

精巧

さ
が
、

そ
の

内
に

貯
へ

た
も
の
を
整

然と

し
た
形
に

秩
序
し
た
の

が
こ
れ
ら
の
エ
ッ
セ
イ
である。この築に13主として、自然と人と書物について折り折りに書かれた文章が收められてゐるが、科輩者である著者がまたすぐれた詩人でもあることを示してゐる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

、鋸
謄

貌

、寸

現
代

日
本
交
學

〔随
筆

・
評
諭
〕

げ

・
四
九



右

五
〇

＼
、

ノ
・
ノδM

,騰

安

倍

能

成
解
題
　
　、,

中
谷
宇
吉

郎
隨

筆
集
m

　脚

　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　　

　

噸
や
※

物
理學

者で

あ
る
と
共
に

科學

一

般
に
關
す
る
イ
デ
ー
を

會得

し
た
著
者
は
、

理
論
や
原
則
を
日常身邊の現實的生活に結びつけて考へたり應用したりする感覺の豐かな人でもある。

こ
Ψの集にはさういふ著者の啓蒙的な科學隨筆が集められてゐるが、科學的に物ごとを見たり考へたりすることの正しい意味を手にとるやうに平易に教へてゐる。

　
、"幸　

田
　

　
　

文.

幸
田

文
隨

筆
集

-
終

管

脚

　　

　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　

噛
※

㌔　
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一

代
の

文豪

露件

を
父
に

持
っ

作者

の

文學

は

心
の
痛
み
か
ら

生
れ
る
。

流れ

て
一

と
こ

ろ
に

と
どまらない幅のひろい流れが父露伴の藝術を生むものであつたが、子の文學は凝結した痛みの所産である。ただよひではなくためらひであり、流れではなく固執であり、は.なはだ造型的である。ここには代表的名品「父」「こんなこと」等が收められてゐる。
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あ
ら
ゆ
る
表
現
を
拒否

し
一

個
の
裸
形
の
魂
と
し
て
世
を立

去
つ
た
原
口
統
三
在
り
し
一

高寄

宿
寮での日々、,生きながら傳設的人物だつた彼は自殺といふ自らの創レ出した傳説に殉じて逗子海岸に清えた。遺稿は表現の盧僞を痛切に體感した者のみが獲た純粹結晶に輝き、師友の鍵魂歌は永遠に彷徨する若き詩人への愛の表白である。
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本

書は

單
な
る

學
究
的
な
文

學史

や
文
學
論
で
は
な
く
、

溟
漫
主
義
か

ら
自
然
主義

へ

と
E
本
の
近代文學發展の澄人としての著者が、自己の見たありのままの文壇の樣相を努めて客觀的に描いた貴重なエッセイである。・全卷を逋じて覗はれるものは著者の近代文學に對　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、する切々たる愛情であヴ、それがこの書を比類なく清新な生々しいものにしてゐる。
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明
治
四
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
京
都
帚
國
大
學
特
別
講
演
會
で
な
さ
れ
た
講
演を

編
纂
し
た書

である。現代生活の基調をなす經濟、思想の問題から、文學、繪晝、音樂等にわ.納力、ひろく世界の藝術を論じながら展開される豐かな智慧と文明批評は今日なほいささかの古さをもたない撥刺さをもつて讀む者の心を打つ。
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　「　　、

本

書
は
、
「

俳句

と
は
何
ぞ
」

と
い
ふ
問
題
を
組
織
的
に

闢明

し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に

特色

が
あ
る
が、それは恰も坪内逍遙が「小読紳髓」を著して組織的小設論を世に問うたのに似てゐる

。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ俳句論、花鳥飆詠詩戸鯡働,、瞬黛個、、、俳句解釋の五部に悉さに説かれてゐる俳句の本質原理に學球5齢、觀念にあらざる寫高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の句の妙を深く認識するに逹ひない。
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本
書
は
題
名
の示

す
通
り、

正
岡
子
規
の
後
繼
者
、

俳
壇
の

大
御
所
た
る

筆
者
が
、

芭蕉

、

蕪村

を初め現代の俳人に至るまでの名句を一々取り上げて懇切周到な論評を下したもの。筆者の一隻眼は初學者の入門書としても、實際句作に携つてゐる人の指導書としても、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」高度の專門書としても、いつれも滿足させ得る多角的な觀點仁ささへられてゐる。
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戀
愛
は
人
間
の

本
能
に

根
ざ
し
な
が
ら
、

常
に

高
い

倫
理
で
さ

さ
へ

ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

戀愛

論の古典ともいふべき本書の読く所は、その意味における「人間の解放」に外ならなb。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9いまだに無意識裡に人間を支配してゐる封建的道徳觀をいかにして打破し、,近代的な戀愛道徳を成立せしめるべきか、本書は自由人の、青春への警告といふべきである。

　

正
　
宗
　
白
　鳥

h

ぼ
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作

　
　

家

　

　
論

全
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册

乏
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,

正宗

白鳥

氏
の

印象

批

評
は
つ

と
に

定
評
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
れ
は

氏
の

批
評
の

典型

的作品として、すでに古典的價値を輿へられてゐる名著である。明治・大正期の代表的

馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　唖作家をとらへて語る著者は、一切の先

入
觀
念
を
拒
絶
し
て

自
分
自身

の

感覺

の
み
を

信ず

る態度を堅持してゆづらない。作家論の出色として文學愛好家のよき件侶となつてゐる
。
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良
然
主
義
文
學
運
動
の

生
え
ぬ

き
の
作
家
で

あ
る

著
者
が
、

過去

と

現代

乏
の

對比

の
な
か

に
自
らの生きる場所を見出し、その心の機能だけを信じて筆を執つたこのユニークな歴史の書は、日露戰爭前後から大正にかけての文學史であると同時に著者自身の精紳の發逹史であり、'さらにそれらに對する現在の正宗白鳥の批到の書でもある。
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永遠

の

青春

と
い
は
れ
る

正宗

白

鳥
の
さ
か
ん
な

讀書

力
は
一

般
に

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、古今東西の文學書を讀破した著者が、その鋭い鑑賞眼を逋してとらへた印象を時々に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勢綴つたこの書物は、ダンテの「紳曲」から三島由紀夫の「愛の渇き」にいたるまで、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,雑記と呼ぶには相磨しくないほど充實した文學論集をなしてゐる。　　 .
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　,かつて日本

人
の
詩
情
を
唆
つ

た

唐詩

も
、

現
代
で
は

や
や
も
す
れ
ば
戸
棚
の
片隅

に

押
し
や
いb

れがちである。しかし日本文學に深い影響をもつ唐詩の存在は無観すべくもない℃若くして唐詩に傾倒した著者が長い間の情熱をこめた本書は、身についた唐詩鑑賞の案内書であり、作家研究の書でもある。
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詩に

小

読
に
古

典
の

飜謁

に

多岐

の

足跡

を
の
こ

し
た與

謝野

晶子

に

と
つ

て、

三
十
一

文字

の

短歌はまたその生命流露の表現形式であつた。それは人間晶子の妻をのぞき見するに極めてつがうのよい窓であるが、この書は歌人晶子に焦點をあててその窓の扉を開けてみようといふ意田からなされたもので、晶子を愛卞る人々の好き件侶と言へよう。
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※
や

明
治
・

大
正
・

昭

和
を逋

じ
て

近代

詩開

拓
の

第
一

人者

で
あ
つ
た

白秋

瀞

新體

詩
よ
り

大正

末期

、詩壇まで簡をえて不偏逋切に説述した,「近代詩史」め古典的名著。新たに門下俊秀により嚴宙な校訂・補註が附され愈;不朽の光彩を放つ。さらに明治詩書及詩史略年表、敍事詩・劇詩略年表、大正詩書及詩史略年表を附す。　　　　　　　　　　　　　　、
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盧

妄
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正

義
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噛

,

萩

原朔

太
郎
は眞

の

詩人

で
あ
つ

た
が
ゆ

ゑ
に

思
想
家
で

あ
り
、

文
明
批
評
家
で
心
あ
つ

た
。

さ
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳　　　　　　　　　　　　　」した詩人朔太郎に最も相應しい仕事は、これら嘱蓮の若フ才リズムであつた。輔つの思想を樣々なる肉情の衣裳によつて直感に盛り上げようと慧圖したと自負するこの作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,品は、近代日本詩壇に新しい展望を加へた道標と言はなければなら戴。
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「詩

人
に

と
つ
て
、

歌
は
美
と
藝
術
へ

の

恨
め
し
き

懐
古
で

あ
る
」

と憧

れ
る

朔太

郎
の

情操

に

向つて、傅統和歌は藤術的完美の位置にあり、音韻構造の祕密を匿ふ寶庫であつた。而　　　鷲,も抒情詩最高の美は戀愛詩に於て極めらる。人間情緒の最も強い高熱である戀愛詩こそ抒情詩のエスプリであり、古典世界への此の詩人の郷愁もここをめぐつて愈聖深い。
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「厳

妄
の
正

義」

と

並
ん
で

詩
人朔

太郎

の
業
績
の
一

面
を

代表

す
る
も
の
。

「
月
に
吠
え
る
」

以　　　　　　　　　　　　　　　の下の抒情詩に對するに、これらのアフオリズムを得て彼の詩のいとなみははじ勧で安定した。二れはまた彼の日常生活の記録でもあり、この「白賚」の鶚鎌に、一代の詩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　ー,人萩原朔太郎の素顔を見ることが出來る。
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iー記紀歌謡の起り吻ら明治二〇年代の革新にいたる歴史を語りながら、歌の本質に觸

れ
,さはめて示唆的な批判を加へてゐるこの書は、居俗學、蕪能史的研究により國文學の祕奥を開き、自ら歌人としてユ晶!クな作風唸なした著者にしてはじぬて書く壷得た獨特の短歌史入門である。本書によつて歌の文學性が誰にも理解されるだらう。、
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現
代俳

句
の
鑑賞

批
評
は
多
く
の
作家

、

批
評
家
の
手
に
よ
つ
て
行
は
れ
て
み
る
が
明
治
・

大
正
4昭和の三代を逋じてつねに俳壇の最前線を馳驅して來た鬱然たる亘匠が、今日の中堅作家及び新進作家或は無名の一作一作を深切に論じた本書の如きは他に類を見ない。それだけに俳人以外の人々が眞に安心して讀み得るのも此の書を措いて他にない。
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蛇
笏
の

俳句

道
は

全
我
的
全力

的
な
鶻
當
り
に

よ
つ
て
、

芭
蕉

的
な
人
間
表
現
を
め
ざ
す

鏤骨

の
鍛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」錬道であつたが、その複雜で強烈な近代人としての個性は、大正・昭和の新饐、蛇笏風の光芒を放つでゐる。　「現代俳句の批判と鑑賞」の好評のあとをうけて展開されるこれらの批評と鑑賞を通して、さうした蛇笏の俳句道σ本質が更に明確に把握出來る
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自
ら
明
治

的存

在
人
物
と稱

す
る

著
者
に
と
つ
て
、

明
治
・

大正

・

昭
和
の
三

代は

ま
さ
し
く

血で　　　　　　　　　　　　　　　　　,あり肉であり骨であり、屡監幻想であるとζろの心の古里である。この書で著者は
明治のグラン・メエトルとしてえらんだ鴎外、露伴をはじめ、逍遙、紅葉、「葉、漱石

、蘆花など文豪についての自由なノートを集めて、「夢なつかしむ回顧」としてゐる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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'日本近代詩概見に筆を起し、藤村 、晩翠、泣菫、有明、敏、晶子、杢太郎、啄木、白　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

秋
、

光
太
郎
、

朔太

郎、

露
風
、

春夫

と
明

治
大
正
の

代
表詩

人
の
ほ
と
ん
ど
全
部
に

觸
れ
る
本

書は、手輕に書かれた「明治大正詩史」とも言へよう。しかもただ文獻の考證に走らず自らもまた明治大正の詩人たる著者の高邁な詩魂がいたるところに光輝を放つてゐる、
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。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

郭
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し　　加

倉

井

秋

を
編　　　i

、
・、、

富

安

風

生

句

集

襯

　

　、、
　　

　
　

'
　
　　

　
　
　
　　

　
　
　
　

噸
※

一

俳人

と
し
、

否
一

日
本
人
と
し
て、

一

木
一

草
に

對
す
る

愛情

の

眼
が
、

鰻
し
い

寫
生
の
鍛
錬
により研ぎ澄まされつっ、次第に人情の機微に、美の彷徨に、つひに輕快栖脆な風稚の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　1　　　、1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■境に心の句を刻み續ける。大正の初めより昭和の今に至る三十救年の風生俳句の歩みは、靜かな人生凝覗の昇華にほかならない。

　
　

右

田・

波

郷

縦　　、　　,　ー

苓ノ
水

原

秋

櫻

子

句

集

翻

　
　
　
　
　

　　

　
　
「　　　　㌔炉　　　　　　　　　　

　
　
　

　　

　
　
　
噛
噸　し

　

　　

　
　
　
　
　
　●詩人秋櫻子が幼時より

育
て

上
げ
て

き
た

憶
憬
的な

イ
メ
ー
ヂ
は
、

その

ま
ま
美
の

幻想

を描

い　　　　　　　　　　　　　　　　欄て」曷飾」に於け乃見事な開花を見た。完全なもの、純粹なものへの藝術家本來の希求が導き出す風景は、やがて大和の古寺に清明の氣品をそへるであらラ。時世の移りの底に孤獨の悲愁を沈ませる「重陽」「霜林」への遘程に、亘匠の結實が刻塗れてゐる
。
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西

東

三

山

　
　口

鬼

編

　

誓

9

み
つ
か
ら
蜍
技

と
稱
す

る
此

の
戯
曲
作
家

・
小
説
家

の
俳
句
が
何
故

に
つ
ね
に
清
新
で
あ
り
美
し

い

の

か
。
、失
は
れ
ゆ
く
東
京

の
、
下
町

の
淺
草

の
、
懐
古
的
情
趣
と
夢
を
織
り
出
す
所
謂
万
太
郎
調
の

宀
礒

美
の
祕
密

は
何

か
コ
フ
ィ
ク
シ
層
ネ

ル
な
創
造
世
界

に
對
極

し
て
、
俳
句

こ
そ
彼

の
私
小
読
と

し

て
賞
生
活
の
息

吹
に
觸

れ
る
島

な
の
だ
。
近
作

の
お
の
つ
か
ら
高
き
心
境

に
即
く
所

以
で
あ

る
。

子
　
句
　
集

鱒

m

既

に
若
年

に
し
て
四
S
時

代
を
擔

つ
た
誓
子
の
句
業
は
、
革
新

の
氣

に
滿
ち
た
特
異
の
も
の
で
あ

つ

た
。
連
作
形
式

に
よ
つ
て
新
し

い
現
實

を
新

し
い
視
覺

で
把
握

す
る

「凍
港
」

の
世
界

は
、
俳
句

の

可
能
性
を
大

い
に
鼓
舞

し
た
。
「激

汳
」

「遠
星
」

に
及
ん
で
感
情

の
深

さ
を
強

め
、
平
淡

に
嚮
つ
て

新

し
い
占
典
を
豫
知
し
た
。
今
や
根
源
俳
句

の
探
求
を
目
指
し
て
、
作

品
は
深
化

の

一
途

に
あ
る
。

安日

佳
　
　敦
編

野
　
草

城
　
句

集
噛
噸

76如艇

弾

「.仙

本

健

吉
解

設

欝
、.
中

村

草

ハ

田

男

句
　
　

　

51

集

纈

噸

噛

、山

本

健

吉
解
設

・加
　
藤
　

楸

邨
　
句

集

脚

噛
噸

山

本

健

吉
解
設
・

石
　
田
　
波

郷
　
句

集

鰤

や
噸

傳
統
否
定
と
無
季
俳
句
の
確
立
を
唱

へ
た
所

謂
新
興
俳
句
運
動

に
、
草

城
は
驍
將
と
し
て
そ
の
先
頭

に
立

つ
た
。
青
春
の
情
熱
を
奔
放

に
詠
ひ
あ
げ

た

「花
氷
」

か
ら

「昨

日
の
花

」
「
轉
轍
手
」
に
お
け

る
大
膽
な
表
現
、
新
分
野
の
開
拓

に
到
る
ま
で

、
要
す

る
に
標
榜
す

る
と

こ
ろ
は
新
精
紳
と
自
由
圭

義
に
あ
つ
た
。
彈
壓
時
代

を

へ
て
戦
後
再

び
俳
壇

に
復
歸

、
日
々
の
心
境
を
詠

つ
て
淡

々
。

客

鋭
世
界

の
混
沌
さ
、
非
合
理

さ
を
、
・
恰
か
も

「長
子
」

の
責
務

の
如
く
身

に
引
受

け
た
詩
人
が
、

,最
後

に
絶
封
絶
命

の
自
己
表
現
の
道
と
し
て
見
出

だ
し
た
も
の
こ
そ
俳
句
で
あ

つ
た
の
だ
。
童

心
の

待
縛

は
直

ち
に
汎
紳
論
的
世
界
槻
を
意
味
す
る
が
、
事
實

、
彼
は
凡
ゆ
る
存
在
物

に
寓

意
を
見
た
。

こ
の
二
鬣

暦
を
な
す
表
現
世
界

に

「
火
の
島
」
「
萬
緑
」

「來

し
方
行
方
」

の
生
命
力
の
讃
歌

が
在

る
。

「寒

號
」

に
お

い
て
素
朴

純
情

、
や
や
感
傷
的
な
田
園
詩
人
と
し
て
禺
發

し
た
楸
邨
が
、
そ
の
特
質

で
あ
る
庶
民
的
傾
向

を

一
廢
内
面

に
沈
漕
せ
し
む
る
と
き
、
孤
獨
の
寂

寥
に
行

き
着

い
た
の
凄
當
然

で
あ
る

が
、
「沙
漠

の
鶴
」
は
中
國
の
庶
民
生
活
の
悠
久

に
つ
な
が
る
悲
し
δ
に
も
觸

れ
た
の
だ
。

つ

ひ

に

「
野
哭
」

に
到

つ
て
人
間
悪

・
瓧
會
悪

に
對
決
し
、
善
意

に
出
つ
る
感
動

の
振
幅

は
亘
大
だ
。

あ

る
時

は
市
井

に
置
酒
し
て

「鶴

の
鯲

}
を
描

き
、
あ

る
時
は
芭
蕉
晩
年

に
お
け
る
詠
歎

に
想
ひ
を

馳

せ
て

「
風
切
」
の
古
調

に
泣
き
可
あ

る
は
兵
衣

を
纏

つ
て
「
病

雁
」
と
嘆

き
、
焦
土

に
立

つ
て
「
雨

概

」

に
慟
哭
、
あ
る
は
胸

形
樊

ず
る

「惜
命
」
の
譜
を
奏
つ
る
詩
人

の
た
ま
し
ひ

に
導

か
れ
て
、
人

は
俳
句

の
定
魏

の
中

に
不
思
議
な
國
を
見
る
時
の
や
う
な
興
奮

を
必
ら
ず
昧

は
ふ
で
あ
ら
う
。

"

ト

現
代
宕
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文
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・
歌

・
俳
句
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　〔

フ

ラ
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ス
〕

　
　
　
　
　
　

　
　
.、

、

拶

水
'谷

謙

三

譯

狐

　
物

　
語

フ
ラ
ン
ス
中世

古典

繝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

÷
※
÷

「
ア

ー
サ

ー
王
物
語
」
「薔

薇

物語

」

と共

に

中世

三
大
物
語
の
一
。

人間

肚含

を
動
物
肚會

に
見
立てた當時の瓧會の縮鬪であり、その飆刺や思想は現代世相にもある問題である。古代の寓話や東方諸國に語り傳へられた読認の影響を受けてゐて、現在アイヌに傳承さ杁てゐゐ説話と共通するものがあるのは、設話傳播の問題を提出してゐる。

モ　

リ　

エ
　ー

　ル水谷謙三譯

町

入

貴

族
・

強

制

結

婚

細
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・フランス十七世紀は信仰の世紀といはれるが、民衆を歸一せ

し
め
た
ヵ

ト
リ
ッ

ク
は

中央集權と結付き、ルイ十四世下に古典主義文化を生κだのであつた。　「スカパンの惡だくみ」と並ぷ此の二つの戲曲は、宗教と權力、形式と理想との結合の當然の歸結と
して、民衆の反抗精紳の代辯者として、道化の假面を被つたファルスとなつて現れた。

　
ア
ベ
・

プ
レ

ヴ
オ勝　見　　勝譯

　

　
　、　　　　　　　　　　　　

　
　
　
　
・
　
　　
　　
　
塵9　マ　ノ　ン　・　レ　ス　コ　オ　赤　　　　　　　　　　　　　　　　・㌘ゐ・

丸

一

生

涯戀

を
し
つ

づ
け
て
　

週
間
も貞

節で

ゐ
ら
れ
な
い

女
。

そ
の

女
ゆ
ゑ
に

幾多

の

犯
罪
を犯

し
・てまでも愛情を求めつづけて行く男。　「あ・マノン!　お前が生きてゐたら私だつてどんなに愛した事だらう」といふ嘆息は、熱い血潮に彩られた愛情の盲目性の自然と虞實に對する讃美であり、シイドが世界十大小読の一っに選んだ理由でもある。
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騰喋

譯
愛

論

奎册

脚

　
　
　
　
　
　
　
　

,
　

上
"
や
　
下÷

÷
÷
　
　
赤

「戀

愛は

私
の
一

生
に
と
つ

て
唯
一

の
出來

事で

あ
り
た
」

と
ス
タ
ン
ダ
ー

〃
は

告白

す
る
。

親友メリメは「彼はいつも戀をしてゐるか、また戀をしてゐるつ毛りだつた」と云ふ。
生涯入間の魂がら魂へと放溟し、戀の獵人であると共に、戀を愛しな作者が、その一生の主導者であつた「愛」の思想を整理し、體驗をまとめたのが「懸愛論」である。
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ス

タ.

ン

グ

ー
ル
　　

　
　
　
　　

　
　
　
　　

　
　
　ー・大久保和郎譯　　　　　　　　　　　10

赤

〆

　

を

　

　

黒

全
三
册

卜

　
　
　
　
　
　
　
　上

※
÷
÷
　
中
・
下
"
÷
　　
調

軍

服と

法
衣
に
、

愛
を
金
に

換
へ

た
圭
人
公
の
周
到
な
野
望
が
そ
の

緻密

さ
の
故
に
破
れ

て
行
く姿の中にスタンダールは自己の内生活を投入し、同時に室臼の世相を生きる若い世代

の梗塞と葛藤に表現を興へた。完璧な構成、微妙な心理の蓄積。「結晶作用」にも比すべ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0き見事な轉位で結ばれた本書はか窯して本格的ロマンを近代小説史上に樹立した。
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タ
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ダ

ー
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葬

μ
譯

・
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尼

他
扁

隷

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
・早
・早　　　　8

人

間觀

察、

現
實
凝
覗
の
鏡
利
の

底
で
、

ス
タ
ン

ダ
ー
ル

が
追求

し
た
も
の

は情

熱
と
エ

ネ
ル
ギ

ーであつた。　「カストロの尼」に示された山賊青年除長と美貌の女子修道院長との悲戀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'物語においても、自分の父親に凌辱された少女が、これを謀殺するといふ獵奇殘虐な　　　　　　　'「チェンチ一族」ぞも、その新鮮な野性的魅力が時代を隔てた人々に語りかける。

M戸'」　司

B
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ス

タ
ン

ダ

ー
ル秋山晴夫譯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
4

パ

　
ル

ム

の

信

院

三
二
册

　卜　　　　　　　　　　　　　各※噸÷　赤

五
六
と
い
ふ

齢
を
重
ね

人生

の
黄
昏
の
到
來
を自

覺
し
た
ス
タ
ン

ダ
ー
ル

が
過
去
の
一

切
を
、

生
涯の精紳的.智的パノラマを懸命に掴へようとして産出したのが本書である。波瀾曜極める王候貴賤の姿、信院・載爭・戀愛の生活は彼が嘗て實現した、或ひは實現出來なかつた魂の祕史ヤあり、情熱と意志に裏付けられた智的で意欲的對人生態度であつた

。
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改
譯

谷

間

の

百

合

全
二
册

捨　　　　　　　　　　　　　　　各÷孛　赤

㌧

本
書
は

大
革命

と
そ
の
後
の

動亂

を
背
景
に
、

主
人
公
フ
ェ

リ
ッ

ク
ス

の
告
白
の
形
で

進
め
ら
れ
た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9彼の年上の夫人に對する純愛と、夫人の妻として母としての義務感と愛欲の相剋を描いた美しい物語である。アランが推獎し愛好じたといはれる此のロマンは高い愛情の調べと、苛酷な人の世の掟を描きつつ、讀者の胸に烈しく迫る。
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欝
惣
緲

　

　

　

　

　
脳

■

ゴ

リ

オ

爺

さ

ん

全
二
册

貯

　
　
　
　
　

　　

　 .

　
　
　
　

　
　

各.鵬
.
."
,

　

赤

性
格
小設

と
風

俗
小

説
の
融
和
混
淆
こ
そ
「
人
間喜

劇」

の
基

調
を
な
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

本書において描破されてゐるものは亘大なパリの全景であり、當時の風俗誌であると共-に人物再現の丁法によつて「人間喜劇」の各小設の中に再現される強烈な個性を持つた幾多の人間像である。かくしてグイメンションある世界像は幕を開けたと言へよう
。

バ
　
ル

ザ

ッ
　
ク堀口大學譯
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天
上
の

花・
シ
ヤ
ベ
エ
ル

大
佐

抑

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
㌧
"
・攣

私
生

活内

状
の
犀
利
な

剔抉

は
バ
ル

ザ
ッ
ク
の

最
も
得
意
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。

と
同
時
に

彼の現實描寫は描寫以上の世界を描き、入間情熱の昇華といふパトスを感じさせてゐる彼の小説のもっ魔術である。それが「シヤベエル大佐」を最も如實な最も魅力に富んだ傑作としてゐるばかりでなく、「天上の花」を貫く強い肚會道徳と結び付いてゐる。
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蒐
集
し
、

孤
獨
な

生活

の

慰
め
と
し
て
ゐ
る
。

こ
の

物質

を惡智慧で掠奪せんとつけねらう貪慾で邪悪な入間共は、彼を惨酷にいじめぬいて、憐れな死に至らしめる。物慾がどれ程彊く人間の心を支配してゐるか、作者は冷酷な筆致を以て描きながらも、讃者に暖い涙を誘ふ。「從妹ベット」と並び樗される傑作。
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鼎立

す
る
本

書
は

「人

間喜

劇
」

の
裡
の
「
田
舍
生活

'場景」に屬すもので、因循固陋な田含生活が、獨身者の偏狹、片慧地、煩惱に作用してゐるあり方を捉へ、歪んだ情熱、煩腦の囚人逹の不可避的行動σエゴイズムを糺弾する事によつて、金と遺傳の二方面からの人間形成を一ヴの肚倉史として描出する。
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ャ
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夫
人
の

思
ひ
出
に

生
きつづけたのが浪漫派の亘匠ラマルチーヌであつた。るの思ひ出が,「暎想詩集」となり、散文形式としては本書を生んだ。ブルプス山中に繰り擯げられる戀の生活、歎喜乏絶望との記録は「ヴェルテル」にも比す芳香な抒情の世界を見事に描出してゐる。
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幼年

時代

、

少女

時代

か
ら
は
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く
んで

來
た
べ
リ
の
大地

が、

理
知
と
情熱

の
嵐
に
耐
へ
た
嗣

本の風樹に祕かに己れの鼓動を傳へ、やがてその根が深くなるにつれて見事な花を嘆かせた。　「魔が沼」がその一つである。身も心も疲れた彼女ぱ立籠める土嗅と夢想の霧の中で、故郷への思慕の情を一迚の田園小説といふ傑作の中に託したのである。
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「私

は

懸愛

を
、

美し

い

感情

と

美し

い

思想

と
に
よ
つ
て
私

共
を
高
め
て
呉
れ
る
氣
高
い

情
熱
であると思つてゐます」と作者は言ふ。サンドウ、ミユッセ、シ繍パンと歩きながら、つひに報いられなかつた愛の迸歴の傷跡を愛撫しつっ、昔日への感傷の幻が、本書の

、健撰な野性的〉芙女プアデットに、知性の苦惱と、愛情の騨祕とを輿へた。　　・
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情
が
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す
る
に
つ
れ
て、

次
第
に
戀愛

感情

に
變化して行く維緯を描くこの小設は、その非現實的、非倫理的主題にも拘らイ清楚な詩紳の肌を感ぜしめる。作者が思慕、戀愛、愛慾の果てに至り着いた母性の愛情は「魔が沼」「愛の妖精」をへて、三大田園小説の最後の作に、その實を結んだのであつた四
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が
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愛
は
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對
に

多
な
る

相對

者
へ

の
降
り'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　"坂にある」と言ふ。　「彼女と彼」とは畢竟愛する事に存在意義を見出してゐたサンドと戀を戀する十字架を背負つてゐたミュッセとの異邦の戀であり、浪漫の世代を生きた此の二人の天才の苔悶する魂の織成す強烈な悲戀への抒情であり挽歌である。
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を
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し
つ　つ、同時に自らを贖罪の贄となさねばならなかつた。彼が戀に救ひを求めた時、過去　の態習がそれを妨げ且っ愛人の背信を招く。　「彼女と彼」がサンドの告白であるなら
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の
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家
を
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だ。

思想

と
感覺

と
の沸騰的な解放の中で、彼等が…樣に眺めてゐたのは、蠡昌冖い中世紀の月であり、金屬的な熱帶の海であつた。作者σ内部を流れた溟漫の血は現實への夢の氾濫を招き、シバの女王と傳道者ソ・モンとの傳設を、近代の時間に再生せしめたのであつた。
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文
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を
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と
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の

中
か

ら
ロ
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ン
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ィ
シ
ズ
ム

文藝

が
生れ出るとするならば、文藝復興は進歩と傳統、科學と宗教の闘爭に血塗られた時代の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●、詩であつた。サヴオナローラからミケルアンジェロに至るその歴史を舞臺に展開した本書は、現代の人々の血の中に眠つてゐる魂の詩を呼び醒まさずにはおかない。
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然に芽生えた文化運動、精紳運動であり、新しき精紳が表現を求め、道を拓かうとした脈動でもあつた。ロマン派の驍將の手になるこの青春譜はその歴史を描く得難い文獻であると共に、かうした壯快さと新鏡の氣との墓石への絶ち難い愛着の詩である。
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す
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な
リ
ア

リ
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ム

手法をもつて描く作家であるが、本書は彼のものとしてはユニークな作品で、ジイド以下現代作家の高く評價する心理小読である。二重の誤解とは、いはば女の側から見た精紳の戀愛と、男の側からみた官能の戀愛との誤算から生じた悲劇を慧味してゐる。
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の
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な
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に
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の
情
熱
を燃
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コ

ル
シ
カ

嶼コロンバは、大陸文化に狎らされた兄の胸にコルシカ人の血を呼醒し、愛と惜、文明と野性の抗爭を孕む復讐綺譚を織りなして行く。構成の巧、文髄の簡、郷土色豊かな作風は「カルメン」と共にメリメ第醐の傑作と言へよう。
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の
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性と

、

バ
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ク

男
の
ド
ン

?
ホセの純情とが描き出す宿命的戀愛物語は、歌劇、映畫に取りあげられて廣く世界に知られてゐる。敬多いメリメの作品中、最も有名であり、最も藝術的香り高い傑作で、血を見ねば止まなか野性の戀は、妖艶な中に烈しい魂の息吹きを感じさせる。
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ゴ
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が「新しい載慄」と呼んで脆帽したものを詩壇に衡した革命的詩集であつた。映像、音

、調によつて魂のある默態を暗示する事を詩の生命と考へる文學理念は、高踏派と完全、　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じに袂を別つものであり、それは象徴詩を生み頽唐派の詩人達を誘つて行くのである。
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本

書
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が
自
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爲
に

書
い
た

手記

、

あ
る
ひ
は
日

記
で、

彼
の

思想

の
核
心
を
語
、っカものであり、彼を理解する上に不可缺の書であむ。近代詩の慮となつた「惡の華㌣や「巴里の憂鬱」等に見事に開花した著者の思想・詩精紳のエッ竜ンスがここに壓縮され、なまなましい裸身を現してゐる。赤裸の心とはその裸身に他ならない。、
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き

魔術

師
」 ,

は、

古代

壁登

を前にして美衛批騨家ボードレールの内部に潜んでゐた想像の翼が生み出す、美しい幻想の詩であつた。軍人と宮殿の奥深く生きる巫女との紳祕と妖怪に包まれたローマ宿命的懋として、ボードレールはギリシャ紳話を背最に物言はね壁登に言葉を奥へた。
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ド
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ル

は

彼

自身

の

中
に
一

人

の

批

評

家

を擁してゐた。美の審判者としての彼は事實最上級の批評家であつた。ワグナー不評の唯中に書いたワグナー論は第二帚政期におけるブルジ碧ウの卑俗への反抗であつた。、
ユ　　　　　　亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ゴー論、ドラクロワ論は此の卑俗への一生を賭した挑職の産物に他ならなかつた。
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リ
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ン
の

時
代
を盗きた天才少年めイマジナシオンが現代の世界人にとつても少しも古くなつてゐない

事は奇蹟に近い。第一詩集、イリェミナシォンを含む本詩集は、描きやうもないものを好んで描き、刹那に永遠を輿へた彼の全貌を示す事に依ってその奇蹟に答へてゐる。
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等を

中
心
に
展
開
す
る
ランポオの書簡は、鰐エルレーヌとの不倫な關係によつて廣く注目を浴びた彼の生活をなまなましく露累してゐる。と同時に、その苦惱苦悶を通して語る文學思想はこの手紙を箪なる書簡集にとどめる事なく、すぐれた一個の文學作品となしてゐる。
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寧
ろ
逸
早
く
象
徴
主
義
を捨てて絶對詩のイデエに到達、現代藝術の指導原理たる物その物の思想を提出した點

に重大さがめる。譯者多年の研鑚による解釋に基き、邦語可能の極限において從來謎とされてゐた難解の作品を剰すことなく紹介する。「註の試み」「初期の作品トを附す。
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フ

ラ

ン

ス

詩

集

嬲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噛
噛

十
九世

紀初

頭
の
ロ
マ
ン

テ
ィ
シ
ズ
ム

よ
り
象
徴
派
に

至
る

近
代
フ
ラ
ン

ス
詩
人
の
主

流を

網
羅
し
、作品選擇に當つては名譯として許され得るもののみを集め、現代日本詩壇に輿へた影響の大きいポードレ!ル以後の詩人に多くの頁を割いた。編者は斯界におけを一人者であり、叉「海潮疵=」「場瑚集」等現在では罹観書から多くの名藷を收録してある。

山

内

義

雄

撰

山

内

義

雄

譯

詩

集

獅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
噸

す
ぐ
れ
た

譯業

で
そ
の

存在

を知

ら
れ
る
譯
者
が
、

過
去
三
十
年
に
わ
た
つ
て
、

そ
の
折
り
折
り
に、無教のフランス詩の中を氣輕く散策した所産がこの諢詩集である。牧録した詩人はマ

一

　
ラ
ル
メ
以
下
三
十
人、

譯
者
の
深
く愛

す
る

詩
篇だ

け
を

選
ん
で
ゐ
る
こ
と
が
、

世
の

譚詩

集
を
超　えた獨白=の雰園氣をなし、そこに本書の生命がある。
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5アミエルの日記全二册婦・　　　　　奪‡稠

　
　

　　

　
　
～哲人、詩人、批

評家

で
あ
つ

た著

者
の
B

記
は、

既
に

世
界
日

記文

學中

の

古典

と
な
つ
て

ゐ
る
。深い思索と繊細な感受性との綜合されたこの日記には、十九世紀の穣牛を生きた彼の所謂、世紀末的心理の典型がみられ、孤獨な魂が帥と永遽と絶對の前に立つて戦慄し、惱み、思考した跡が滲み出てゐる。五十頁のシエレルの序文は一層の理解を助く'。
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‡
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赧

フ
ラ
ン
ス
・

ロ
マ
ン

テ
ィ
シ
ズ
ム
は

歴史

的
「

地
方
色
」

の
再
現
を
重

要な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

つ
にかかげた。かうして小説の分野には敢々の歴史小設が生れた。中でも、ルイ十四世時代を中心に、世に名高いフランス王室祕話を描いた本書は「モンテクリスト伯」「三銃士」と並んで、雄大な構想、千愛萬化のプロットをもつて無類と稱される名作である

。
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デ
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フ
ィ
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姫
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噛
噸
噸

薄
幸
な
一

佳人

と
純情

な青

年
と
の
悲
戀
を描

い
た
「

椿
姫」

こ
そ

戀愛

小説

の
一

典
型
と
し
て
、綛ての人々の胸を衝つものがある。豐かな天分と青春の情熱を傾軌て、甘美な滾漫的戀愛と情熱を描きながらも、作者は當時の肚會の国襲を鏡く衝き、藝衛小覗の高貴な氣品と大衆小説の普逼的興味を兼ね備へて、その名を不朽にせしめたのでLのる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　;　　、、.

-

デ
ュ
ー
マ
・
ラ
イ
ス鈴,木力衞譯
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戀

の

火

あ

そ

び

塾
篇

趨

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　　

噛
噛

「椿

姫」

に
つ

い
で
デ
ュ

ー
マ

ニ
五
歳
の

時書

か
れ
た

作品

で
、

荊者

と
と
も
に
小
説
家
デ
ニ

ー
マの代表作である。これ以後のデ呂ーマは劇作に筆を轄ずるが、この作晶にもすでにさうした演劇性が見られ、さらに後年著しかつた肚會批判の眼が現れてゐることは注目すべきである。本書は、晩年のコント「鳩の懸賞」を併せ收めてある。
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ト
ル
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彎
三

姪 .
譚

き

兒

き册

旧
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各
噸

‡
　
赧

藝
人
の
子
に
賓
ら
れ
放
浪
の
族
を
つ

づ
17
る
一

少年

が
、

困苦

と

迫害

を
乘
り
越
え
て
、

清
純
な
魂と優しい愛情とを育てつつ健氣に生きて行く此の物語は、佛文壇最高名譽たるフランス・アカデ・、1大賞を受けたばかりでなく、ひろく全世界の人々に愛讀された不朽の名著である。麗截な譯文は本書を完全な日本語物語として再現してゐる。
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十
九
世
紀

中牛

に

起
つ

た新

し
い

文學

發
表
形
式
で
あ
る
ロ
マ
ン
・

フ
ー
イ
ッ

ト
ン

(

迚載

小
説
)は.波瀾重疊の筋立てと劇的な息塞る描寫の多くの大衆小読を生んだ。新興デモクラシー精紳によつて、當時のフランス國民の間に深く根を下したカトリック教の弊害を　　　　　　　　　　　　、剔抉する意圖のもとに描かれた本書は新聞蓮載小説隆盛のロ火を切つた傑作であつた
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作者

は
フ
ラ
ン
ス
農
民
生
活
を
極
め
て
誠實

に
描
き
出
す

事に

成
功
し
た
作
家
と
し
て
十
九
世
紀
小設史上にその名をとどめてゐる。本書は佛南部セヴェンヌ山地の淳朴な農民生活を背景として少年少女の清純無垢な、それでゐて極めて烈しい慕情を描いた代表作で、作者の求めた魂の安息所は讀者を美しき夕暮に色彩られた若き日の古里へと誘ふ。
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爾

美

全册
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上
噸
噛
噛
　
下
※
※,
　
赤

「
ボ
ヴ
ァ
リ
ー

夫
人
は

私
だ
」

と
い
ふ
フ
ロ
ベ

ー
ル

の
言

葉
は

別
と
し
て
、

本篇

は
フ
ロ
ベ

ー
ル

の代表作であり、フランス近代小説の傑作である。五年にわたる苦心の果てにフロベールはこの作品に生命を與へた。平凡な日常の中にその夢と情熱を閉ちこめられたエンマめ苔痛を通して、フロペールは世の俗物を痛罵して止まないのである。

箕

潔

ボ

オ
全二册
曲

　
　　

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
各

‡

　溜

、

近代

瓧

會
か
ら
遠
く
か
け
は
な
れ
で

素晴

ら
し
い

主
題
の

中
で
生
き
た
い

と
希
つ

た
フ
ロ
ベ

ー
ル

が古代ヵルタゴにおけるポエニ載役後の傭兵たちの反亂とカルタ.3の運命が懸る月の女紳の被布を守る處女サランボオの戀を精確多彩な文體で書いた歴史小読で寫實主義の名作「ボヴァリー夫人」に對して・マンティシズム期の最大傑作と稱せられる。
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鄭

欝
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遡
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感、

情

　

教

　

育

全
二
册

"　　　　　　　　　　　　　　奪‡　鋼

　
二
月
革
命
よ
り
第
二
帝政

に
至
る
瓧
會風

俗、

政
治精

紳
の
繪
卷
た
る本

書
は、

地方

女性

の
一

典

,

　型

を
描
い

た
「
ボ
ヴ
ァ

リ
ー

夫
人
」

と
對
稱
的
な

位
置
を占

め
る
が
、

科
學
的
嚴
密
と

藝
術
的完

成　を求めた、紳無き宗教家が漂泊の末に辿着いた一境地でもあつた。チボーデは言ふ、　「ボヴァリー夫人がフロベール自身であるならば、感情教育は彼の時代である」。
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2三　　っ　の　物　語抑

　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　　

　

噛
噛

晩
年
の
此
の
三
ヴ
の
短
篇
に
は
作者

の
傑
出
せ
る
禀質

が
見
事
に
綜
合
さ
れ
て
ゐ
る。

哀
れ
な
淳朴な女の生涯を描いた「素朴な心」には「ボヴァリー夫人」の心理描寫や寫實的な文體が窺はれ、「ジュリアン聖人傳」には溟漫的な傳奇物語の筆致があり、ヨハネの死を東洋的色彩で描いた「ヘロデヤ」には歴史と大自然に對する嗜好が繰返されてゐる。
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櫻
井
成
夫
譯
　
　
　
　
　
　
　
48狂人の手記・十一月他一篇獺

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　

噸
噸

「
狂
人
の
手
記
」

は
一

八
三
八
年
、

作者

一

七
歳、

「
十
一

月
」

は
一

八
四
二
年、

共
に

少
青年

期の精紳的肉體的な危機を赤裸々に語る「青春の書」で、若き日の作者を知る最も重要な資料であり、人妻への戀愛、娼婦の大膽極まる官能の告白にすら}抹の詩情が流れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
壁てゐる。併載の「情熱と道徳」は「ボヴァリー夫人」の先願的な試作と言へよう。
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パ
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ン

脚
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鵬
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伽
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ゲ
他
二
篇

繍
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噸　　　　'

ゾ
ラ

よ
り
は遙

か
に

狹隘

な
世
界
を風

俗小

説
と
心
理
小
設
の
二
つ
の

傳統

の

中
に
浸
し

直
し
た
著者は、その意昧でゾラよりは遙かに廣い世界を描いたとも言へる。本書がリアリズムの典型と看做される因はそこにあり、「人間に關係のあるすべての事が自分に無關係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

尸でなくなる」べく努力することからこれらの娼婦文學は生れたのである。

モ

ー
パ

ッ

サ

ン廣津和郎譯

女

　

の

　
一

　

生

輜

　

　
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　　

　
噛

噸
噛　　　　　　　　　　　　　　●

人生

へ

の
汚
れ
な
い

希
簗
を
抱
い
て

修道

院
を
出
て

來
た
少女

は

何
を

見
た
か
。

結
婚
初夜

の
幻
滅に追ひかけて夫と小間使ひの、さらに他の夫人との醜聞、そしてすべてを息子にかけて生きっづけたジヤンヌは、そこでも叉現實の手痛い裏切りに遭はねばならなかつた

。これはモーパッサンの厭世哲學を盛つた「女の歴史」なのである。

モ

ー
パ

ッ

サ
ン杉　捷夫譯

　

　

　

　

　

　

　

　

　5ピエールとジヤン趨　　　　　　　　　　　　　　　÷・?

二

入
の
兄
弟
の
弟
に

突
然
逾
産
が
こ
ろ
げ
こ

ん
で來

る
と
こ
ろ
か
ら

母親

の
過
去
の

過
失
が

暴露

さ
ーれるとい,小ストーリバを通して、兄弟の苦惱反目を心理的に、そして如實に描いた傑作で、漱石もこの小説だけは名作なりと激賞してゐる。彼の長篇の中では一番よくまとまつたもので、貿頭切小訛論と併せモーパ漉サンの特色がうかがはれる。　　　'
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靠

‡
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作家

と
し
て

最
も
油
の
の
り
き
っ

た

時期

の

作
で
あ
る
こ
の

小説

は
、

ジ
碧
ル
ジ
ユ
・

デ
ユ
ロ
ワ

といふ美青年が次から次へと女を利用して出世する話を書いたものであるが、戀の成功に辞ひしれて淨きうきしてゐるデュロワに對して語る老詩人ノルペール・ド・ヴアレスの言葉の中には、すでに死の恐怖にをののくモーパッサンの内心の告白が見られる。　　　　　　唱　　　　ρ

　
モ

ー
パ

ッ

サ

ン山ロ年臣謬

死t

よ

　り

　も

強

し

細

、
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噛
噛
ウ

初期

の

作
品
に

兄
ら
れ
た
ブ
ル
ジ
謝
ワ

信悪

、

傳統

的
道

徳
に
對
す
る
反
抗、

人間

嫌惠

等
の
冷
酷な筆致を離れて、華やかな杜交界の片隅に人知らず壌き埋れて行つた老畫家ペルタンの戀に片寄せて、孤獨と老衰と死とに對する限りない恐怖をまともに解剖しながら、宿命的な、死の如く、死よりも強い愛を描いた作品である。

モ

ト
パ

ッ

サ

ン

杉
　
捷

夫
謁
　
　
　
　
　
　
　
47頸　　飾　　り他+三篇漏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噸
※

モ

ー
パ
ッ

サ
ン
ほ

ど
人生

切
細
か
い

襲
を皮

肉な

眼
で
眺
め

た
作
家
は
ゐ
な
い
。

彼
は
そ
れ
を
さ
愚やかな短篇形式の中に見事に定着してみせる。彼の作品を支へるペシミ冥ムはチェしホフに似て、より暗澹たるが故に、彼の筆はより嘲笑的で曝露的である。　「頸飾り」以下の十四篇は山疆の技巧を以て多彩なモーパッサンの世界へ讀者を引込んでゆく。
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嘆
き
の
テ
レ

ー
ズ

今ア

禁〆
ゾ

細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噸
噸
噸

い

は
ゆ
る

「
賓
驗
小
設
」

を
提
唱
し
、

大作

「
ル
ー

ご
ン
・
マ

ッ
カ

ー
ル

叢
書
」

に

よ
つ
て
リ
ァ

リズム文學の先驅をなしたゾラにとつても本書は重要な位置を占める。この小設で夫を
-密殺した姦逋者逹の追ひつめられて行く裘を、その獣的な肉慾から眼を反らすことな・く、赤裸々に、極めて臨床醫學的に描寫し得て、ゾラは以後の進むべき道を發見した。
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山
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全
二
册

　
16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤　　　　　　　　　　　　　各やφ◎

ゾ
ラ

の
厖
大
な
「
ル

ー
ゴ
ン
・

マ
ッ

カ
ー
ル
叢

書」

の

第
九
卷
に

當
る
「
ナ
ナ
」

は彼

の

代表

作
としても餘りに有名である。洗濯女と酒精中毒者を父母に持っ女優ナナの淫蕩な娼掃性は、呵責ないゾラの筆によつて、ほとんど象徴にまで逹し、その結末の見事さは、.フロベールをして「ナナの死はミケランジェロ的です」とまで嘆ぜしめた。
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小

屋

だ

よ

り

「
一.

番樂

し
か
つ

た

青春

時代

を
、

馬
鹿
げ
た
高笑

ひ

を、

悔
ゆ
る

事
の

な
い

陶
醉
を、

再び

會
へ組友の容貌風妻を」慕ひつつ、その印象と追憶の情を、古郷プロヴアンスのとある風車の廻轄によせて感動的な言葉をもつて優美に物語つた此のコン渉集は、短篇作家としてのドーデの名を不朽ならしめたばかりでなく、彼の暖い詩情を感ぜしめる。　卿
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÷
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噸

　
　
赤　　　、

「
水
々

し
き
少
年時

の

思
ひ
出
は
、

多
く
の

作家

に
す

ぐ
れ
た
物
語
を

作
ら
し
め
る
」

と
い

ふ
。
「
プチ・シ日」ズ」もドーデを育てた南佛二ームへの思ひ出につながつてゐる。地方色豊かな「風車小屋便り」で出發したドーデが諏刺的な「タルタラン」物に移行する中間に書かれた本篇は兩作の特色を併せ持つ代表作として多くの人に愛されてゐる。
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噸

「
風
車
小
屋
便
り
」

の
中
の
一

插
話
を
ド
ー
デ
が
自
ら
戯
曲

化
し
た

も
の
で
、

こ
の

作品

に
よ
る
ビゼーの作曲は「カルメン」と並んで有名である。アルルに住む苦き農夫の失戀と苦惱

、彼を愛する母の切々たる眞情を描いて、まさに香り高い一篇を成し、ドーデの傑作の一つとされる。讀者は人間の心の美しさに感動せずには居れaであらう。
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タ
ル
タ
ラ
ン

は
ド
ー
デ
が
創
造
t
た
十
九世

紀
の
ド
ン
・

キ
ホ
ー
テ
で
あ
る
。

彼
は

善良

で

小
心な癖に法螺吹きである。常に天外の室想で頭をいつばいにしてゐて、到る所で珍奇な失敗輝をまきちらす。本篇は彼の「タルタラン物語」の一つでもアルプス登山を企てたタ〃タランの戯登的な姿のなかに、ドーデの詩と諏刺が豊かに鏡く流れてゐる軌
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6舞蠱はパリ、奔放な美女と純潔な美膏年との偶然の娼含ひから戀、岡棲、さらに

フ
ィナ」レへと、二人の愛と告惱を美しく抒情的に描いてゐるこの作品は、いかにも「風　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「車小屋便り」の作家らしい匂ひに滿ちて多くの若い心をとらへて來た。それは女主人公「サブ才ー」が椿姫よりもナナよりも平」九だが、女の息吹きを持っからである。　、
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ド
ー
デ
は

誰
か

ら
も愛

し
親
し
ま
れ
た作

家
で
あ
る
。

そ
れ

は
詩
入
ド
ー
デ
の
心
の

暖
か
さ

を
示
してゐる。　「川船物語」は、さうした彼が子供への愛と善良を傾けた、圓熟期の作晶.

、子供たちのための良い頑物を、とい・か氣持がこの小篇に文學作品乏しての生命を與へ、子供を描いて比類な期筆の冴えを見せてゐる。
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※

「
ア
ル
プ
ス

の

傳道

者
」

と
言
は
れ
た
ジ
ヤ
ヴ
ェ
ル
の

こ
れ
ら
の
す

ぐ
れ
た
山
の

囘想

録
は
、

そめまま山の詩である.、彼のこの逡作ば、山岳文學の中でも孤高の座を占める。アルプ
スの山々谷々を愛と喜びにみちて漂泊ひ歩いたジヤヴエルの姿は、本書を通して鮮やかだ。悲しく澄んできらきらした文章は、山に融け込んだ彼の魂の燃燒である。
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秋
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本

貔
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※
※

名作

「
お

菊
さ
ん
」

と
同
時
に

書
か

れ
た
ロ
チ
の

日本

印象

記
。

明
治
一

八
年
と
い

ふ
、

現
代
の

我我の眼にすら或る種の違ひを感じさせる鹿鳴館時代の世相、風俗が、この外國作家の鏡い觀察眼によつて如實に描かれてゐ乃。芥川龍之介の小説に素材を與へたといふ本書によつて、我々はわがなつかしき明治開化期の風俗を昧ひ、噛み直すことが出來る
。
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數多

い
フ
ラ
ン
ス
の

作
品
の

中
で
も
最
も人

口
に

艪炙

し
た
も
の
。

聖
者
パ

フ
ェ
ニ

ス
と
踊
り
.+

タイスの交渉を描きながら、博學のフランスは古代アレキサンドリアの生活や、、迢害を避けて沙漠をさすらふキリスト教徒の生活を生々と再現させてゐる。　「舞姫ダイス」にはまた樣々の哲學的思想が盛られ、フランスの名文はそれらを巧みに語つてゐる。
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妻

他
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や

古
く
か
ら
ブ
ル
タ

ー
ニ
ュ

に

殘
る
青

翳傳

設
に
取
材
し
て
、

フ
ラ
ン
ス

獨特

の
皮
肉
な
解
釋
を
冴
えた文體に載せた本篇は、彼の敦多い歴史小設を代表する為のである。他に「痩猫」「赤い卵」「バルタザール」の三篇を收めてゐるが、これらを併せて、十九世紀の典型的な教養主義文入アナトール・フランスの博識な風姿をうかがふに足りよう。

'

丶
　
　
　ノ

噛.ワ



.「

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ジヤ

ム
　
　
　
　
　　

、

市
原
豐
太
鐸

　
　

　

　

　
　
08　　　　入　の　乙　女嗣三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噛
や

當
に

得
べ

く
し
て
人
の

世
の

幸頑

を
得ず

、

滿
さ
れ
ぬ

寂
寥
を
ひ
た

す
ら
紳
と
自
然
の

愛
に

醫し

て生きてゆく可憐な姿は「紳聖なる苦惱」と呼ばれるに相慝しい。「クララ・デレブウズ」以下この三つの物語を通じて終始聞えて來るものばかくの如き苦惱から生れた騨と自然に對する憧憬であり、「諸ζの苦惱の中に清淨の泉を湧かしめる」所りであゐ。
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※

象
徴
主義

の

晦澁

と
對
象
を
な
す、

清
純
明

晰な

ジ
ャ
ム

の

詩型

は
、

田園

の

風
物
を
捉
へ
、

素朴な人々を描き、大麥の穂の上に、古釣瓶のきしりの昔に天使の群れ飛ぷ姿を寫し出
した。本書に收録した散文詩・,詩篇は比較的初期の作品で、自然・動物との水々しい共感が愛と紳との遐歴の中に歌ひ上げられ、その波紋は讀む者の心に打ち寄せる。
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世
間
、

道徳

、

行爲

等
の
諸
現
實
が
、

い
か
に
杢
盧
で
あ
り
、

無
意
味
で
あ
り
、

思
は
せ
ぶ
り
で
あるかを二七歳のジイドは諷刺をもつて描きながら、世問といふ此の現蜜の泥沼の水深を測定し、この水中における位置及び他人といふ他の岩礁との闘係を見きはめようとした。パリュウドとは沈滯を聯想させる此の沼地に他ならない。
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　、處女作「アンドレ・ワルテルの手記」に示された肉情を制御する快美感、その

夢
を抱　　曹き績ける快美感は、本書においてはあらゆる感覺を全面的に亨樂し、そこに異教的

な美を見出した告白に變つてゐる。アルジェリヤに闘病生活を逡つたジイドが自らの肉體を恢復せしめたと同樣に、自らの生活態度の上にも大きな轉換を記したのであつた
。　　●
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噛
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「
背
徳
者
」

と
對
蹠
的
な

「狹

き
門
」

の

天
上
の

喜び

の

邉求

は
ジ
イ
ド
の
創
作
生
活
を貫

く

中
心　　　　　　　、問題でもあつた。戀を犧牲にして靈的完成への努力と精進の道を辿るアリサの姿は深い感銘と共感を與へずにはおかないが、欲望と道徳・宗教との對立に見事な表現を與　　、へる事によつて、解決の道を示したジイド自身の苦惱の魂でもあつた。
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拔
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噸
※　　　　　　　　　　　、

無
紳
論
者
ア
ン
チ
ム
の

改宗

と破

滅、

法
王救

出
を
理

由
に

詐欺

を

働
く
百
足
組
の
プ
ロ

ト
ス
、

それに飜弄されるサンプリ夫人等を中心に展開する複雑怪奇な事件は「無償の行爲」を實行するラフカヂォの理由なき殺人によつて幕を告げる。行爲の無償性は行爲の絶對なる自由性に通ずるものであり、人間行動の奥底に横はる祕密を解く鍵でもあつた。
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樂
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や

「

背
徳
者
囀
「狹

き
門
」
「
田

園交

響
樂
」

に
流
れ
て
ゐ
る

も
の
は

抒情

的心

理
の
展
開
で

あ
り
、

その本質は傳統への反逆に根ざされたジイド的ヒューマうスムである。雪深いスイスの片田舍を舞憂に、牧師と盲目の少女、牧師の妻と息子との四人の愛情の葛藤を中心にマタイ傳のh盲人もし盲入を導かば」の悲劇を提出したのであつた。
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蘓塞

師死

　

全二
册

,
御

　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
各
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齠

精
紳
的蛹

蟲
時代

よ
り
の
成
長
の
過
程
を
赤裸

々
に

告白

し
て
ゐ
る

此
の
自

傳體

小
設
は
エ
グ
ジ
ピシォニスムを云々される程露出的であるが、そこには必ず血の滲むやうな精紳と肉體の、紳と惡魔の爭闘が伴はれてゐる。本書を貫くものはまさに「藝術作品によつてし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、か救はれない複雜きはまる相矛盾した要素」の告白の眞掣性に他ならない。
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彎

鈩
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全
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上
※
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下噛

噸
　　
粥

十
九
世
紀
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
小
説
に
終
止
符
を
打
つ

事
が
二
十世

紀前

半を

生
き
た
作
家
建
の
大勘

.な命題であつた。實在した貨幣贋造團事件に取材して、六年を費し、一九二五年に世に出た此の小説は、十九世紀リアリズム文學を批判した「小設批鮃の小設」であり、ロマネスクな要素だけで構成する事を企圖した「純粹小設」の試みであつた。
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日
記
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や

ジ
イ
ド
が

自
ら

唯
一

の
ロ
マ
ン

と
銘
打
っ

た
「

贋
金
つ

く
り
」

怯

彼畢

生
の
大
作
で
あ
つ

た
。

一

九一九年七月より小説脆稿の翌日まで續17られた「贋金っくりの日記」はその創作ノートで、「贋金つくりしに附隨して讀むべき小読作法であるばかりでな《、それを解く鍵であり、叉一般的な意味でのロマンといふ樣式に繭する批剣・考察の集録でもある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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噸
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「女

の

學校

」

は
、

夢
多
い

婚約

時代

か

ら、

幻滅

の

母
と
し
て
の
二

十年

蘭
に
ま
た
が
る

妻
の
B記の形式をかりて、清い愛と善良な意志にもかかはらず、結婿生活にはつねに幻滅の深淵が開かれてゐることを描き、「ロペール」はこの妻の日記に勢する夫の抗議書として、瓧含人および家庭入としての夫の立場からなざれた辮賜の書である。
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フ
ラ
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ス

左翼

作家

と
し
て
聲
名
高
い
バ

ル
ビ
轟
ス

の

初期

の

代表

作。

下宿

屋
の
壁
の

穴
を
の
ぞく圭人公の眼前には人間の赤裸々な姿が展開する。それは愛慾であり.孤獨でわり、人間の牌惱である。との一作で人閥の外鶴のあらゆるものを否定したバルピユスに13

、必然的に後年のソシヤリズムへの變貌が像見される。人蘭の壤璽を尉つた大作。　　・
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正確

で
微
細
な
観察

と
そ
れ
を掩

ふ

作
家
の

愛
憐
の

深
さ
と
ひ
ろ
が
り
、

こ
れ
が
オ

ー
ド
カ

ー
の

作品に常に生命を與へてゐる。　「孤兒マリー」がさうであるやうに、この作品も多分に自傳的要素を持ち、パリへ出て裁縫女工となつたマリーと彼女をφぐる群像を、女ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9しいタッチで美しく描く。それは「涙ぐましい無限愛憐の世界」である。

「

　

デ
　ユ

　ア

メ

　ル

點畷

譯

。
北
方
の
歌

脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

デ
ユ

ア
メ
ル
の

「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ

の

懇
親
地
理
學
」

に
ふ

く
ま
れ
る
こ
の
二
作
は
、

彼
獨
特
の

清
明
な叡智と詩とが融合して、無類の散文詩的紀行文をなしてゐる。その示唆する詩と興實の豐かさは早春の雨のやうに明るく人の心に滲み入つてくる。瞥者であり、詩人、劇作家、小設家、批評家であるデュアメルの最も純粹な面を本書は露早してゐる.
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噸
噸'㍉

「肉

體
の

悪魔

」

は
ラ
デ
ィ
ゲ
が
一

七歳

の

時書

か
れ
た
。

二
〇

歳
に

し
て
世
を
去
つ

た
こ
の

作家は、第一次大戰中の混亂した肚會で、人妻との眞劍な戀に生きる少年の心理を、驚くほど精緻に描いた。　「肉體の悪魔」の持っ透徹した知性と心理解剖とは多くの入を魅了し去り、はやくも二十世紀心理小設の古典としての地歩を占めてゐる。,

レ
↑
モ
ン
。
ラ
ディ

ゲ

脚

翼學
工鐸
ル

伯
の
舞
踏
會

細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
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「
こ
の

小設

の

中
で
は
、

心
理
が
ロ

マ
ネ
ス

ク
な
の
だ
」

と
ラ
デ
ィ
ゲ
は

言
つ

た
。

彼
は
「

肉

饅の悪魔」で確立した手法を本篇でさらに、透徹して押し進めて行つた。絢爛たる社交界を背景にして描き出された入間心理のプリズムは一世を驚倒させた。ジヤン・コクトーは彼を「日附のない本の年齢のない作者」として惜しみない賞讃を與へてゐる。
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フ

ィ
リ
ッ

プ
の

作品

中、

最
も
多
く
の

人
に

讀ま

れ
て
ゐ
る

本篇

は
、

パ

リ
の

下町

に
生
き
る
賣
笑婦やゴロツキの救ひがたい生活を、暖かい愛情をこめて描いたもの。フィリップの處女作であるだけに、このささやかだが清澄な作家の特質を逍憾なく示してゐる。フィリッヲはこの一作で自己の道を發見したと言つてよい。
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フ
ラ
ン
ス

の

中央

に
位
置
す
る
シ
ェ

ー
ル

縣
は
牧

場と

農

園の

多
い

美
し
い

土
地
で
あ
る
。

そ
し
て雨、雪、嵐と晴れた日と、四季の移り變りはここに住む少年たちの夢を育み、それはまた人生の現實と交錯する。美しい追憶の霧で包まれたこの小設は、今や「ロビンソン・クルーソー」「賓島」に並ぶ地位を占めようとしてゐる。ワル、轟エの唯一の遺作。
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映

叢
「

商船

テ
ナ
シ
チ
ィ
」

は

世界

の

多
く
の

人
を
魅
了
し
た
が
馬

原作

た
る
ヴ
ィ
ル
ド
ラ
ッ

ク
の　　　　　　　　　　　　　　　　　・戯曲もフランス現代劇の名作として輝かtい地位を占めてゐる。ヴィハドラックの戯曲は常に平凡な蠻詞と仕種の裏に隱れた魂の禪祕を暗示するところに生命がある。彼は本篇で「運命は從ふものを去らしめ、抗むものを引いてゆく」現實を桴彫りにした。
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北
ホ
テ
ル
は
パ

リ
の

場
末
の
木
賃
宿
で
あ
る
、

ダ
ピ
は
か
つ
て

貧
乏
畫
家
と
し
て

そ
こ
に
住
ん
だ
。「北ホテル」でグビは豐富な體驗と幸灘を注いで、どん底に近く生きてなほ希望を求める男女の哀歓を正確に陰影深く描き上げた.本書は、ジでドとソヴェート族行中、著くして客死しカダビの代表作であり、ポビユラリズム夂學の一典型である。
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コ

ク
ト
ー
の
詩
や
小
設
の

中で

も
、

特
に

棘経

の
鏡
い

作
品で

あ

る
こ
の

「
怖
る
べ

き
子
供
た
ち
」は、阿片を吸つて茫漠と彷徨ふ作者の不思議な感覺を通して、日蔭の植物が蒼白い本能のままに、ひようひよう伸びてゆくやうな感じで、同情愛、盗み、虚僑、愛情、毒藥、亘萬の富を濫費する無目的な混亂の中に子供たちの官感が露出してゐる。
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八
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圓

愛
弟
子
レ

ー
モ
ン
・

ラ

デ
ィ
ゲ
の

死
に
よ
つ

て

無常

寂寞

の
孤
獨

地獄

に
落
込
ん
だ
コ
ク
ト

ー
が
、自殺する氣持で救ひの手を求めたのが阿かであつたが、やがてその弊害に氣づき百除　　　　　　　'日にわたる若しい解毒治療を受ける間に書かれたのがこの腕出の日記である。しかしこれは、立派な精祚論、創作論であり、さらにコクトーの自己究明の書でもある。
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現代

フ
ラ
ン
ス
の

最
も
す

ぐ
れ
た
女
流
作家

で
あ
つ
た
コ

レ
ッ

ト
の
作
品
に
は、

い
つ
れ
も
「

魂
の郷愁が重苦しく震へてゐる」といふ。幼い少年少女の戀を描いた本籥もその例外ではなく、すべて感覺の面で捉へられた風景が、93女が、讀者の心を懐かし↑描する。彼女の藝術の水晶を透して開けた世界の輝きは人間に生きる喜びを與へずにはおかない..
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モ

ー
リ
ャ
ッ
ク

は
嚴
し
い
力
ト
リ
ッ
ク
の

傳統

を
踏
ま
へ

た

佛文

壇最

高
の

作家

で
あ
る
。

彼ほ

常に悪への宿命を自覺する人間を創造して紳と對決させる。それは古くからのキリスト教的テーマであるが叉最も新しい問題を孕んでゐる。本篇はモーリ噛ヤックの初期に屬するが、後年の大作への契機を内包するゼのとして注目ずべきものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

壁
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噛

詩人

と
し
て
出
發
し
、

す
で
に

或種

の
名聲

を
得
て
ゐ
た
モ
ー
リ
ャ
ッ
ク
は

第
一

次
大
戦後

「癩

者への接吻」を發表することによつて、一躍小設家としての自己を確立し得た。　「作家は處女作に向つて成長する」といふが、この作品も、又最もモーリャック的世界を瞥見せしφる。第三作である佳篇「母」を併せてモーリャック理解に資す。
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批
評
家
フ
ェ,
ル
ナ
ン
デ
ス
は
い
ふ
。

「
シ
ャ
ル
ド
ン
ヌ

の
作
品
は
コ
ニ
ャ
ッ
ク
だ
。

急
い

で
飲
む
べきでばない。さればといつて緩つくりしすぎてもいけない」と。シャルドンヌは常に結婚生活を主題にする。彼は結婚生活にこそ人間性の内奥が現れると考へる。瑞々しい心理分析に充ちたこの特異な處女作は人間の幸福を深く美しく暗示して止まない。
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シ
ャ
ル

ド
ン
ヌ
は
そ
の

作
品
に
つ
い
て
、
「

私
は
女
が
男
に

輿
へ

得
る

幸輻

、

こ
の

世で

唯
一

の
幸輻を表現してみたい。他のことは書けさうにもない」といふ。「枩兀の日記」は彼の

思考を最も端的に示してゐる。一人の男の日記の形で日常茶飯の感情を淡々と綴つてゐながら、この作品は慧外な悲劇を孕んで、日記體小読の新風となつた。
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や

「
そ
れ
ぞ
れ
の
世代

ご
と
に

新
し
ぐ

發生

す
る
」

青
春
の
危
機
を

描
い
て
香
氣
あ
ふ
れ
る
本
篇
の

作者は、古くから詩人として知られ、その上すでに久しく日本に滯在してフランス語、フランス文學を教へてゐる人。第一次大戦で若くして死亡した友の戀愛を語る形において、作者は戀愛一般に對する世人の見解をも訂正しようどしてゐる。
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本

篇
は

「夜

と
ざ
す
」

と
共
に

作家

モ
ー
ラ
ン
の

核
心
を
な
す
。

彼
は

新鮮

な

感覺

と華

麗
な
文
章とをもつて第一次大載後のヨーロッパを描く。混沌として一種狂氣じみたヨーロッパの生態がモーランの筆によつて鮮かに淨上つた。その感覺的、繪畫的文章が二十世紀文學に與へた影響の大きさは、日本のかつての新感覺派の遲動を見ても明らかである
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太陽

の
國
マ
ル
セ

イ
ユ

の
平
和
な港

に
は
無
敏
の
マ
ス

ト
が

誘
惑
の

網
を張

る
。

と
り
と
め
も
な
い旅の夢、一度取りつかれたら最後癒す術のないこの熱病の犠牲者マリウスは、叉狂亂にも似た逃避の欲望の儚い生贄でもあつた。作者はマルセイユ入の生活を繪査的に舞臺に描き、詩として表現しながら、その美しい生賛を夢の女、永逹の女性とした。
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噸
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歩

そ
の

心
理

作家

で
あ
る
こ
と
で
ス

タ
ン
ダ
ー
ル

と
比
べ
ら
れ
る
ラ
ル
ポ
オ
は
、

ま
た
二

十世

紀
に
おける輝かしいモダニストである。ポール・モーランが百年後にヨ!ロ「ッパ各地にラルポオ・クラブの設立を豫想した如く、彼は何よりもヨーロッパ入であり.その作品は廣く全土に普及してゐる。本篇はその代表であり、彼の特異な作風を知るに遖はしい

。、

マ
ル
セ
ル
・

ア
ル

ラン

惟
藤
文隔

譯
る

魂

他
二

蠡

　
　

　　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
}　　　　　　　　　　　　　　　噛噸　　　ぞ

信仰

も

夢も

計晝

も、

す
べ

て

殘骸

と
な
り
は
て
、

永遠

の
難破

状
態
に

あ
る
わ
れ
ら
の
古
き
世界　　'の中には、哲學の體系の遠く及びつかね現實がある。それは、文明のいかなる段階

においても、人間をそこから解放せしめ得ない態の「惨めさ」である。本書の三っの小説のユニテを構成してゐ湊ものは、さうした惨めさの分析と描寫に他なもない。
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各
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鄰

二
十
世
紀
は
樣
々

な
型
の

作家

を
生
ん
だ
。

一

九
二
八

年度

の
フ
ェ

ミ
ナ

賞
を
獲
得
し
たJ

・

グ
リーンもその一人であつた。本書は隔絶された、休息も悗びもない、ただ孤獨と悪夢と　　　　　　　　　　　9に彩られた禰親間の狂的な信惡を舞臺に隔その息詰る雰圍氣から晩出しようとする人

.間の盲目的な、、沒我的な行爲を、紳と惡魔の筆をもつて描いたものである。
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文
明
肚
會
を
離
れ、

自

然
の
懐
に

抱
か
れ
る

時、

人生

は
い

か
に
啓
發
せ
ら
れ
、

又
人
間
は
い
か
に幸藕になれるものであらうか。高い精紳の糧に貫かれたこの年若い人々の純愛の物語は、過去に向つては遠く「ポールとヴィルシニー」に連なるものであり。未來に對し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚てはその祕められた大きな理想によつて、人類の前途に光明を軣へる。
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、ドイッの詩の特徴はラチン系の詩な

ど
と
逑
つ
て
、

言
語
形
式
の
美
し
さ
よ
り
は

寧
ろ

内奥

の眞實の力つよい表出にある。それは、心の深い憧れ、望み、悲しみ、歓びを吐露して
、人々を慰め、救ひ、養ふに足るであらう。本書はゲーテ(寮藤譯)、シラー(手塚譯)からヘッセ(高橋謬)、カロッサ(片山譯)に到るまでの珠玉を以て集成した。
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ほ
ら男

爵
の
冒險

引
糞
伽詠
い

拙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

噛
噸

法螺

吹
き
ゃ
、

嘘
つ

き
は
市
民

瓩含

に
お
け

る
最
大
の

惠徳

で

あ
る
べ

き
筈
な
の
に
、

ミ
ェ

ン
ヒ
ハウゼン男爵は法螺を吹いたために人々に感心され、もてはやされたっそれが全く悪氣のない、無邪氣なものだからだ。聞き手の考へや生活に限りない弾力を輿へる此の老人の室想力に充ちた話はラスペ、ビュルガーにより立派な文學作品にまで高められた

。
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噛
噸

1

自
然
そ
の
も
の
の
や
う
に
、

お
の
つ
か
ら
に

生
れ、

外
見
は
き
は
め
τ

單純

で
あ
る
が
、

は
ば
ひ
ろく深みのあるゲーテの抒情詩には、この上ない明るい喜びとともに悲痛な感情が歌はれてゐる。それは振動する生命そのものであり沸詩人の状態がそのまま言葉とリズムに化した世界である。これほど骨を折つた繍譯はないといふ名譯決定版である。
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若ぎ

ヴ
ェ
1

ル
テ
ル
の惱

み

赧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
※

永逾

の

青春

の

書と

い

は
れ、

バ

イ
ブ
ル
に
次
い
で

最
も
多
む

讃ま

れ
る
と
い
ム
こ
の
作
品
は
、

文學に親しむ者が一度は必ず播く僅少な名作の一つであるが、哀切にして流麗な原文の情感と文勢とを、そのまま邦文に寫した本文庫は、教ふるにたへられないほどの多くの塰小の中にあつて、眞に推稱し得るものであることを疑はない。
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魂
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こ
れ
は
、

全
八

巻
か

ら
成
る
ゲ

ー
テ
の

長篇

小設

「
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ

イ、
ス

テ
ル

の
修
業
時代

」の第六卷を成す部分で、本來獨立に書かれた作品ではないが、年長の友フォン・クレッテンベルグ嬢の遺した手記や書簡をもとに成つた、地上の幸輻と心の平和との長い闘ひのあと完全な世俗超克に逹する一個の魂の成長史こそ、忘れ難い軟養小設である
。

外

國

文

學

〔ド
ィ
ッ
〕

七
九

、



9

八
○

'

ゲ
　　

　
ー
　
　
　テ

藤
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定
譯

　

　

　

　

　

　

　
87　　ルマンとドロテーア　赤　へ　　　　　　　　　　　　　　　　"※

フ
ラ
ン
ス

革

命期

の

不幸

な
ド■
イ
ッ

の
肚
會
の

中
に

あ
つ

て
も
、

眞
の

愛情

は
そ
の

幸
輻
を求

め
る權利があるといふ考へから書かれた、愛と知性によつて輝かしい戀愛敍事詩。一八○○年の發表で「ヴエールテル」と共に最もひろく譲まれてゐる牧歌的な物語でめり、ゲーテが最も愛した作品。その大らかさ、健康さ、知性の深さは他に比を見ない。
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　51、、、　　　ニ　　　ヨ　　　ン　赧　　　　　　　　　　　　　　　噸噸

ト
ォ
マ

の

同
名
の

歌
劇
と
と
も
に

すで

に
わ

れ
わ
れ
に

も
親
し
い

も
の

と
な
つ
て
ゐ
る
、・、
ヘ
ヨ

ン
の「君知るや、南の國」の調べは、南國生の清純な少女のすがたにあはせて、人々にエキゾチックな感情をそそらずにはおかない。自分の作品は自己の告白であると言つた

}

ゲ

ー
テ
に

と
つ
て
、

ミ
嘉

ヨ
ン
の

故
郷
は

彼自

身
の

心ご

あ
つ

た
の

だ
。
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4素朴文藝と情念文藝鄰

　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　

噛
噛

シ
ラ

ー
の

美學

上
の
探

究
の

最後

を
か
ざ
る

勞作

で
あ
る
。

人
間
が

な
ほ

自
然
の

相
を

保
っ

て
ゐ
た「素朴な」古代文藝の樣式に對して、すでに文化と人工によつて自然から乖離し、自'然をあこがれ求める近代の「情念的」詩入の作風を對比し、これを固有の世界観的態度にもとつくものとして正當づけたこの論文は現代なほその價値を失はない。
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シ
ラ
ー

青年

期
の

作で

、

ド
イ
ツ

文
學
史
上
劃
期
的
な
革
新
時
代

i
シ
ュ

ト
ル
ム
・

ウ
ン

掛
・

ド

ラ
ン

ク
(
疾
風
怒
濤
)

ー1

の
精
棘
を
代
表
す
る

名作

と
い

は
れ

る
。

劒と

火
に

よ
つ
て

既
成
の

杜會い道徳に挑戦する盗賊踰長カアル・モォルの悲劇的行爲を描き出し、全篇にみなぎる激しい自由と正義への憧慢は今日なほ強く人々に訴へる。〔久保榮飜譯選集1〕
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噸
噛

畫
間
は
謹
嚴
な
大
審
院
判
事、

夜
は

酒
場
の

飮
ん
だ
く
れ
、

深夜

の

書
贅
で
自
ら
生
ん
だ

幻影

に

脅えつつ創作の筆を執つたホフマンはドイッ後期浪漫派の鬼才としてポ才やボードレールに比較される多くの怪奇小読、悪魔小設を書いた。が、悪こそは彼の仇敵であつた9のだ。本書は歌劇ホフマン物語の題材となつた「砂鬼」「歳晩祭夜話」等を收む。
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ヤ

ミ

ツ

ソ

ー手塚富雄譯

影

を'

賚

つ

た

男

嬲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　

噸

「
人
間
の

影
は
感
觸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

狙國

や

故
郷
と
同
樣
に
入

間
の
自

然的所有物の一つである」といふブランデスの説明は、菖人が當然持つてゐる無意味なものも持たないと大變なことになるといふ着眼をうがつ。シュレミ・ールの七里靴による世界周遊の物語に潜む辛酸な味は、故國で不幸な男の生活感情の結晶でもあつた。



艦

沸端

澤
昔
話
集

乱

　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　一

や
.聖
.早

　

赤

現代

の

文獻

學、

ド
イ
ツ

民
謠
學
の

源と

言
は
れ
る
グ

リ
ム

兄
弟
は
、

ん
も知

る
ゲ
ル
マ
ン
の

古代研究家であり、言語學者である。ドイツの村々に口頭で傳はる話を集録したこの昔話集は、グリム兄弟がその科學的知識にもとついて愼重に保存に意を用ひたもので、世界中の多くの人々に親しまれ愛され、人閥形成に大きな役割を果してゐる。

メ
　
　ー

　
　
リ　

　
ケ小　野　　浩譯

旅

路

の

モ

ー

ッ

ァ

ル

ー

脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噛

清
ら
か
な

泉
が
、

直
射
す
る
陽
光
に
そ
の

底
ま
で

見
せ
な
が
ら滾

々

と
溢
れ
輝
い
て
ゐ
る
モ
ー
ヅ
ァ　　　　　　　　　　　　　　"ルトの藝術はどのやうにして生れ出たのか。メ!リケがモーツァルトの魂の奥底に深く測錘を投じてその祕密に參じたかは、この一篇に餘すところなく語られてゐる。モーツァルトの昔樂が全篇を逋じて清らかな伴奏のやうに聞かれる感がある。
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克

己

譯
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ハ
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愛

詩

集

細
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一

八
二
三

年
五月

リ
ュ

!
ネ
ブ
ル
グ

の
親
の
も

と
に
歸
つ

た
詩
人
ハ
イ

ネ
の

心
に
映
じ
た
も
の
が

詩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帆に結晶した「歸郷」、有名な「ハルッ紀行」の中に插まれた新鮮で美しい「ハルッの旅から」そしてさらに、ハイネがユヅヤ教から新教に改宗し、世の中に出る途が開けたことに安心し、ホーマーを讀みながら生れたといふ「北海」を併せて編んだもの。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
義

　4　

藤
　原

　

定

譯

;

ユ

ト

ル

ム

詩

集

綱

♪　　

　
　
　
　

　　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
噛
・㍗

す
な
ほ
な

自然

感
に

よ
つ

て
メ
ー
リ
ケ
に
、

感
覺的

直
接
さ
に
よ
つ
て
ハ

イ
ネ
に
、

心情

の
本質

においてゲーテに比べられるシ賄トルムの詩は、所謂滾漫派詩人たちのやうに高く遠く飛ばうとはせずに常に日常生活の位置の中にゐて、その饐驗と感動を純化する。孤獨で内面的であるからこそ自然や人事の一見稍末なものに深く心情をゆすぶられる。
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ュ　

ト　

ル　

ム、北　　通文譯
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三

色
す
み
れ
・

水
に

沈
む

榔

　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　

※
÷

シ
ェ

ト
ル
ム

の
根
本
的
性
格
た
る

徹底

的
な
現
世主

義
は
繼
母
を
扱
つ

た
「

三
色
す
み
れ
」

に
お
い　　　　　　　　　　　　　　　　　凄て悲劇的な結末をとらずに明るい肯定に終る。が、子供の水死の責任を父親に歸せしめる「水に沈む」の無常感は逆に凄慘と言ふべきである。しかし讀者は主人公たちの執拗で意志的な戰ひの中に近代的人間搬を形象化したリァリズムを見るだらう。

シ
　
ュ　

ト
　
ル
　
ム國松孝二譯

みず

フ
み
し
人
形
つ
か
い

他一
篇

嬲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
噛

こ
こ
に
收
め
た
三

篇
は
い

つ
れ
も
シ
ュ

ト
ル
ム
の

代
表
的中

篇で

、

光
と
色
と
音
樂
と深

い

思念

とが莊嚴なまでの藝術美を織りなしてゐる。　「みずうみ」は老人が己れの青春時代を回想する形式のうちに、美しい湖めほとりで愛別の女と再含する哀傷をこめた珠玉の戀物語であり、「人形つかい」は可憐な戀が昔樂的情調を奏でてゐる。
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シ
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ル
　ム高橋健二譯
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告

白
・

別

離
.

沈

默

榔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孛
※

L

異常

に

深
い

愛情

に

結
ば
れ
な
が
ら、

そ
の
ゆ
ゑ
に
モ
ル

ヒ
ネ
に
よ
つ

で
愛
妻
を安

樂
に
死
な
し
め　ねばならなかつた若き醫者の苦惱にみちた「告臼」。末子の昔樂學校での體驗をもとに　して書いた「別離」。男の公明でない態度を飽くまで妻に對する罪として描き、夫婦間　　̀　の絶對的信頼を説いた「沈默」。これらにおいてシュトルムの滋味は愈聖深められる。

シ　

ユ　

ト
　
ル
　
ム關　　泰　鮪譯

白

　
馬

　の

　
騎

　
者

㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ:

㍗

こ
れ

は、

北海

の

岸
邊
に
生
を

享け

て
風

と
浪
の

ひ
び
き
の

裡
に

孤獨

に
生
ひ
立
つ
た
、

ひ
た
む
きな性格の若者ハゥヶ・ハイエンの生涯の物語である。無理解な民衆の迷信に抗して堤防を構築、つひに愛する妻子とともに事業の犧牲となるが、彼の魂は今も郷土を護り

、

嵐
の
夜
に

は白

馬
に

跨
つ
て
堤
防
を
彷
徨
す
る
。

リ
ア
ル
な

筆致

に
な
る
作
者
唯
一

の

長篇

小説

。

'

ケ
　
　
　
ラ
　
　
　

!

馨、

驪
押工

義

聟
些

姦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
孛

こ

こ
に

收
め
た
の
は
、

ド
イ
ッ
・

3
ア

リ
ズ
ム

の
最
高傑

作
で
あ
る
ケ
ラ
ー
の
短
篇
小読

集
「

ゼ
ルトヴィーラの人々」の最初の二篇である。悲劇的な情景と喜劇的な情景とを巧妙にからみあはせながら、異常な人物や事件を現實の世界そのままのやうに信じこませる手腕は、まさに「短篇小設のシェイクスピァ」と稱される作者の名を恥かしめない。

マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ユ
ラ
ー相良守峯譯

愛

は

永

遠
に
《
ド
ィ

㍑
鍔
　
却

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　÷

世
界
的
言

語學

者
マ
ッ

ク
ス
・

ミ
ュ
ラ

ー
の

唯
一

の

文
學作

品
で
あ
る
。

あ
る

高邁

な
ド
イ
ツ
の

青年が病弱な公女マリァにささげる中世風な愛を描いたものであるが、その愛は一對の男女間の個入的な愛を超えて、普遍的な永遠の入間愛を意味してゐる。牧歌的、抒情詩的そして昔樂的な美しい言葉をもつて綴られた純愛物語である。
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リ關泰鮪.阿部賀隆鐸
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デ
　ル

プ
'
ス

の

少

女
　韻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・?

÷
÷

い
つ

ま
で
も
す
た
れ

る
こ
と
の
な
い
ふ
る
さ
と
へ

の
愛
や

友

情や

信
仰
を
テ
ー
マ

と
す
る
こ
の

美
しい物語が、發行以來七十年のあひだ、かはることなく世界中の少年少女たちに愛され親しまれるのは、讀む者自身のなかに「ハイジ」が住んでゐるからである。きはめて香り高い藝術美の世界に、讀者は自己の内なる「ハイジ」を育ててゆくのである。
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ー
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ン
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自

　

　
　
い

　

　

女

鋼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・㌘

や

臼
い

女
と
は、

臼
い

文
化
の

代
表者

、

臼
い

文化

に
喰
く
花
で
あ
る
。

カ

イ
ザ
ー
リ
ン
グ
の
い
ふ

臼い文化とは凋落してゆく瓧會層の文化であり、すでに根柢を失つた富裕の文化である
。この文化の擔ひ手は婦人であるが、彼女逹は結婚生活にはいつても官能に目ざめない「白い女」逹であるコここには「白い文化」の瀕死の運命が告知されてゐる。

、

＼



艶

.

嘗τ

ド

.

識

、'

澱糊
・∵

|

欝
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型
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邏響欝い
,

甑

㍗
＼

劉
∵

噸

∴

ワ
、

雌》襟

,

暦
.
.も

,

震ッ
N

乏

紺

〆

鳶
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ユ
ニ
ッ
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輪

舞
　・

緑

の

鸚

鵡

嗣

　
　
　
　
　
　

　　

　
　
　
　
　
　
　

・早

※

十篇

の

對話

劇
か

ら
成
る
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
で
皮
肉
な
戲
曲
。

娼
婦
と

兵隊

、

そ
の
兵
豫
と

小
間使

、その小間使と若樣、その若樣と若奥樣、その若奥樣と夫、その夫とおぼこ嬢、そのおぼこ痕と詩人、その詩人と女優、その女優と伯爵、その伯爵と最初の娼婦、ど情慾の姿を十組の輪に蓮ねて人間性を淨彫にする。　「緑の鸚鵡」は秀れた一幕の怪奇劇。　

・

シ
ュ
ニ

ッ
ツ
レ

ル森　　鷆外譯

み

　

れ

　

ん

他
齋

繝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.噌
.㌘

シ
ュ
ニ
ッ
ツ
レ
ル
の

小

設家

ど
し
て
の
地
位
を確

立
し
た

作。

原
名
は
「
死
」

で
、

愛
し
合
ふ
男
女だつたが、病む男の死期が近づくにつれてそれぞれの氣持がエゴイスティックに、さまざまの「みれん」のために複雜微妙に動搖するのを描く。いはば著者の精禪分析學的研究報告であると共に、心理的作品の代表作で、鴎外の名譯によつても名高い。

シ

ュ

葺

ッ

ツ

レ

ル

竹
内
英
之
助
譯
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　噸

・攣

噸

「女

の
一

生
」

と

言
へ

ば
す
ぐ
に
モ

ー
パ

ッ
サ
ン
の
小
説
を
思
ひ
出
す
が、

シ
ュ
ニ
ッ

ッ
レ

ル
の
この作品はそれに劣らず悲惨である。女の無知と無力と運命がもたらす悲慘の生涯を描いたこの小設は、、ウィーンを背景とする幾多の美しくもの悲しい情痴文學を描いたシュニッツレルの人生への深い洞察から生れたもので、彼の代表作の一つと言へよう。

　

ヴ

エ

デ

キ

ン

ト　野上豐一郎譯

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
8・・』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

春
　
の
　

目
　
ざ
　
め

嗣

　
　
　
　
　
　

　　

　
　
　
　
　
　
　

　

※
・㍗

曜

「
少年

悲劇

」

と
い
ふ

副題

が

添
へ

ら
れ
て
ゐ
る
こ
の

作
品
は
、

戲

曲
の
形

式
に
整
理
さ
れ
た
一

種の性教育論である。春の目ざめとは、少年の心情の中に目ざめる春機發動を意昧するもので、少年たちに好奇心を起させ脅かすその目ざめに正しい知識を與へ、親切な指導を行ふことによつて、誤つ凌道を踏ませまいとする作者の愛情が全篇を支へてゐる
。

ズ

ウ・
デ
ル

マ
ン池谷信三郎譯　　　　　　　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
22

憂

　
　
愁

　
　
夫

　
　
人

赧

　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　

や
※
÷

ハ

ゥ
プ

ト
?
ン

と
と
も
に

ド
イ
ッ

自
然
圭
義
の

雙璧

を
な
す
作
者
の
代
表
的
名作

。
　
「
フ
ラ
ゥ
・

ゾルゲ」とは東プロシャ地方の一っの傳説的存在であつて、日本でいふ雪女郎のやうな　　　　　　　　　　　　　　　　Oものであるが、この主人公の苦惱と艱難にみちた血のにじむやう々生活の記録は、作者自身の苦しい饐驗であると同時に、ドイッ人の精棘をよく現してゐる。

シ
　
ユ

ト

ラ

ウ

ス

都
松

瞬
二

諦

べ

《

;
の
生
涯》

細

　
　
　
　
　

　　

　
　
　
　
　
　
　

※
・攣

÷

「
今
日
彼
よ
り
も

美し

い

健
全
な
散
文
を

書
く

者
は
一

人
も
ゐ
な
い
」

と
ヘ
ッ
ゼ

の
絶
讃
し
た

孤
高の作家シュトラゥスの出世作。非凡なむ音樂的天分を抱きながらも、あまりにも誠實あまりにも純潔であつたために、學校と父親との壓迫のために、つひに自ら生命を断つにいたつた若き魂の哀歌であり、ヘッセの「車輪の下に」の先驅をなす作品。

.畷

外

國

文

學

〔ド
イ
ッ
〕

八
三

驫ノ
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八
四

,
藩

ヘ

ル
マ

ン
・

ヘ
ッ

セ

原

　
健

忠

譯
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・攣
・?

ス
イ
ス

の
山
村
に

育
つ
た
一

青年

が
、

母
の
死

を機

會
に
チ
ユ

ー
リ
ヅ
ヒ
序

パ

リ
と
華
か
な都

會
に出て作家を志しながら都會的雰圍氣に浸らうとするが、結局郷里に歸つて來るといふ此の自傳風の小設に示されたヘッセの、自然への郷愁は深くかつ廣い。一切の盧僞を除去して心の奥の元始人間を見究めようとする詩入のいらだちは終生續くだらう。

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ秋山六郎兵衞譯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

車

輪

　
の

　
下

　
に

細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
孛　　　　　　　　　　　　、

自
己
を
語
る

此
の

作家

が
、

少
年
か

ら青

年
、

成
人
ぺ

と
成
長
す
る

生
涯
で

戴も

β
難
で

苦
し
か
つたマゥルブ・ン時代を取扱つた小設である。少年の心を理解しない紳學校生活の車輪の下に、ハンスは堪へきれなくなつて逃亡するが、入生苦難の道は涯しない。'生の悦びを追求する傾向と、禁慾的な求道的な傾向の間に立つて、懊惱の體驗は深刻である

。

ヘ

ル
マ

ン
・
ヘ

ッ

セ

蝿

搦兵

嬬

魂
《
ゲ
ル

ー
ト》

細

　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
噸

　
1音樂

の

魔
に
つ

か
れ
て

無限

に

自
己
に

沈潜

し
て
い
つ

た
孤
獨
な魂

は、

愛人

ゲ
ル

ト
ル
ー
ト
が
異常な膏樂家に心引かれて行くのをどうする事もできず、永遽の・女性への悲戀を靜かな諦觀の調べに奏でる。病的な痕漫主義の危機を内部に感じたガイエンホープ.エン時代のヘッセが、巧緻な小設の假装をとつて定着した抒情詩的作品である。

ヘ
ル

マ

ン
・
ヘ

ッ
セ

縄

噸
衞

僻

家

合
ス
ハ
叱
デ》

細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孛
※

り

自己

陶
醉
的
な

青春

と
訣
別
し
た
ヘ
ッ

セ
が
、

抒
情
的
世
界
を排

し
て

客
觀的

に
構
成
し
た
こ
の

作品は、現實にうちひしがれながらも、はげしい鬪ひを逋して藝術に強く生きようとする主人公フエラグートの中に、極度に自意識の發逹した現代ヨーロッパの家庭的分裂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○の悲劇を徹底したリアリズムの手法で描き出した問題作である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

,
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ國松孝二譯

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
6

青

春
　は

美

し・

壟
篇

荊

　
　
職　　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・T

夜
室
に
火
花
を
散
し
て

淌
え
て
ゆ
く
花
火
の
や
う
な
青春

の

美
し
さ

と
は
か
な
さ
と
を、

水彩

畫
のタッチをもつて抒情的に描いたものである。漂泊者の持つ甘い郷愁と孤獨者の持ウ靜かなあきらめとが、全篇のすみずみまでに息づいてゐるが、それはとりもなほさず、孤獨な漂泊者としてのヘッセ自身の郷愁とあきらめにほかならない。

　
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ・、相良守峯譯

　

　

　

　

　

　

　

　

　

4

青

春

φ

惑

ひ
《

で
ミ
ア
ン
》

赧

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

÷
※
　
　丶

第
一

次
大
戰
を契

機
に
ヘ
ッ

セ
は

自然

彷
徨
の郷

愁
詩
人
か

ら
人
生
對決

の

聖雄

的
哲
人
へ

轉身

した。シンクレァの手記はその一大轉機を告げる記録である。友人デーミアンの紳祕な精紳に導かれて、大戦の惨憺たる試煉に耐へつつ、嚴しい現實の中に己の運命の證しを凝覗する自己沈潜の魂の歩みは、大載後の西歐の青年を導く精棘的指標となつた。.　　　　　　　　　　　　　　　　　　'



自
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ヘ
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マ
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手
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噸
噸

　
風ヘッ

セ
に
お

け
る
「
東
洋
の

心
」

の

結晶

で
あ
り
、

深
い

印
度
研

究と

詩
的
直
觀
の

融合

か
ら
生
れ出た名作。彼の精祕の深部を明かしてゐる點で、まさにゲーテにおける「ファウスト」の意昧に比せられる。若き日の佛陀の人間的、宗教的苦惱を、印度信の誦經のリズムをとり入れた格調高い文體で描く。譯文また原文に遉る名譯である。

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ.國松孝二譯

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
9

乾
　

草
　
の
　

月

他
篇

赧

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　

　
　
　
・㍗

思春

期
に
入
ら
う
と
す
る

少年

の

無垢

な
心
に
、

ふ
と
芽
吹
い
た
戀
の
若
葉
が
落
す
あ
は
い
影
の

徴妙なゆらぎを、高原のすがすがしい自然を背景に、それに相應しい清潔なスタイルをもつて描いた「乾草の月」、それはヘッセが若き日に對して示した、最も清らかな愛撫の姿勢である。愛好すべき「ながれ」と共に作者三〇歳前後の青春回顧時代の作品。

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ竹越和夫譯

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

9

ふ

る

さ

と

紀

行

他
五
篇

細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
噛

　
　
　
　
　
　

　　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
鴨「んるさと紀行」「エミール・コルプ」はひとりの少年の

生
ひ

立
ち
か
ら
、

や
が

て故

郷
への憧れのうちに此の世を去ってゆくっつましい人生を大自残…との驚くべき融合に於て描き出した中篇。他に「詩人」「イーリス」等のメルビェンを收めたが、これらは心病める人々の藥餌となり、開かれた門を通つて世界の内面へと誘つてくれるであらう

。

ヘ

ル
マ

ン
・
ヘ

ッ

セ

手

塚

富

雄

譯

　

　

　
　

　

　

　
　
o

荒

　

野

　

の

　

狠

赫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
噸

臼
分
の

性
格
や

逕
命
の
た
め
に

深
い

孤獨

の
生
活
に

浸
り
つ
つ
、

そ
の
孤
獨
を
運
命
と
し
て

自覺

する「荒野の狼」と呼ばれる男の記録として書かれたこの作品の意味するものは、無垢にして高貴な自己を一生涯その天才的な空想力と強烈な思考力との對象とするひとりのキリスト教徒の、隣人愛と利己圭義との矛盾と相剋の精耐劇にほかならない。

リ
　
　
　
ル
　　

　ケ佐藤晃一譯

若

き

詩

人
へ

の

手

紙

蒲

　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
る

カ
ロ
ッ

サ

は
「
よ
り

深
い

自覺

に

逹
し
た
し

と
思
ふ

人
は
、

リ
ル
ヶ
の

手
紙
を
じ
つ

く
り

讀
ん
で
みるがよい」と言ふ。詩を書かずには生きてゐられない、といふ思ひを語るこの書簡集(一八九九-一九二四)は、生の表面にとどまることを欲しない人々に本當に生きる道とその道を見出す方法とを暗示し、リルヶの内面生活の深さを明かにしてくれる。

片

山

敏

彦

譯

力

・

ッ

サ

詩

集

嬲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噛
噛

カ
ロ
ッ

サ
は
こ

ま
や
か

な
詩
的
感
覺
を
も
つ

て
ゐ
る
と
同
時
に

人
生
に
つ
い
て
の

叡智

を
詩
の
形
で表現する賢者である。カロッサの詩は魂の思想のための詩的な音樂であり、そこには「人の心を射當てる慰藉の矢」ともいふべきものがある。この詩集が全體として讀む者の心に殘す光の痕には、限りなき希望の夢が育つであらう。　　　　O
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八
六

サ

ヅ

聾う
.i

ンハ
ン
ス
・
カ
ロ
ッ
サ石丸靜雄譯

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
7ドクトルをユルゲルの運命　他一篇　測　　　　　　　　　　　　　　　　　÷

若
き
ピ
ュ
ル
ゲ
ル
は
、

人
間
と
し
て
、

醫
師
と
し
て
、

詩人

と
し
で
の
生
き
方
に

統
}

を
は
か
ら
うとして苦悶する。が、この苦悶のはてに横たはるのは=暦深い絶望の深淵なのだ。人間的に戀に生きようとすれば、醫師としての使命から遠ざかる。この矛盾の惱みが彼を破局に導いてしまふ。醫師として自からの體驗を掘り下げたカロッサの處女作。

ハ
ン
ス
・
カ
ロ
ウ
サ石川錬次譯

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
4

幼

　

年

　

時

　

代

翅

　　

　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　

※

飽
く
ま
で

透明

な
、

而
も
柔
か
い

薄
膜
を
通
じ
て

圓
か
に

光
る
カ
ロ
ッ

サ
の
描
寫
力
が
捉
へ

叔人

生'黎明期の紳の如き夢の世界は、かつて何人も企て及ばなかつたほどの高さ、深さ、悲しいまでの淨らかさを内に湛へてゐる。それは、やがて展開さるべき入生の諸體驗の萌芽を宿した.幼年期の原型の表出であり、成年の叡智は長い道程への省察を怠らない。

ハ

ン

ス
・

カ
ロ

ッ

サ

國松
孝二.
丸山
武
轟
　

　
　
　

　
　
　
60青　　　　　春　　變　　　　　　　　　　　　　　　　轉却

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
・?

※

制作

年代

か

ら
は
「
ル

ー
マ
ニ

ア
日

記」
「

醫
師
ギ
オ
ン
」

を、

描
か
れ
た

内容

か
ら
は
「

幼

年時

代
」「美しき惑ひの年」を繋ぐ美しい橋である本書を通じて、詩人は人間生成の叡智の成熟するさまを、靜謐な嚴しさを持つ文體により跡づける。大戦の悲慘と苦惱に深く堪へた作家精帥は、しかし成長しをへた場所から更に變轉して行くのである。

1

ハ
ン
ス
・
カ
ロ
ッ
サ石川錬次譯

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
9

醫

　
師

　
ギ

　
オ

　
ン

荊

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　噛

・?

そ
の

作品

の
殆
ん
ど
が
自
敍
傳
的
素材

か
ら

成
り

立
つ
て
を
り
、

ド
イ
ッ

的な

意
味
で
の

私
小
説
であるカロッサにとつて、此の小説は唯一のフィクションとして構成並びに筋のうへで特異のものである。戰場より歸還の後、悲慘な敗戟の街ミュンヘンを背景に、名匠が運ぶ筆致は、すでに普遍的な、歴史的な、廣くドイッ的な客觀的諸問題に達する。
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ハ

シ

ス
・

カ
ロ
ッ

サ

芳.

賀

　
檀

譯

　

　

　

　

　

　

　
76,指導と信從-生の追憶の書-赧
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幼
少
時
代
か

ら
第
一

次
大
戰
の
終

末
に

至
る
半
生
の

誠
實
な
魂
の
記
録
と
し
て
、

ゲ
ー
テ
の
「

詩と眞實」に比せられるべき自傳文學。ホフマンスタール、ゲオルゲ、ベルトラム、リ
ル

　'ケ等偉大な詩人との出會ひ、一.個の高貴な精棘がいかに破壊と恐怖の嵐の屯を光を求めて自己を成熟させて行つたか、を印象深く描き、近代ドイッ散文の最高峯をなす。
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二
八

歳
に
お
け
る

此
の

作
は
、

亘
大
な
量
に
の

ぼ
る

諸作

品
の
テ
ー
マ
沸

色調

、

氣
分、

技巧の總てを既に萌芽的に示し、マン自身も繰返し「全著作の中で今でも自分の心に最も近く、またひとにも好んで讀まれる」と言つてゐる。藝術家氣質と市民氣質、靈と肉

、知性と感性、生と死等の對立相剋を通じ、更に深く人間一般の問題性を提起†る。
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人
生
の
一

時
期
を、

感情

の

嵐
が

恰も

蓮命

の
通
り
魔
の

樣
に

吹
き
過
ぎ
る

事
が
あ
む
。

甘

美な

哀愁の都モンテ・カルロに、年若き未亡人と一青年の間に結ばれたかりそめの愛慾の二十四時間。人の生涯を決定する宿命的な情熱の多彩な樣相を、詩、小説、戯曲、評論、傅記等行く所可ならざるなき作者が圓熟期の才能を騙って描いた佳篇である。
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噛

文
學
の

途
上
に
よ
こ
た
は
る
一

切
の
危
險
を
、

み
ご
と
に

自
ら
の

體驗

の
中
に
生
か
し
、

そ
の

美學的自己鍛練のうちから、言葉とスタイルに對する畏敬を身につけつつ獨自の文饅を發見したツヴπイクの稀れに見る美しいスタイルが、これらの短篇のうちに典型的に現されてゐる。「たそがれの戀」「夏の夜㊨物語」「女家庭教師」「眼ざめ」の四篇を收む
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篇
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原名

「
ア
モ
ッ
ク
」

と
は
、

人
を
狂
氣
に
み
ち
び
き
奔
走
さ
せ
る

熱帶

病
を
意
味
す
る
が
、

美貌

の貴婦人に戀慕する中年醫師の激情を描いたッヴァイクの最高傑作の一つである。灼けつく太陽と海と砂を背景に戀人の棺と共に投身する悲劇的な物語は、異常さのうちにも人間性の美と眞實を發見し追求せんとするツヴァイクの文學精紳をよく現してゐる
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'
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「孤

獨
」

と
「

死
」

の
不毛

の

世界

に
、

老
年
の

情熱

を

求
め
續
け

た
「
あ
る
心
の

破滅

」、

未
知
の「生」に對する深い憧憬と不安のティーンェージャーのエチュード「燃える祕密」、そして心貧しい庶民の、あまりにも純潔な情熱の讃歌「見えざる蒐集」、これら異色ある三篇こそ、ッヴァイクの特色をなによりもはつきりと示した作品と言へよう。
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　二

十世

紀
最
高
の
作
家
で
あ
り、

實存

主
義
の

源
流
と
し
て
世

界文

學
に

深刻

な
影
響
と問

題性

を投げかけた、天才カフカの代表的中篇小説。一夜のうちに若い主人公が醜い蟲に變身するといふ意想外の設定のもとに、人間の孤獨と不安と絶望を鏡く追求した原作は、　一九一五年ドイッで出版されて以來絶讃をはくしつつ今日まで讃まれてきた。
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※

「審

鋼」

は
小
読
「
ア

メ
リ
カ
」
「城

」

と
あ
は
せ

て
カ
フ
カ
の

「
孤
獨
の

三
部作

」

と
呼
ば
れ
る

作である。人閥存在の不安に直面して、瞬時も脱出を許されない人間の赤裸々な告白である。　「自分の存在が何故このやうに裁かれるのか」といふ必死の質問には、なんらの応答も與へられない。まつたく孤獨に陷った人間の手記である。
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噸
噸

寒
風
と
氷
流
と
が
支
配
す
る

北
ド
イ
ツ
の
暗
く
紳
祕
的
な自

然
を
背景

に
、

寡默

で誠

實な

渡
し
守ユルゲンへの愛をまもるために、棘の名をもつて迫る漁色の牧師を殺害する女マル、テの魂を緻密に描き出した傑作。北國の暗い夜、氾濫する氷流、紳祕的雰園氣に包まれて展開される愛と死の物語で、第一回ラーべ賞を授賞された作である。

プ

リ

ー

ヴ

イ

エ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2

舟
木
重
信
譯

　

　

　

　

　
茄死のス　　ングラード全二册51　　　　　　　上　　　下‡噸　荊

.

　
一

九
四
一

年
六月

、

ド
イ
ヅ

は
ソ
ヴ
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ー
ト
・

ロ
シ
ア
に

宣
載
。

第
六
軍
は

翌年

九
月
ス

タ
ー
リ
ン　グラードに侵入したが十一月よリロシア軍は反撃に轉じ、二ヶ月間に二十三萬を失は　せ、翌年二月二日全軍を壊滅させた。プリーヴィエの此の作は現實をして歴史的正確さとデモニッシュな殘忍性をもつて語らせた最も痛切な敍事詩として高く評價さる。
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第
一

次
大戦

前
の
ド
イ
ッ
に
育
つ
た

=
二
歳
の
少年

ヨ
ー
ゼ
フ
の、

人
生
に
對
す
る
眞
摯
な
熱
情
と生一本の純眞さ。彼が大人の現實の肚會に對して感じた幻滅と怒、精棘的苦悶と反抗は發狂の一歩手前を麻痺状態で彷徨したあげく㍗つひに家と母を棄て別居してゐる父親の下宿へ飛びこむに到る。理想圭義的な傾向を持つた思春期の少年を描いて新鮮。
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ス
リ
ル
に
つ

ぐ
ス
ツ
ル

を淡

々

た
る

簡素

な

筆致

を
も
つ

て
展

開
し
て
ゆ
《
こ
の
典
型
的
な侠

盜
物語が、今日なほ讀者の心に訴へるのは、すでに爛熟の極に逹した地圭貴族文化への、鏡利な批判を含んでゐるゆゑである。たんなる冒險小設ではなくて、女帝エカテリーナニ世治下における地圭貴族文化の典型をきはめてリアルに描き出してゐる。
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噸
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綿雪

の

街
頭
を
四枚

の
カ

ー
ド
が

舞
ふ
。

最後

の
切
札
、

ス
ペ

ー
ド
の
ク
イ
ー
ン

は、

賭
の

祕傳

を知るために殺した老伯爵夫入の顔になつてニタリと笑つた……大理石の冷さと、動物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

'磁氣の怪異にも似て、浪漫主義の極點を拓いた夢幻境。併載の連作「べールキン物語」とともに、古典美に輝くプーシキン藝術の一主峯を代表すゐ傳奇的佳篇である。
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や
ゐ・

偶
然
の
事
か
ら
中央

政府

派
遣
の
檢察

官
の
お
忍
び
姿
と
早
合
點
さ
れ
た
都
會
σ
經灘

晃
が、

常習的漬職で載々兢々たる田舍の官吏逹を思ふ存分飜弄する、ロシア最初の獨創的飆刺喜劇「檢察官」と、薄倖の小役人が新調した外套を繞る短篇名作「外套」。その爆笑の陰には烈火の怒りがあり、笑ひの陰には見えざる涙がある。共にゴーゴリの代表作。
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　　亀
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コ
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ク
魂
が

極度

に

高揚

ざ
れ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ

全
土
が
騒
然
た
る
歴
史
的
生
活
を生

き
た

職亂

の時代、頑固一徹、精力絶倫、義務の前には肉親の愛情、憐愍も顧みず、砠國と信仰とを護つて奮ひ立つた峻烈なタラスの風貌と果敢な部下の奮戰は奔放自在の筆力に《コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Oサックの敍事詩》と化した。プーシキ訊「大尉の娘」と並稱される歴史小設の、臼眉。
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早
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「
ル
ー
ヂ
ン
」

に
つ

づ
く
こ
の
ロ
マ

ン
が
、

ロ
シ

ア
文
學
史
に
お
い
て

高
い

位
置
を占

め
て
ゐ
る
わけは、女圭人公リーザのすばらしい造形に存する。たぐひまれな詩美をもつてくりひろげられる多くの獨立したエピソードを縫つて形象されるリーザ・カリーチナの精祕美と卓越した心の姿とは、ロシァ文學の作品中類のない成功を收めてゐる。
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サ
モ
ワ

ー
ル
の

囁
く
和音

に
つ
れ
て
語
り
出
さ

れ
た

初戀

の
哀
歡
、

ゼ
ラ
ニ

ウ
ム

の
ほ
の
か
な

香
りに殘る片戀の憂愁。金メッキのプリヤーニクの樣な甘ずつばい青春の思出と、優艶なラヴロマンスの數々を、十九世紀最大の《愛の歌ひ手》は美しくも奏でる。理想の女性像と無慚に崩れる女心の心惜いまでの描寫は、時代と國境を超越して完璧である。
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美
し
い

組
國
の

名
を
呼
び
つ
つ
異

郷
に
斃
れ
た

愛
國
の

志士

と
彼
を
慕
ぷ

情
熱
の
ロ

シ
ア
乙
女
。

ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ラヴ獨立蓮動への鐵の如き意志も、正義と光明への火の如き愛も、ゴンドラたゆたふゴ晶スの入江に漸淌の悲歌を奏でる。しかし「その翌日」は、農奴解放令の高らかな鐘の昔とともに明け染めた。ロシア瓧會史の一線を、見事に捉へた悠遠の大作である
。
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一

八
四
〇
年
代
の

無
用
人
は
、

七
〇
年
代
の
ニ
ヒ
リ
ス
ト
に
脱
皮
し
た
。

傳統

を
否定

し

進歩

も
否定し、あらゆる權威を徹底的に否定し去るバザーロフは、死に臨んで騨をも否定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳳新莓兩陣營の囂々たる非難の嵐の中から搖らめき出たロシァ・インテリゲンチャの亘大な映像は、歴史の遠心力と求心力を排して、新しい典型に化石した。
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「
父
と
子
」

の
文
豪
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一

八
六
八
年
、

五
〇
歳
の

時
仁
、

「煙

」

に
描
か
れ
て

ゐ
る

ド
イ
ツ
の
温
泉地パーデン・バーデンで、隨想記風に書き始めたロシァ文人、海外滯在、若き日等の回想録。「私は唯の觀察者だ」と屡ζ口にし、作品の中に潔癖なまでに己の顔を出すことを嫌つた作者の人間と文學をゆ全圓的に理解する上に殘された唯一の文獻である。
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「私

は
あ
は
れ
む
、

自
分
自身

を
、

他
人
を
、

あ
ら
ゆ

る
人
々

を、

獸
を
、

鳥
を
…
…

生
き
と
し
生けるものを。」憂愁の観照者、哀切の詩人ツルゲーネフ晩年の日々は、美しい無韻の詩となつた。悠久の山河に刹那の生命を感じ、儚い花鳥に不動の形象を眺めつつ、すべてを玲瓏たる珠玉に結晶せしめた此の小品集は、逸すべからざる異色の一卷である
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イ
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あ
つ
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と
と
も
に
、,

彼
の

作家活動の方向を決定するものであつた。そこに描かれる主題は「當時の秕會的矛盾から生れた個人と環境の悲劇的な相剋であるが、瓧會的不正に對する個人の抗議と貧し
、き人々の反逆に、ドストエーフスキイのヒューマニズムがよく現れてゐる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'
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空
な
ド
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ッ
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市
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お
け

る
ロ
シ
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貴
族
の家

庭、

フ
ラ
ン
ス

人、

イギリス人などの間に演ぜられる戀愛と物慾と冒險本能の交錯する異色ある作品「賭博者」は、ドストエーフスキイの内部に根強く潜んでゐた賭博本能を骨幹とし堂々と賭博哲學を展開した小説で、ドストエーフスキイの作中ユニ!クな意義をもつてゐる。
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中
に
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獵奇

的祕

密
の
絲を繰り擴ザ、最後まで讀者の好奇心を掴んで放さないドラマチックな構成をもつて展開される「虐げられた人々」は、ドストェーフスキイ文學の特徴と、その典型的手法を鮮明に現したものとして彼の文學への恰好の入門書と言へよう。

ドス

ト
エ
ー
フ
ス
キイ米川正　夫

譯

永

　
遽

　
の

　
良

　
人

荊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

※
÷

㌧

現

實
は

屡
ー

夢
幻
に

似
、

夢
幻
が

時
に

現實

以
上
に

迫眞

性
を
帶
び
る、
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ペ
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ブルグの裏町、妻に裏切られた見窄らしい一凡人は、笑ひと涙、呪詛と感激の相交錯する滑稽な煩悶の末に、間男された「永遠の良人」'として終る。「訂痴」と「悪靈」の間に現れ、恰も蒐狂ふ颱風の不氣味清澄な眼を思はせる凝縮された均齊美の心理小設
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が完成した合理的宇宙《水晶宮》の彼方に、個性の絶對自由を憧れて熾烈な自意識の極北に立つた男。鬱然たる亘匠がその造型を完了した時、後期の大作の鍵はここに提示され、世界文學は現代精紳の不條理の主題を初めて己の所有としたのである。
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同
情
者
と
し
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し
た
ド
ス

ト属iフスキイの創作の興味は、「地下生活者の手記」を轉機として瓧會問題に向つて轉換して行つた。その傾向を具體的に作品として形象したのがこの「罪と罰」であるが
、その纖細深刻な心理解剖と深い哲學的思索は彼の存在を眞に世界的ならしめた。
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、
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書いた作者の意鬪は、眞に美しい肯定的な人間を描くことであつた。圭人公ムイシュキン公爵の單純にして清淨な精紳、限りない愛の要求に形象された生き生きとした入間像こそ、ドストエーフスキイの藝術的天才が見事にはたした愛の思想の造形であつた
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'意圖の雄大、小読的構成の複雜、哲學的逹觀の深遠さにお

い
て
「
フ
ァ

ウ
ス

ト
」

を凌

ぎ、
'人間愛の熾烈、宗教的信仰の高邁さにおいて「紳曲」に劣らないと言はれるこの長篇小設は、ドストエーフスキイの藝術・思想・信仰の一大綜合であり綛決算である。それは人間乏脚との間に架けられた貴い橋であり、永遠に心の糧となる啓示の書である。
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活
の
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事
な
再
現
で
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・
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ニ

ナ
」には、ペテルブルグやモスクワの華麗な瓧交界と、農村の地主の生活とが、圓熟の極に達した文豪の筆によつて縱横に描寫せられ、眞にリアリズム文學の最高點を示↓てゐる。しかも人間心理への鏡利な洞察は、この傑作を人類の文學たらしめてゐる。
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上
の
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」

と
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讃
せ
し
め

た
ト
ル
ス
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イ
の

民話

は
、

彼
の創作の最高峰の一つをなしてゐるが、「イヴンの馬鹿」はその中でゼ最も人口に膾炙したもので、そこにはトルストイの宗教觀のみならず、瓧會観、政治観までが最もロシァ的な民話の形式に、驚くべき巧妙さで織込まれ、特筆大書すべき價値を持つてゐる

。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　脚
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宗教

的
轉
回
以
後
の

文
豪
を
支配

し
た
藝

術觀

を
集
約
し
た
も
の
。

藝
術
を
人類

永遠

の

進歩

團結に寄與せしめようとする一種の藝術功利読であるが、結論よりもむしお所読の展開そのものに、文豪の該博な知識と透徹した理解力が横溢してゐて興味深い凶.「アンナ
・「カレーニナ」の文豪がその大作を否定するといふ逆説に於て提出した藝術論である。
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悔」
「
わ
が
宗教

」
に
次
い
で、

文豪

は
自
ら計

畫
し
た
貧
民救

濟事

業を

基
礎
に
宗
教
に裏

附けられた肚會問題の解決へ向つた。政治・軍除・裁判・私有權等、・總て入間の自由を束縛する暴力として彼獨自の冷徹周到な解剖批判に曝された。　「死の家の記録」に比すべき本書において、彼は純然たる宗教的無政府圭義者たる自己の姿を明瞭にした。
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嫉
妬
の
果
て
、

不貞

の

妻
を刺

殺
し
た夫

の
・告白は、恰もクロイツェル・ソナタのプレストにも似た激情と呻吟を奏でる。悪を恨み、肉慾を否定する高齢の苦業者トルストイが、キリストの理想と人類の目的といふ課題-聴、生涯をかけた眞牽な勇氣、稀に見る迫眞的表現力名以て究明した性慾小設。'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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術
は
人
生
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爲
に

盆
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
宗
軟鈎

感
情
を
土
臺
としなければならない」と宣言したトルストイが、その高遠な藝術觀を自ら具体化し肉づけした「復活」は十九世紀が生んだ世界最高の文學として萬人に愛讀されてきたが

、それは薄倖の少女カチユー艶ヤをめぐつて展開される魂の再生の記録である。
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溶
暗
の
舞
臺
に

登
場
し

賓
天
才
作
家
は、動きと色と音を一個の寂光と化して人生の奈落に投映tた。涙によつて深められた笑ひは、思想よりも豐かな入閲への愛を湛へつつ輕快の筆を走らせる.繊細な感受性と象徴的表現は、早くも創作形式に新境地を拓き、數多きこれらの好短篇を産んだ。
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生
一

本
な

熱情

に
燃
え
て

反動

政
策
と
複
雜な實肚會に抵抗し心身共に疲懲し盡し、病身の窶、借財、更に度を過したサー玖ヤの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.㌔愛の重荷に耐へ得ず、ある漠とした罪の觀念を内に感じて自殺し・、行くイワーノフ。それは暗澹たる過渡期r主れたロシア知識人の典型的悲劇であつた。處女長篇戲曲。
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の
四
大
戲
曲
の
一

に

敢
へ
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れ
る
「
か
も
め
」

は
表
現
形
式
の
清
新
さ
と
、

イ
ン
チ
メートな深い抒情詩美を持つすぐれた作品であるが、作の底を流れてゐる思想的色調は

、チェーホフの絶望的人生觀であり、思想的に救ひや光明はないが、そこに盛られた人生觀照の眞摯さのゆゑに強く讀者の心を打つものがある。
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莊
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と
そ
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有
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に

は、

悲
し
い

落
日
の

夕
映
が
訪
れ
た
。

丁
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と
古木

打
つ

斧晋をめぐつて、地主貴族一家と落札商人の悲喜交々。やがて曙光のほの見える頃、新しき門出への盡きの名殘も、遙かなる靜寂の中へ淌えてゆく。温いペーソスとユーモアを以て新舊時代の交替を柔かく描き出んた名作一幕物。詩人の白鳥の歌となつた。
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た
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冷
酷
無
慈
悲
な
人
生
に
對
し
て
、

そ
れ

相應の返報をせねばなら沿」と㍗ふ晩年のザェーホフは、死の接近とともに悪への宣戦　　　　　　　　　　　　　　　　　臨を布告した。今や、瓧會の陷穽と變じた人生の奈落からは暗黒の舞臺へ強烈な光が投上げられる。鏡い諷刺と簡潔な文饅は革命近き大草原の上に無數の旗を飜へした。
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フ
が

四
一

歳
で
女

優
ク
ニ
ッ
ペ
ル

と
結婚

す
る
に

至
る
ま
で
、

作
家
で
人

妻だ

つ

た
筆
者と祕かに戀し合つた約十年間の記録。ソ連でもつい近年になつで初めて公表され、これによつてチェーホフ晩婚の謎その他、傳記的塞臼の解明されたことが多い。なほ懇切な譯註と詳しいチェーホフ年譜、及びブブノワ女史筆の插畫が添へられてゐる。
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村、

病
葉散

る

莊
園
に
湖
畔
の
小
都
市
か

ら韃

靼
の

曠野

へ

と、

不
思議

な

宿命

に

飜弄されて、果てしなき漂泊を續ける男の冒險とロマンスは、萬華鏡の幻想に滿ちてゐる。そして、人生の最後の波止場、茜色に輝く修道院に彷徨へる情熱が眠つたとき、魅はしの魔力は去つた。縹渺たる近代民間傳設の風韻ただよふ純・シア的な逸作。
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も
牢
屋
は

暗
い

…
…」

帝政

期
ロ
シ
ア
の

陰
慘
な

地下

木
賃
宿
を
舞臺

に
、

希
望
を失ひ生活にひしがれて人生の〈ナ・ドニエ〉に呻く群像の、拔き差しなら幻ギウギリの表情と叫びは、さうした生活にも捨てぬロシア民衆の底拔けの樂天性を祕めつつ、あらゆる人間の胸中に浸み透る。既に無敢の上演を記録してゐる古典的名戯曲。
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÷
孛

バ

ラ
色
に
輝
く
老
爺
嶺
の
山

頂
に
猛

虎
「

王
大
」

は
眠
る
。

遙
か
な

る樹

海
は

雷
鳴
の
如
き

咆哮

に充ちたその一代記を祕めて紳祕である。野猪、羚羊、黒熊、狽群、そして犬と獵師たちIi密林の王者の歩んだ遘は爭闘の逹續であつた。今なほ化石となつて眠るといふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
,♂山紳王大、豐麗な滿洲大原始林に響き渡る啄木鳥の嘴昔が傳へる秀拔な動物譚である。/
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　ト古いコサック民謠が流れるドン地方に互大な農村集團

化
運動

の

鍬
が
振
り

下
さ
れ

た。
-

無知を啓き、妨害を排し、矛盾を克服して建設の事業は進む。敵々の悲喜劇を生みつつも、豐饒な黒土暦からは新しい生命が甦へつた。これは、「靜かなるドンし以後の農民達の姿とコルホーズの營みを、強烈な太陽の下に歌ひ上げた一大敍事詩である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
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晝
と
な

く

夜

毒
く

全
二
册

姫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
÷

‡

　
溜

ヴ
ォ
ル
ガ
と
ド
ン
の

彎
流
す
る

處、

炎
々
と
燃
え

上
る
丘
は
古
都
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ

ー
ド
の

市
街で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もある。果しないステップを越えて默々と戦線に復歸する赤軍大隊。かくで獨ソ國運

を賭しての大攻防戰が始まつた。從軍記者として第二次大戦に轄載した作者が、大攻勢
-に轉ずる直前の最も絶望的に苦しかつた七十晝夜を描いた異常な記録小設である。
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赤

〆
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シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア

　
本

多

顯

彰

譯

　

ハ
　

　

ム
　

　

レ

ツ

　
　
　
　
　
一

.
÷-‡

餘
り

に
も
有
名
な
四
大
悲
劇

の

一

(
=

ハ
〇
二
年
初
演
)
デ

ン
マ
ー

ク
の
王
子

ハ
ム
レ
ッ
ト
が
毒
殺

さ
れ
た
父

の
亡
靈

に
導

か
れ
て
叔
父
と
母

に
復
讐
し
自
ら
も
刄
に
弊
れ
る
哀
話
。
、
8

冨

o
『
59

8
冨
、

の
獨
臼

に
象
徴
さ
れ
る
深
刻
な
瞑
想

型
の

ハ
ム
レ
ッ
ト
が
、
む
し
ろ
自
己
克
服
を
通

し
て
行
動
の
完

成

に
至
る
性
格
發

展
を
見
事
に
描

出
し
、
將

に
世
界
最
高
の
古
典
と
し
て
不
朽

の
悲
劇
で
あ

る
。

バ
　

イ
　

ロ　

ン

岡

本

成

蹊

譯

海

賊

ヤ

シ

ヨ

ン

の
囚

人

隷

　
　
　

燕
※

　
テ
　
　、晶
　
　
ス
　
　
ン

　
田

部

重

治

譯

.
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!

ッ

ク

・

ア

ー

デ

ン
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他
三
篇

　
　
　
　

赤

　
　
・攣

村

　
岡
　
　
勇

譯

ラ

ム

シ

エ
イ
ク
ス
ピ
ア
物

語

ひ

き

き

亀
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45

|

赤
《
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》

チ

ャ
ー
ル
ズ

・
ラ
ム

山

内

義

雄
一譯

幻

の

子

供

た

ち

《
エ
リ
ァ
膸
筆
抄
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

÷
※
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61

|

赤
《
　
》

浪
漫
期
の
全
歐
を
風
靡
し
た
情

熱
の
詩

人
は
作
品
の
中

に
大
膽
奔
放
な
自
己
表
白

を
な

し
た
。
收
め

る
二
篇
の
長
詩
は
そ
の
絢
爛
華
麗

な
表
現

の
中

に
、
詩
人
の
人
間
觀
、
戀
愛

観
を
盛
り
、
自
由
を
求

め
る
烈
々
た
る
熱
情

を
奏
で

る

.
波
瀾
萬
丈

の
局
面
轉
回
を
縫

っ
て
、
強
く
打
ち
出
さ
れ
る
純
潔
孤

高
の
人
間
像
は
、
香

り
高

い
抒
情
を
纏
う

て
、
全
世
界
を
熱
狂

せ
し
め
た
詩
人
の
姿
で
あ

つ
た
。

妻
や
子
供
を
幸
幅

に
す
る
た
め
に
イ

ノ
ッ
ク
は
海

を
越

え
て
稼
ぎ

に
行

つ
た
。
か
く
て
十
年
の
歳
月

を
經
て
歸

つ
て
み
れ
ば
、
妻

は
他
の
男

に
嫁
し

て
幸
幅

に
暮
し
て
ゐ
た
。
・i
l
こ
の
悲
劇

の
ス
}
ー

リ
イ
は
あ
ま
ね
く
世

界
に
知

ら
れ
て
ゐ
る
が
、
詩
人

は
こ
れ
を
美
し

い
自
然
描
寫
を
交

へ
て
牧
歌
的

傑
作
と
し
た
。
亡
き
友

を
偲
ん
で
切

々
と
響
く
挽
歌

「
波
を
聽
き

つ
つ
」
他
二
篇

を
併

せ
收

め
た
。

「
エ
リ
ア
隨
筆

」
の
著
者

が
發
狂

し
た
姉
を
見
守
る
靜

か
な
日

々
、

エ
リ
ザ
ベ

ス
朝

の
古

典
に
遊
び

、

シ

エ
イ

ク
ス
ぜ
ア
の
主

要
な
作

品
二
十
篇

を
選

ん
で
物
語
風

に
綴

っ
た

の
が
本

書
で
あ
る
。

シ
ェ
イ

ク

ス
ピ
ア
劇
の
入
門
書
と
し
て
廣

く
知

ら
れ
て
ゐ
る
が
そ
の
理
解

の
深
く
正
確
な

こ
と
、
表
現

の
典

雅
で
秀
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
本
書

に
原
作

を
離
れ
た
獨
自
の
讀
物
と

し
て
の
面
自
さ
を
與

へ
て
ゐ
る
。

收
め
る
と

こ
ろ

「
南
海
商
會

辱
以
下
十
六
篇
。

ラ
ム
が

エ
リ
ァ
の
筆
名
で
當
時
の

ロ
ン
ド

ン

・
マ
ガ

ジ

ン
に
連
載
し
た

エ
ッ
セ
イ
で
、
床
し
い
ユ
ー

モ
ァ
と
し

み
じ
み
と

し
た
ペ
ー

ソ
ス
が
交
錯

し
、
自

己
の
體
驗
、
印
象
な
ど
㌔.
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
好
み

の
古
雅
な
文
體

に
盛

ら
れ
て
芳
醇
な
香
氣

に
寓

む
作

英
國
髓
筆
文
學
の
最
高
峰

に
位
す
る
浪
漫
復
興
期

の
傑
作
。
各
篇

ご
と
に
剴
切
な
解
設
を
附
す
、

乳

　

　
解v

外

國

文

學

〔
イ
ギ
リ
ス
〕

〆

九
五

r
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3フランケンシュタイン鰡　　　　　　　　　　　　　　噸ウ噛

こ
の
生
き
た
人
造

入間

の

物語

は映

畫
で
巳
に
お

馴染

だ
が
、

案
外
、

原
作
者
が

高名

の

詩人

の
夫人であることは知られてゐない。彼女は小設家としても一家をなしてゐたがh俗惡で

、'ない怪奇小読を書かうとの試みが本書の誕生となつた。この超自然を扱つた幻想物語は當時の世人の怪物と見えたロマンティストの誇りと惱みを象徴したものと言ぺる。
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1ー

ー作者潔ヤスケル夫入の獨創性が一番あらはれてゐる傑作であるとともに、イギ

リ
ス

文學の古典として特異な價値をもつ「クランプオード」は、キリスト教的邁義心にささへられた獨特のペーソスとヒュ㍗マーが、淡々とした文髓ににじみ出て、人間に對す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らる作者の深い理解と同情がうかがはれ一讀者をして思はず涙ぐましめる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ートー5　　1　1　　ー　　ー　　　1　↓　　I　　　　l-　lItー　　　ー　　i
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鯉
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ー
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茸

‡
　
禪

デ
ィ
ケ
ン
ズ
が
そ
の

肚會

思想

家、

人
道
主

義作

家
と
し
て
の
傾
向
を
示
し
た
こ
の

作品

は
、

汚
穢醜汚をきはめた下暦杜會を背景として、殘忍な惡漠や奸智にとむ悪黨、椛力を笠にき.る小役人等の間にあつてもみくしやに、されるみじめな孤兒を踊らせっつ、はげしい瓧會抗議を企てたもので、十九世紀寫實主義の代表的傑作である。
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ー1貪慾無噺な入間と可憐な少女とを配して、悪辣な學校經營の眞相を描破したこの小設には、貧しき人々の惨めな朕態に同情し、とくに被搾取階級の少年少女たちの境遏に深い愛情をそそいだディケンズの、い齟はゆる温情的杜會主義の立場が見事に表現されてゐる。事件の發展の面白味に、作者獨特の技倆が發揮されて興味がつきない。
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　,豐か

な
ヒ
ュ

ー
マ
ニ

ズ
ム
と
、

あ
ら
ゆ
る
入
々

に
通
じ
る
庶
民
的
な
人
間
性
へ

の
理
解
を
生
命
と
するディケンズの名を眞に世界的にした「クリスマス・カロル」は、「散文で書かれたク　　　　丶リスマス覦歌」といふ意味であるが、スクル」ジといふ強慾爺に三人の幽靈を配しつつ、善意のモラルによる人生批評が展開され、愛すべき喜劇となつてゐる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢

/

デ

ィ

ケ

ン

ズ

雛.

籌
お
ろ
ぎ

籌

㍊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
ウ

　「

ク
リ
ス
マ
ス
・

カ
ロ
ル
」

の

成功

に
氣
を
よ
く
し
た
デ
ィ
ケ
ン
ズ
が
、

つ
づ
い
て

書
い
た
ク
リ
スマスものの一つであるこの作品の目的は、こおろぎを小さい家庭の紳にして、物語が悲しい沈んだ場面のときは鳴きゃんでゐるが、ずべてがうまく幸輻になるとき、また・聲高く鳴き出させることである。作者の願ひは貧しい人々への祝藹であつた。
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6

な

る

遺

産

塾
二册

か

　
　
　　

　
　
　

上や

か
　
中・
下
ウ噸

噛
　

嗣

暖
い

愛情

が

家庭

生活

と
人
間
闌係

を
豊
か
に

す
る

と
い
ふ
こ
と
、

そ
れ
が
デ
ィ
ケ
ン

ズ
の
作

昂の全部を貫ねく主題であつたが、彼の一番油の乘った時期に書かれたこの「大いなる遺　　　　　　　　　　　　　　「産」は、主人公が自ら語る身の上話の形で、大きな逾産を相績する見込みをめぐる人間の喜怒哀樂を語つたもので、讀む者にひとごとならn深い感銘を輿へる。
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鱗
廊
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譯
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丘
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各
噸
孛

　
赤

嵐
吹
き
す
さ
ぷ
ヨ
オ
ク
シ
ャ
の

荒
野
を背

景
に
展
開
さ
れ
る
ヒ
ィ
ス
ク
リ
フ

と
キ
ャ
サ
リ
ン

と
の
悲戀を描いた「嵐が丘」が、.一世紀をへだてた今日なほ變ることのない情熱の息吹きを讀者に輿へずにおかないのは、若くして世を去った英國の處女詩人エミリ・ブロンテの見果てa夢がそこに託されてゐるからである。モ;ムは世界最大の小説と讃美する

。
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新

ア

ラ
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噛
噸

洋
の

東
西
に
わ
た
つ

て
萬
人
に

親
し

ま
れ
る

古
い
ア
ラ
ビ
ヤ

の
ロ碑

を西

十
九世

紀
牛
ば
の

英
・

佛を舞臺に再現しようとしたのがこの「新アラビヤ夜話」である。明智と勇氣に富む貴　　　　●公子の・マンスは、スリルと推理の物語りをつなぐ美しい環であるとともに、事件を解決する鍵でもあるが、これは現代にめづらしい傳奇文學の傑作である。
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噛
※
噸

寶
探
し
と
い
ふ
ほ
と
ん
ど
本
能
に

近
い

人
間
の
興

味
や
好
奇
心仁

強
く
訴
へ

る
こ
の

「賓

島
」

は
、しかしけつして單なる冒險物語ではない。作者の示さうとすむ賓島の地圖とは、入生そのものの縮圖であり、ジョン・シルヴアーといふ主入公ののつぽの海賊のすばらしい温情こそ、スティーヴンソンが理想的な入間に託した夢にほかならない。
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ン
ソ
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臨、

海

樓

綺

譚

他
三篇
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噸

噛̀f「

ス

テ
ィ

ー
ヴ
ン
ソ
ン

の
本

領
は
短
篇
小
設
に
あ
る
。

ス
コ
ッ

ト
ラ
ン

ド
の

荒
涼
た
る
海

濱を

舞
臺
にとつた「臨海樓綺譚」は彼の中篇の典型であり、その意表を衝く構成と怠詰る事件の發展は、登場入物の性格とからみ合つて、讀者をスリルと興奮に引込まずにはゐない

。他に「その夜の宿」ママレトロアの殿の扉」、「ベルトリー昌氏のギタラ」を收む。
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ジ

キ
ル

博

士
と
ハ

イ
ド

氏
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博

善悪

二
つ

の
観
念
の
ア
レ
ゴ

リ
ー

を描

き

無意

識の

世
界
に
メ
ス

を
入
れ
て

古
い

倫理

観

念を

去
つた近代心理を象徴的に表現した「ジキル博士とハイド氏」は、二重人格の心理といふ新しい傾向を文藝の世界に持ちこんで、象徴的心理小證の先驅をなしたものであるが

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔紳性と獣性との分裂に惱む現代入の生活に深い示唆を輿へて感銘が深も作品である。　　　　　　　　　　　　　　、
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噛
※

明

暗種

々
相
の

現實

世
界
に

豊
か
な
想
像力

を
驅
つ

て
、

ひた

す
ら生

き
る
喜
び
と
人生

の
驚
異
を巧緻な筆致で描き出したスティーウンソン文學の最高傑作「誘拐されて」ば、スコットランドのヘザーの荒地を背景として、巧みなプロットと息もつ.かせずに讃ませる迫力で、スコットランドの風雲時代を繪卷物のやうに展開し興味を横溢させてゐる。
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卿

赧

　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
.
噛
噸
噸

兇暴

で
人
を
信
じ
な
い
兄
の
ジ
ェ

イ
ム
ズ
と
、

も
の
し
つ
か

で
正直

な

弟
の
ヘ
ン

リ
ー

　
ス
コ
ッ

トランドの名門バラントレイ家にまつはる王位繼承問題をめぐつての兄弟間の憎しみと爭ひと呪ひの悲劇を描いたこの歴史小説は、本質的には「ジキル博士とハイド氏」の二重人格の苦惱と同じ圭題をもち、善と惡との交錯する汰間模樣を織り出してゐる。
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橋
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82若き人々のために　粥

　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
噛
ウ

終
生
青
春を

失
は
な
か
つ
た
作者

は、

肉體

を
む
t
ぱ
む
肺
患
と闘

ひ
な
が
ら、

青
春
の
歩
み
に
出倉する懸愛、結婚、友情、思ひがけa死の問題を、目的地を定φぬ旅の愉しみを味ひつつ思索した。詩情と陰影の漂ふこの勝れた』ッセイ集は若き覧女に與へる彼の心かもなる遉書と言ふべく、酊體を超えた苦行的純粹と叡智の光に輝く青春の書である。
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●

中世

に
ア
ラ
ビ
ア

人
の

手で

集
大
成
さ
れ
た

近中

東
の
民
間傳

承
で

世界

の
一

大
奇
書
。

物語

の
總　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂教一六九、史話・架室譚・艶笑諢・寓話等に分れ絢爛多彩、サラセン文化の猝は勿論鴬時の下情をも闊逹に寫し得て妙。少い原典謬中質量とも随一の定評をもち殊に從來抹殺されてゐた素朴な性愛描寫を復元した異色版。全譯は本邦嚆矢。挿繪他多数收録。
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神

嘆議

僻
國
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ア
リ
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概

　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
噸
噸

「六

歳
か

ら
六
〇歳

の
子

供」

の
好

伴侶

と
し
て
、

英
語
國
民
の
日常

生活

の
な
か
に
と
け
こ

ゐ
でゐる童話文學の傑作。チェシャ猫、氣狂ひ帽子屋、三月兎、まがひ海亀、ハートの女王、教訓好きの公爵夫人等、一癖あるものばかりが活躍し、全篇にイギリス人好みの(眞顔のユーモァ》が漲つてゐる。テ昌エル甕伯の插繪は天下一品の譽れ高いもの。
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、

ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
ほ

零近

代人

に
と
つ
て

興味

の
深
い
題
材
は
な
い
が
、

ペ

イ
タ
ア
が
こ
の

古
典的

名著「〃ネッサンス,」で行つたことは、近代人に見失はれた人間の恆久的な影像を明確に呈示することであり.その着眼の的確さと表現の精緻さによつて不朽の償値を保澄されてゐる本書は、新しい時代の首途にみる現代に最も現實的な徹味をもつて泊る。
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右
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夏

耿
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介
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噛

一

八
九
六
年
パ

リ
藝
術
座
で
初
め
て

脚
光
を
浴
び
て
よ
り今

日
まで

變
ら
な
い

喝
采
を博

し
て
ざ
た新櫃漫樣式劇晦サロメ」は、もともと寸ラ・ベルナアル夫入に捧覧ために作られたものであるが、まつたく新しい感覺に基く疉み込みの近代劇的最大ステーヂ・エフエクトを實現して近代劇の歴史に不朽の功績を築いた。ピヤヅリーの插繪を併せて收めた

。
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噸

乙

サ
ス
ペ
ン
ス

で巧

み
に

観客

を引

つ
け
る
隙
の
な
い

構
成
の

美
し
さ
と
、

非
現
實

的な

ま
で
に

洗煉　された壷詞のスタイルの魅力こそワイルドの戲曲の心髓であるが、この「眞面目が肝　心」は、そのやうな装飾藝衛品としての形式美が、輕妙酒睨な逆説的轡詞と、胸のす　くやうな場面轉換の快調さをもつて運ばれるワイルド喜劇の代表作である。
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幸
　碣

な

王
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噸　　　　　　　1ーーー

幸
幅
と
不
幸
、

羨望

と
嫉
妬
、

そ
し
て
強
さ
と
弱
さ
な
ど
、

樣
々

な
人間

の

心情

の

傷
が
、

死
の
悲しみと愛の優しさの中にほのぼのと語られるこれらの童話は、朝の露も乾か組ヒースの花のごときすがすがしさだ廿がその心を捉へたグンデイの詩人オスカー・ワイルドが、自ら見出した最も容易で逋切な自己表現の場に他ならない。
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ワ叩

イ
　
　
ル
　

ド.菊池弌}鐸

ボ
リ
ア
ン
・

グ
レ

イ
の
畫

像

赧
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や
噸
噸

「
反
對
な
ら
い
い

ん
だ
、

い
つ

で
も
若
い
の
が
僕
で
、

年
を
と
る
の
が

繪
だ
つ
た
ら
…
…」

か
う
して青春と美貌を永遠に獲得したドリアンは、敦々の享樂の果℃、十敏年經て再び自分の畫像の前に立つた。そして老の醜さと過去の罪惡とで見る影もない省像を短劍で突通した時、彼は却つて自分の胸を突刺して死んでゐた。世期末唯美文學の誓言的傑作

。
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家

赧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噛
や

醜
惡
な
身
體
に

生
れ
つ
い

た矮

人
が
自己

の
醜
悪
に
氣
つ
い

た
と
き
の
絶
望
。

い
と
し
い

懸
人ゆ

ゑに自分の靈魂を逍ひ出す漁夫。苦しみのはてに訪つれた幸せを抱いてはかなくも淌え广・ゆく美少年。人間の不幸と、そ↓て更にその不幸の性質を見逃さなかつたワイルドのこれらの寓話の隙間からは、あざやかな二十世紀的なものの光がさしてゐる。
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噸

象
牙
の
塔
よ
リ
ゲ
ヘ

ナ

の
劫
火
に

堕
ち
た
人

間
ワ

イ
ル

ド
の
ヒ
ュ

ー
マ
ン
●

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
.

ク
イーンズベリ侯爵を名譽毀損罪で訴へ逆に二年の懲役を判決された彼が、信院のやうな

、囹圄の生活の中で、ヴェルレーヌが「叡智」に想ひを凝した如く、靜かな内省と思索　　　　　　　　　　　　　　　　卩を筆にのぜた。この懺悔録には一代の才人の苦惱と傷心が生々しく吐露されてゐる。
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ナ
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弱

1
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騒
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ズ
と
獅
子
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噸
噸

飆
刺
と
皮
肉
に
み
ち
た
作
風
を
匂
つ

て
現
代
イ
・

ウ
ス

文學

に

獨自

の
光
彩
を
放
つ
バ

ー
ナ
ド
・

ショーの戯曲のうちでも、この「アンドロクリーズと獅子」は抱腹絶倒とも云ひうる作品で、ローマ帚國時代のキリスト教徒迫害を、最大の課刺をこめて痛快に描き出してゐる。ショーは必ずしも宗教を擁護するのではなく掖力を煮劒ずるのである。　-
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　86蜘蛛　の巣の家粥

　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　

噛
噸
噛

フ
ロ
ベ

ー
〃
や
ゾ
ラ
の

影響

を
受
け

た作

者
は
、

下
層
中
流
階
級
の

腐實

的歴

史家

と
し
て
、

好
んで杜舎の悲惨な面を描いた。自分の家をもつ二とを一生の念願にしてゐる蜘蛛の巣の家の佳人に、家や財産をもつより畑を耕して暮したいと言はせるペシミズム、それは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'世紀末の文明裡に呻吟ぜる教養ある平凡人の苦惱の聲として我々にも身近かである。
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翊 、文化果つるところ全二册40　　　　　　　　　　　　　　各‡　赧

二

十世

紀文

學
に

於
る

新
コ

ス
モ
ポ

リ
タ
轟

ズ
ム,
と
し
て
最
も
顯
著
な
徴候

を
顯
し
た
の
が
、

コ
ンラッドである。一片の板切に命を託して海と闘ふ船乘生活に新しい道徳を引入れて、.前世紀の小説観念を打破した海洋文馨の第一人者は一大自然に生命の息吹を奥へる事によつて息詰る顧廠から鮮かに逃避文學を誕生させた。原題は「島の除け者」。　・　一
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ツ

松
村
み
ね
子
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噛

古色

砦無

た
る
〆

イ
ル
ラ
ン
ド
の

傳統

に

培
は

れ
た

薄明

の

詩人

が
、

ケ
ル
ト

紳話

に
發
想
す
る
漂渺たる幻想と紳祕の象徽世界を創出したこの作品は、我が國の能舞臺にヒントを得て創られたものとして有名であるが、貧しい風土に發する陰慘な雰圍氣が、榛の枯葉に埋れた藩井戸に、不老の水の湧く時を待つ老人のなかに見事に象徴されてゐる。
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52動物園に入つた男溜

　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　

噸

戀
人
と
の
痴話

喧嘩

か
ら動

物
園
入
り
を
志
願
す
る
男
を
語
つ
て
最も

痛
烈
な
合
理
的
お
伽
噺ゆ

人の慧表を突く荒唐無稽な物語設定の中に、動物園の檻が象徴する近代入の愛の斯絶が、それの克服への斬りを祕めた強烈な瓢刺を以て追求されてゐる。「ガリヴァー旅行記」以來の英國楓刺文學の傳統を見事に現代に生かした作者の傑作として有名である。
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川
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66ヴィクトリア女王鄰
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噸

噸

噸　　ーし「　【「「脚

「
よ
い

傳
記
を

書く

の
は、

よ
い

生涯

を
生

執
る
の
と
同
程度

に

困難

な
こ
と
だ
」

と
告白

す
る
ストレイチイが.それまでの傳記作者を葬儀屋にた㍗ぺ、傳記を藪術に高めるために全身を賭けて書いたのがこの作品である℃八十一年にわたつたヴィクトリァ女王の性格と氣質が、作者の蛻い心理的洞察を遞して、見事に浮彫りされてゐる。
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戀
人

耋册

蜘

　
　
　　

　
　
　　

上
・

下
噸
噸
　
中
噸
塾
や
　

赤

母
へ

の
エ

デ
ィ
プ
ス
・
コ

ム
プ
レ
ッ
ク
ス
に

惱む

思春

期
の

初戀

か
ら

豊艶

な
入

妻
へ

の歪

ん
だ性の放滾敍事詩。その幕切は、母を失つたロレンスのフリーダを得るまでの暗黒の心

境を傳へてゐなが、同時に作者が新しき出發の爲に、心を壓する過去の亡鑑、母の想出に捧げた挽歌をなしてゐる。彼の「文學」と「人閥」を知る上に必讀の牛自敍傳的傑作。　　　　　　　　　　　"
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生涯
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者
を惱

ま
し
た
心
の

凝
で
あ
つ

た
が
、

性
の

紳祕

を
描
い

た
「

處女とジプシー」は彼女の姦通を正當化する試みの一つである。唱次大戦後の處女の生
活と性の観念化を批判した「戀の道」、男女間の怪しい引力關係を象徴的に描く「二羽の青い鳥嘱以上晩年の三篇と、初期の病的な迄に惨酷奇怪な「薔蔽園の影」を併せ收めた

。　　　　　　　　　　　　　　、
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圓

齠

早
熟
の
天
才
兒
セ
バ

ス

テ
ィ
ア
ン

を中

心
に
多
種
多
樣
な
人
物
を
登
場
さ
せ
て

現代

瓧
會
の ,混

亂
を描きつつ、人生いかに生くべきかを追求した傑作である。作者生得の分析的、批判的な知性と、イギリス人らしいプラグマティックな考へ方が、紳祕宗教的な言設の間か,㌧執拗に顔を出して注目されるが、死後の苦悶を描く筆は異樣な迫力を帶びてゐる。
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卜六人の男女を導く遲命の波濤を、もつぱら彼等の内的

獨白

を
通
し
て
、

心理

的
海
面
下
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O靜譜の底から深沈と奏でた巧緻夢幻な管絃樂的傑作。「意識の流れ」の新文學方法は、この象徴散文詩とゼ稱すべき「波」において純纏度の可能を樹めたが、現代英文學屈指ρ閤秀作家は、、今次大載中その餘りに繊細な紳経に耐へ切れずウ■ズ河に投身した
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英米

文學

に

携
は
る
も
の
が

最初

に
讀
む
べ

き
も
の

と
な
つ
て
ゐ
%

「
ス
ケ
ッ

チ
・
ブ
ッ・
ク
」

は
、アーヴィングの最も有名な代表作であるが、そこにあらはれた思想はきはめて健全であり、ヒューマニスティックであり、そして變化に冨んでゐる。蹟者は本書を通して英國を知ることができ、またアメリヵ人の英國に對する感情をうかがふことができる
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十
七
世
紀
の
ポ
ス

ト
ン
を
背
景
に
書
が

れ
た
こ
の

小設

は

單
な
る

歴史

小読

で
は
な
い
。

入
間
の

無常と悲哀を象徴的に描きながら、ホーソンは永遽の人間の塊の問題を逍求したのであつて、不義のしるしとしてヘスタアの胸に烙印された緋文字Aこそ、ホーソンの創作意識のながに長い間宿されてゐた罪の意識の象徴に他ならない。
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憂
愁
ど
恐
怖
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怪
奇
な

詩的

幻
想
に

溢
れ
る
ポ
ォ
の

作
品
は
、

す
で
に
一

世紀

近
く
を
へ

た
今
日
なほ新鮮な魅力をもつてユニークな光輝を放つてゐるが、本書は、ボードレール、マラルメなどフランス象徴派の詩人をはじめ、英獨露の世紀末文學に深い内面的な陰騎を投げ輿へたポォの代表的傑作をあつめた短篇集である。　　　　　　　　　・・
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現代

が痛

切
に

惱
み
、

そ
の

超
克
を迫

ら
れ
て
ゐ
乃
近代

精紳

の

悲
劇
を、

一

世
紀甎

け

て自

己
の宿命の劇として演じたポォの推理小説は、安協を容れ旧嚴しい藝術的氣品をもつて現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　■代入の感受性に強烈に訴へてやまないが、ここに收められた三篇の作品には、さうし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厂たポォ文學の特質が、恐怖と戰慄のうちに見事に形象されてゐる。
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一

哩半
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り離れたウオールデン池畔の森に自らつくつた小麗の中に住んだ生活經驗の詳細な報告

書である本書には、ギリギリの條件にまでひきおろされた状況における人生の慧義が根唱源的な深さのなかで追求され、機械化された近代文明への鏡じ批判があむ。　-
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電南北載爭に特志看護婦として奉仕したオルコット女史が、一書店のもとめに

應
じ
て
自
・らの少女時代の思ひ出を綴つたのがこの「若草物語」であるが、生涯孤獨のうちにひたすら家族の幸幅を念じて文筆に親しんだオルコット女史の慈愛ゆたかな詩情が、逆境に打ち克つて幸嘔をかちとる美しく涙ぐましい物語を涌して人々の心を強く打つ。
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「
こ
の
幕
が
再
び
引
き
上
げ
ら
れ
る
か

否
か
は
、

ひ
と
へ

に
こ
の

『
リ
ト
ル
・

ウ
ー
メ
ン
』

と呼

ば・れる家庭劇第一幕の評判如何による」、と結んだ前篇のすばらしい評判にはげまされて書いたこの績篇は舞亳もニユーヨークからヨーロッパへと繰軌櫨げられ、現實性に富んだ登場人物たちの喜びや悲しみは、ひしひしと讀むものの胸に逍るものがある。
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質
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灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噛
噛

,　　黜

南北

載爭

直

後
に

材
を
と
り
初
め

て
都
會
に

出た

一

少
女
ポ
リ

ー
が
、

戦後

の
め
ま
ぐ
る

し
い

新風潮に眼をみ拡りながら、さまざまな體驗をへてゆく物語である。ポリーは多くの缺點もあれば惱みもある人間的な一少女に過ぎないが、その純情で昔氣質のひととなり
は
、年代と場所をへだてで今日のアプレ・ゲールの風潮に健康さを投げ輿へるであらう。
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噸
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「
昔
氣
質
の
一

少
女
」

が
發
表
さ
れ
る
や

異常

な
反
響
と
共
感
を
呼
ん
だ
が
、

そ
の

要望

に
應
へ

て更に書きあげたのがこの小設である。前篇よりもやや年長の少年少女を對象としてゐるが、オルコット女史の才筆はここでもユモラスな美しい物語を描き出して、最後の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「章に至るまで卷をおかずにポリーとともに胸をはずませ、ためいきをつかされる。
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新
し
く
開
拓
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
新
鮮
な室

氣と

粗野

な
生
活
の

な
か
に
、

ゆ
か
し
い
人

情と面自い迷信につつまれて、生々として成長し、冒險し、發逹してゆく少年たちの姿卸のびのびとした筆致で描かれるこの小設は、同時にまたあらゆる國、あらゆる民族
の少年に共通するものを含んでゐて、世界文學にユニークな位置を占めてゐる。
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マ

ー
ク
・ト

ウ
エ
イ
ン

の

代表

作の

一

つ

で
あ
る
こ
の

小
設
は
、

歴史

的
ロ
マ
ン
ス

で、

王子

と
乞
食　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「がその身分をしばらく置換へ、峻嚴苛酷な國法に惱む貧民と、煩はしい威容儀禮に苦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dしむ王者とのそれぞれの立場から世の中を見直すといふのが}篇の骨子をなしてみるが、四百年前の英國の習俗がリアリスティックに描寫ざれてゐて奥味が盡きない。
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　●舞踏食の夜、耀くばかりの美青

年
に

少女

の
胸
は妖

し
く

震
へ

た
。

父の

烈
し
い
反
對
、

悲戀

、更に父の死と、身を切る不幸を背負つて歩むキャサリン、彼女の成熟した眼に再び現れた中年の墓藐遊蕩兒は最早何の感興も起さの。'永逹の戀を胸に、嚴しい心の室虚を踏み堪へ。て生きる女心の繊細な葛藤を浮彫にして、アメゾカ文學開花期を彩る傑作。
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深
し
閉
さ
れ
た

因習

の
な
か
で
悲
蓮
と不

遏
を
か
こ
つ
か

た
く
な
な
老侯

爵
に
、

天
使
の
如
く
純眞な小公子を配して展開されるこの美しい物語が、國境を越えて、今日なほ名作とし

て
、世界の多くの人々に親しまれるのは、そこに人間の正Lい愛情が美しい筆で力強く表現されて、讃む者の魂を清め心を高めずにはおかないからである。
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飼
犬
の
バ
ッ
ク
が
ム

と
し
た
こ
と
で
誘
惑
さ
れ
、

金鑛

景
氣
の
ク
ロ

ン
ダ
イ
ク
へ

蓮
れ
て

行
か
れ
る
軌樣々な人に苛酷な仕打を受けるがその訓練に堪へて橇犬として成功し、つひにやさしい主人を得て名犬振りを發揮するが、「野性の呼び聲」にさそはれて再び荒野に身を投ずるといふ物語りで、動物の一生に人間の生き方を描いた作として有名である。　　　　　　　1
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山
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噸
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犬
の
血
の

混
つ

た狠

の

仔
が
、

最
初
は
ぞ
ン
デ
ィ
ヤ
ン
に
、

後
は白

人
に

飼
は
れ
て
段
々

と
飼犬

にならされてゆく。アラスカの酷烈な大自然を背景としてそこに佳む動物と人間の生態,が澄刺と描がれてゐるばかりでなく、金鑛ブームをめぐる人憫の生活の明暗が見事に浮彫りされてアメリヵ肚倉主義小讃の先驅をなす名作である。　　　　　.
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前世

紀末

の
變
動
期
の
ア
メ
リ
カ
壮會

を
背
景
に
、

そ
の
肚會

的矛

盾
に
あ
へ

ぎ
つ
つ
非
情な

人
間　　　　　　　　　　警關係の深みに落ち込んでゆく近代人の宿命的な悲戀を描いた自然主義夊學の亘篇で、可憐な女優キヤリと、つひには無名の共同墓地に眠らねばならなかつた中年男の戀が、崩れゆく黄昏の薄光にも似た息づまる世界に描かれτゐる。　　　　　　　　レ　・
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に

象徴
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れ
る
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れ
煎

紳

諺的な女の情熱と心理がコスモポリタン的青年との束の間の戀に美しく描かれる。　、昨日私は家にゐた、今日はパリ、そして明日は一體どこにゐるのかしら」。ふ乏呟く人妻の嘆息の中に滋互に理解し合ふことの出來ない宿命的な人間關係の冷さを匂はせる,
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幽
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界大

載
暑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̀後め盧無思想を背景に「チャタレイ夫んの戀人」を思は.せる若き人妻と園丁の妖しい本能の呼び合ひを描き、現代文明に毒されたインテリゲンチャの精紳的・肉體的インポテンッを別抉した内容形式共に興味深い特異な作品である。
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　」素朴な現實のうちから意義をもつ光點を
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選
擇
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ア

リ
ズ
ム

と
で
も
い
ふ
べき技法に立つウィラ・キャザーの文學は、素材のうちに自分自身を全的に投げ繊して行くことをその特色とするが、この「別れの歌」は圓熟の極に達したキャザーが、その内面生活に近い昔樂の世界をテーマとし、女性の眞實を美しく歌ひ出してゐる。
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世
界文
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進
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と
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今
世
紀
の
偉
大
な作

家
た
ち
を象徴主義の系譜のもとに淨彫にした本書は、象徴主義の傳統に關する最も大膽にして秀れた構想になる現代ヨーロッパ文學の批評の書である。ここに論ぜられてゐる作家は日本でも多く讃まれてゐるが、それらの作家についての明確な概念が與へられる。　　　　　　、
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こ
こ
に
收
め
た
「

殺

入者

」
「

狩

獵者

」
「

世
の
光
」

は
ヘ
ミ
ン
グ

ウ
ェ

イ
の

作
家
経
歴
に
お
け
る
三つの逍標ともみなさるべき作品であるが、とくに「殺人者」は壁によつて象徴される死と、救ひのない作者のニヒリズムが短い倉話によつて一分の隙もなく組み立てられた名短篇であり「狩獵者」は「キリマンジャロの雪」と竝び稱せられる傑作である。
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キ
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ン
ジ
ヤ
ロ

と
い
ふ
ア
フ
リ
カ
の
高
嶺
に
エ
ソ

と
呼
ぜ
れ
る
病
氣
に

と
り
つ
か

れ
た

作家

バ

リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳　、ーが愛人の看護をうけつつも、酒をあふつては渦一為の女や、戦場や、パリの街々の遏憶にふける。藝衛家としての苦惱を逋して、愛と死の問題に深く觸れたヘミングウエイの最高の作である。他に代表的短篇六篇を併せ收めた。
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響

ア
メ
リ
ヵ
の

南
部
、

ジ
冒

ー
ジ
ャ

州
の
荒
廠
し
た

土地

1
そ
こ
に
は

白人

小作

貧農

が
ほ
と
ん
ど

原
始
的な

生
活
を賛

ん
で
ゐ
る。

し
か
し
果樹

園
や
畑、

野
原
や
森
に
眞畫

の
陽光

を
浴
び
て
い
ささかも醜悪感を輿へない彼らの戀愛、といふよりも欲情は微笑ましいユーモァに包まれて青春の哀観を奏でながら繰り披げられる。短篇作家としての技倆を示す佳品。
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培
の
王
國
と
言
は
れ
る
ア
メ
リ
ヵ
の

西南

部、

ジ
ヨ

ー
ジ
ャ

州
を
舞
蠻
と
し
て、

棉
の

栽培

が不可能になり生活の手段を失つた農民の悲劇を描いた小説である。土地への愛着からあくまでも不生産的な土地にへばりついて、つひに産業文明に屈服して餓ゑ死する主人公の悲劇は、旺本の讀者にも切實な何ものかを訴へずにはおかない。
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鐵
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に
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き
る

民衆

の

肌
に
觸
れ
よ
う
と
し
た
ス
タ

イ
ン
ベ
ッ
ク
が
、

報道

寫
藁家ロバート・キャパと共にモスクワ、キエフ、スターリングラードからウクライナの地方まで旅行した紀行であるが、中正な立場に立つて戦後ソザェートの實状セ見聞したまま率直に書いてゐる本書は、我々日本人にとつても大㍉な慧義を持つてゐる。
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に

「
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ン

チ

ブ

ー
ル
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な

る

架

室
の

王

國

を

設

定

し、

そ
こ

に

佳

む
イ

ギ

リ
ス

入
、アメリカ人、ヒンヅー人、回教徒など多敦の民族を踊らせつつ虚無的なイギリス貴族と、淫蕩不倫なブルジ5ア未亡人と、無邪氣で一本氣なアメリヵ娘とΦ三角關係を中心に、自然の暴威のもとに白人とインド人が偏見をすデ。て抱きあふ過程を描いてゐる
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萬
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と
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設
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九三

八

年度

の
ピ
ューリッッア文學賞を奥へられ、各國語に繍譯されてゐるローリングズ女史の代表的傑作であるが、フロリダ山間の矮樹林に住む開拓農民の家庭を描き可憐な少年の仔鹿に對する愛情をうつして、年齢や階級を越えて何人にも深い感動を與へずにはおかない
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世
界
に
お
け
る

田
園小

設
の
嚆
矢
と
し
て
ラ
ヴ
エ
ル
の

膏
樂
に

も
知
ら
れ
る

名篇

。

女詩

人
サ
ッ
フォーの島レスボスを背景に羊飼の少年ダフニスと少女クロエーの稚な心に育まれた優しくも清らかな戀の物語。田園の四季の描寫にまた自然な含話の巧みに、美しい抒情とリアリズみとを併せる此の小説は、紀元三世紀の修辭學者ロンゴスの作と傳へらる

.、

番

匠

谷

英
一

譯

ア
ン

デ
ル

セ
ン

童

話
集
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繭

　
　
　
　
尋　　　　　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　

　
孛

※

、

ア
ン

デ
ル
セ
ン

は
汲
め

ど
も盡

き
の
愛
の
泉で

あ
る
。

彼
の

童
話
は
、

大
人
を
も子

供
を
も、

男
をも女をも喜ばせる。彼の童話からは、年ごとに境遏ごとに、限りなき慰樂の泉が湧きいでる。ひからび、すさんだ此の世において、まことにこれは精弗の糧である。第一集には最傑作「親指姫」,の他「赤い靴」「みにくいあひるの子」等十三篇を收む。

番

匠

谷
英
一

譯

自
ア
シ

デ
ル

セ

ン

童

話
集
11

　
輝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
噛

「
わ
た
く
し
の
一

生
は
、

そ
の

ま
まで

、

立
派
な
お

伽
話で

す
」

と
自

傳
の
冒
頭
に

書
い
た
ア
ン

デルセンにとつて、その多くの傑作童話が自敍傅風に見えるのは當然であらう。幼いころ、木箱に生えた蜿豆の成長を、花園のやうに樂しんだ経驗の記録から得た傑作「さやからとび出た五粒のえんどう豆」の他、「人魚姫」「白鳥」等十一篇を收む。
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演劇

俳優

を
夢
み
て

志破

れ
た
ア
ン

デ
ル
セ
ン
の
孤
獨
な
生
活
か

転生

れ
た

美
し
い

童
話
。

月
が

世界の旅をする間に見た三十三夜の物語は、入間の悲しみに深く觸れ、入々を深く感動させずにはおか組。物藷の内容は高名な旅行家だつたこの「童話の王樣」の體驗を材料とし、豐饒な想像力の翼は故國デンマークからヨーロッパ、印度、アメリヵに飛ぶ。
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島
の
小
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テ
ィ
ス
テ
ッ

ド
に
生
れ
、

北歐

の
小
國
デ
ン
マ

ー
ク
に

出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖'丶二つの長篇「マリ・グルッベ夫人」「死と愛」と少敦の短篇を殘しただけで早逝したが、今日では世界文學の中に北方の星としての地位を得た。殊にリルヶの傾倒は周知。生に對tてさうであるやうに死を冷靜に雄々しぐ受取らうとする美しき魂の書。
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世

界文

學
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中
に

美
し
い

光を

は
な
つ

北方

の

星
と
し
て
、

詩
人
リ
ル
ヶ
を
し
て

深く

傾
倒
せ
し
めたヤコブセンの文學は、その作品の印象主義的なタッチの爽やかな新しさと完壁さをもつて、北歐文學にひとつの天啓的な花を嘆かせたが、ここに收めた諸篇はその習作時代のものから遺稿まで、數少いヤコブセンの作品の珠玉の集成と言へよう。

イ
　
プ
　
セ
　
ン島村抱月譯

　

　

　

　

　
　

　

　

　
9

人

　

形

　
　
の

　

家

赧

　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　

噛
噸

イ
ブ
七
ン
の

肚會

劇は

多
く
問
題
劇
で
.
「
人形

の

家」

は
す
な
は

ち
婦人

問題

を
材料

に
し
た
劇
であるといふ。事實、ここには婦人の解放、婦人の獨立、婦人の自覺、男女封等の個人としての結婚、懋愛を基礎とした結婚といふやうな問題が含まれてゐる。が、ノラを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bして夫を棄て家を去らしめるこの「近代劇の父」の目的は現實の人間描寫にあつた。
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近代

劇
の

父
と

君
は
れ
る
こ
の
作
家
の

憤
り
を
爆
發
さ

せ
た代

表
的
肚倉

劇
で
あ
る
。

し
か
し
二
の作品が牛世紀後の今日にも生き生き上してゐるのは、大衆と個人との對立を圭題とし　て追ひつめてゐるためである。さればこそ、ここに譯出した蠱本により日本全國の都　市を廻つた「民婆」の公演は、異常な歡呼をもつて迎へられたのだ㌔
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「海

の

夫入

」

か
ら
二

年を

隔て

て
一

八
九
〇
年
の
夏
、

ヨ

プ
セ
ン
の

外國

流溟

時代

最後

の

作として書がれた此の戯曲の意想について、作者自身「一個の人間としてのヘッダが、夫の妻としてよりも、むしろ父の螟として見らるべき二とを示し」「入間と、人間の情緒と、人間の蓮命を描かうとした」と語る。舞蠱技巧にも愈ζ園熟を見せる名作。
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噛
噛
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こ

れ
は

早く

「森

の

處女

」

と

し
て

譯
さ

れ

た
ノ

ル

ウ
ェ

し
の

文

豪
ビ

ョ

ル

ン

ソ

ン

の

處

女

小読

。　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r大づかみで素朴な筆致をもつて描く、北歐の森嚴で美しい自然を背景に繰り披げられるこの清純無垢の愛の物語が、これに續く「アルネ」「幸編な少年」と共に青春文學の代表として世界の人々から親しまれてゐるのは詩人が魂の底嚇ら書いたためである。
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噸

、暫

令嬢

ジ
ュ

リ
ー
の

悲惨

な

運命

を
、

作
考
は
、

母親

の
本
能
、

父
親
に
よ
る

誤
'

た
教

育、

彼女

自身の本性、弱い退化した頭腦に影響を與へた婚約者の示唆等によつて動機づけた。しかし戯曲の主題は、二つの性、二つの階級の闘爭に盡きるものであらねばならぬ。五・　　　　　　　　　　　　　　　評十有餘にのぼるストリンドベリーの戯曲中、主要なレパードリー乏して敬へられるゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'
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宀
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「叫

1

ラ

ー

ゲ

ル
レ

ー

フ

佐
々
木
基

壽
　

　
　
　
　
　

　
84　　主の」家の物　　　　　　　　　　　　　　　　語制地
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噸
噸

一

九
σ
九
年
女
性
と
し
て

最
初
に
ノ

ー
ベ
ル

文
學
賞
を

受
け
た
ラ
ー
ゲ
ル
レ

ー
フ

の
存在

は
、

凡
ゆ
.る主題が問題性を孕む近代文學の潮流の中で、一つの「奇蹟」である。向分の至地に對する度外れた愛着のために、自らを犠牲にしてしまふ此の物語は、北歐の古い物語(サガ)つ祀代への復元であり、夢と紳祕と傳読へめ無邪氣な信仰なのである。
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ラ
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ゲ

ル,
レ

ー

フ

浄 丸

卿
雄

麺

の

娘

他三

篇

鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噛
噸

本
書
は
ス

ウ
ェ

ー
デ
ン

の
偉
大
な

女流

作家

ラ

ー
ゲ
ル
レ

ー
フ

女
史
の

深
い

郷
土愛

と
お

ほ
ら
か

な人間愛とから生れた傑作中の傑作で、北歐の霧深い大自然を背景に信頼ピ純愛に結び　　　　　　　　　　　　　　　　　　・つく若いスウエーデン農民達の眞摯な姿を、心にくいまでに描いてゐる。、他に好短篇の「靈魂のヂ」「わが生涯の思ひ出」'「輕氣球」等三篇を添へた。
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雅ア

デ
ィ
ス

全
三
册

四

　
　
　
　
　
　
　
　
上
・
下噸

噸
噸
　
中÷

噸
　
　
嗣

使
途
ペ

ト
ロ
が

ネ
ロ

帝
の

迫害

に

堪
へ
え
ず
し
て

羅馬

を
去
ら
ん
と
す
る
途
中
キ
リ
ス
ト
の
刻
影
に逢ひ、再び羅馬に歸つて殉教する此の小説の終局は、暴看ネロが自殺して、精棘的にはべトロの勝利になつてゐる。本書はまた、歐洲文明思潮の二大基根であるヘレニズムとヘブ,スイズムの對立衝突を、根柢的に解明した點からも、名著と仰がれてゐる。
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虹
　
　
　
　
　
　
　
　　
嗣

　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
噛
※

ソ

ヴ
ェ

ー
ト

文學

史
に
す
で
に

古典

的位

置
を
占
め
て

ゐ
る

「
虹
」

は、

第
二次

大
戦
の
さ
な
か
ソ連にとつて正に危機の絶頂と思はれた時期にあらはれた作品であるが、作者は熟練の外科醫もおよば岨メスの冴えを示して、強烈な藝術の説伏力を縱横にふるひ、よくソヴエート人の屈服せ源魂をつかみ出して、高く勝利への凱歌をあげてゐ略。
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瀦
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蠶

‡
　
荊
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イ
タ
リ
'7

語
の

魔術

師
と
い

は
れ
る
ダ
ヌ
ン
チ
ォ
の

代
表作

と
し
て
イ
タ
リ
ァ

文學

史
に
不朽

の

名をとどめるこの作品は、美しい南イタリァの山野と海に繰り展げられた光と香と膏の祭典である。情熱のイタリァの太陽と、沈思の南海の月光が變化自在の言葉で愛と死のメ℃デイを葵で、人間を拒みつづー7る偉大な自然が美しい幻を展開する。

蒲
　
　
松
　
　
齢

駆
田

齋渉
謁志

異

癖瓢

　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　

噛
噛

世
界
に

聞え

た
中
國
の

怪異

譚
よ
り

十
八
篇
を

嚴選

。

狐
狸
や
幽
靈
や
鳥
や
昆
螽
や
花
の

精
や仙

人等が人間界に現はれ、人間の姿や感情で戀愛し哀歎し、また忽然として本來の性と世界に立ち戻つたりする、不可思議にして紳韻縹渺たる物語。その構想の天外、登場者の多彩、その文章の流麗はまさに「アラビァン・チイト」に比肩しよう.、　　　　　　　　　　　　　　　　、

外

國

文

學

〔そ
の
他
一

一
〇
九
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籌
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册
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　靠

‡

　鄰

生
碎
の
北京

人
で
譜
謔的

詆
刺
的
な
異色

あ
る
作
風
を
以
て
知
ら
れ
る
老舍

の
文
學は

、

紅樓

夢、兒女英雄傳等の古典的作品と並んで、現代中國文學の代表をなすものであるが、古都北京の人情世態の中から新舊思想の矛盾をつかみ出し流麗な北京語を縱横に騙使して獨自の文體を創造したその表現は現代北京語の典型と謳はれてゐる。
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-
内
　
村
　鑑

　
三
　
　
　
　
　
　　'

歡

喜

と

希

望
・

愛

吟

郁

　
　
　
　
　
　　

　　

　
　
　
　
　
　　

噛

「欷

喜
と
希
望」

は

天
然
・

交友

・

傳道

の歓

喜と

善人

救
濟
読
と
天
國
の
希

望
と

を

語
・り

、
「愛吟」は著者が愛誦した二十七篇の英米獨伊の飜譯詩である。花を語り友を語り、傳

道の喜びと棘の救ひの喜びとを設き、人生と天國を讃美してやまない獨立獨歩の人内村鑑三の深い信仰と豐かな詩心とが、この小さな書物に結晶してゐる。

、
∵、ゐレ㎝

内

村

鑑
　三

所

　
　
感

　

+

　

年

都

　
　　

　
　
　
　
　
　
　　

　　

　
噛
※
噸
噛

本
書
は
著
者
の

主宰

し
た

宗教

雜
誌
「

聖
書
之研

究」

の

卷頭

に

毎號

連載

し
た
短
文
を
自選

し
て一書となしたもの。紳・聖書・信仰・愛・天國・傳道・天然等の二十項目にわたつて著者の思想を随筆風に述べ、著者自ら「眞理の直覺なり、天國の瞥見なり、信者の朝の夢なり」と言ふ。詳細な目次と著者の年譜を附してある。
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村
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キ

リ

ス

ト

教

問

答

靜

　　

　
　
　
　
　
　

　　

　
　
　
　
　

噛
噸　　　　　　　　　　　　　　,'

本
書
は

膝
を

交
へ

て
語
り

合
ふ
や
う
な
平
易
な

問答

體
で

來世

・

紳

性論

・

聖

書
・

三位

一

體
・

教會・原罪・奇蹟等のキリスト教の根本問題を設く。宗教家・詩人・人道主義者た8著者の稀有にして深刻な體驗と信仰、天賦の英才と學識のすべてを傾けて日本的キリス　　　　　　　　　　　　〆ト教の土臺を据ゑたカテキ.乳ムである。

山
本
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郎
解
読
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一

　

日

　
一

　

生
　
罰

　
　
　
　
　
　　

　　

　
　
　
　
　
　
噛
噸
※

ポ
ー
ガ
ツ
キ
ー
の
「

賓
の
櫃
」

に

範を

と
り

「
一

日
は

貴
い
一

生
で
あ
る
。

一

日
を
有效

的
に

使用するためには紳の言を聽き紳に析る事より始めるにある」と自著十八種中より短文を自選し、これに適切な聖句を附して三百六十五日に配列したもので、慮接に暇なき多樣性をもつて朝ごとに讀者を考へさせ、慰め、力づける。三十頁に及ぷ解設を附す。

蚋

靉

講編

内村
鑑
三

非

　
　
戰
　
　

論

靜

　　
・
　
　　

　
　
　　

　
　
　
　
　
　　

や

※
噛　　　　　　3

日清

戦
爭
に
は
主
職論

の
急先

鋒で

あ
つ
た
著者

は、

日
露載

爭
に
は
敢
然非

戰
論
を高

唱
し
て
世を驚かせた。本書は著者が非載論者に韓じた由來、日露・歐洲大載時に唱へた非戦論、非義論の原理、世界の平和はいかにして來るか等この日本非戦邏動の先驅者の非戰・平和論文五十篇を集め時代別㌔内容別に編輯したもの。
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二

山
本
囀
次
郎
郷
編

内村

鑑
三
が生

涯
四十

年
に
わ
た
つ
て
米國

の
親
友
ペ
ル
に
逶
り
續
ー7
た
百八

十四

逋
の
私
信
(
英

鴎　
脚

内
村
鑑
三
の
生
涯

瓢
転

覯

　　

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　

噸
噸
噸

文
)

を
骨
子
と
し
て
、

近
世
日本

の

豫
言者

の
人
・

生涯

・

信
仰
・

事業

を
描
い
た
も
の
。

書簡

文學者でもあつた彼の手紙はそのままに生きた自敍傳となつてゐるが、編者は更に各種　　　　　　　/の資料を肉附けし、時代を背景としてこの偉人の全貌を浮彫りにすべく努めた。

内

村

鑑

三石原兵永譯

日

本

の

天

職

-
世界

に
訴う

-

靜

　

　

　

　

　6

著
者
は
イ
エ
ス
と

組國

日
本
と
の
二
つ
の
」
を
終
生
熱愛

し
續
け
た
人
で
あ
る。

本

書は

彼
が
晩
年發行せる英文雜誌「インテリジェンサー」所載英文の全譯。彼の全生涯にわたる信仰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-體驗を語り、信ずる幅昔の光に照して日本の最善を世界に紹介し、日本に課せられた

."

噸
噸

世
界
史
的
使命

を櫨

べ
て
廣
く
世
界
の
識者

に
訴
ふ
。

鈴
　
木
　大

　
拙

禪

と

は

何

か

醐

　
　　

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　

噸・㎎

こ

れ
は
あ
り
ふ
れ
た
概
説
書
で
は
な
い
。

そ
の
根
底
を
な
し
て
ゐ
る

も
の
は
著

者
の
深
い

禪
経驗

であるが、初めて禪を學ぶ人の入門書であると同時に久しく禪を學ぶ人の入門書でもある。禪に參ずるには何よりもすぐれた師と書物を持つことが必要であるが、この書を永遠の入門書として幾度も味讀することによつて禪とは何かが明白になるでみらう。

鈴
　
木
　大

　
拙・

佛
教
の

見
方
と
考
へ

方、

と
く
に

禪
の

世界

を読

い

て
本
書
ほ
ど
わ
か
り

易
く

親
し
み
や
す
い

書物

「　

「

無

心

と

い

ふ

こ

と

韻

は
他
に

類
を
見
な
い
。

世
界
的
な
佛教

學者

で
あ
る
著

者
が
、

そ
の
深
い

學
識
と
自
ら
の
騨
の體

驗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9を自由に活かして、講話風に説いたもの.て、佛教を知らうとする者は、まつ本書をひ,

※
や

も
と
く
の
が
一

番
の

近
道で

あ
る

と
さ
へ

い
は
れ
る
ほ
ど
の

古典

的
名著

で
あ
る
。
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　村

　湖

　
人

本
書
は
論
語
の
中
の
い
く
つ
か
の

章句

を
骨子

に、

二
十
八
篇
の
夫
々
に
獨
立
し
た
短
い

物語

を
構

磯一
　
均

論

　

語

　

物

　

語

韻

　　

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　

孛
※
※

3

成
し
、

物
語
の

邏行

中随

所
に
他
の

章句

を
封

話そ

の

他
に

引用

し
つ
つ
、

孔
子
と
そ

の
門
人
逹
との人間的交渉を描いた。論語は心の書であるどいふ考への下に、次郎物語の作者はそれを現代人の意識で讃み、現代人の心理で解剖した。　　　　　　　　　̀
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高
　紳

　
覺
　昇

般

若

心

經

講

義

静
噂

佛
教
の
根本

思
想
は

「室

」.

で
あ
り
、
「

色即

是室

」
「

室即

是色

」

な
る
「室

」

の
二

方面

、

否
定と肯定、無と有との辯證法的統一を論じたのが「心經」である。佛敦學者であると共に近代西歐哲學の素養をもつ著者は、古今東西にわたる實例により「室」の意義を平易

r　
-
,.

　　

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
噸
噛

～

に
説
き
、
「

室
」

の

認識

に

重
大な

關係

を
も
つ

「
因
縁
」

を
も
併
せ
講
じ
て
ゐ
る
。

や、●



曳
广

ノ

'

βμ
渉、寺

友

松

　
園

　諦　　　　　　　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　1

-

法.

句

　

經

　

講
　

義

部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸
※
※

自由

と

享樂

の
氾
濫
に

惱
む人

々
に
、

禁
慾
と
節制

の
き
び
し
い

倫
理
を
明
示
し
よ
う
と
の

愛の

心　　　　　　　　　　　　　セがら、ラジオ放逶を逋して逹續的に講義されたのが本書であるが、ここに聞く佛教は、西歐思想を一度逋りぬけてきた現代佛教であつて、ここでは糧尊は詩人として、教育者として、生きた入生指導者として登場し、しかも永遽不易の眞理を設いてやまない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4

河

上

徹

太

郎

新
　
聖
　
書

　
講

　
義

韻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸

こ
れ
は
聖

書
の
註
釋
書
で
も
な
け
れ
ば
教

義の

研
究で

も
な
い
。

現
代
の
文藝

批評

界
に
ユ
ニ

1
クな地位を占める著者が、自らの内面的な苦惱毛問題とをひつさげて聖書の前に立ち、その心眼に映じたキリストの影像と精神とを淡々と綴つた批評の書である。ここには著者の批評の精髓が示されるとともに、またその現代に對する批判をなしてゐる。

關

根

文

之

助

聖

書

の

讀

み

方

覯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸
※
噸　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
卜

長

年
に
わ
た
つ

て
キ
リ
ス

ト教

教育

の
仕
事
に
た
つ
さ
は
つ

て
き
た
著
者
が、

誰
に
も
わ
か
る
や
うに聖書の讀み方の手引きとして書・勢た本書は、歌人である著者の流麗な文章とあひまつて、さながらに聖書そのものにふれる思ひを抱かしめる。聖書の各書の簡明な解説に、聖書の眞髓をつたへる名句の説明が添へられ、最も手頃な聖書入門となつてゐる

。

　プ

　

ラ
　

ト
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　。山本光雄譯

!

饗

　

　

　

宴

惷
に
つ
い
て
-

韶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　丶西洋哲學の組であると同時

に

卓越

し
た
詩
人
プ
ラ
ト
ン

壯年

期
の

代表

的
名著

で
あ
る
こ
の

書は、プラトニック・ラヴといふ呼稱の源泉である戀愛觀が、當時のギリシャの知識人たちのロをかりて、さまざまの形で展開され、まさに戀愛論の聖典ともいふべき不朽の意義を持つてゐる。なほ有名なイデプ論がはつきりと示されて燭る。

塾

ケ
　　
ラ
　

ト
　
ン

艸鍵

声
の
辯
明
壟

義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
"

「
ソ
ク
ラ
テ
ス

の
辯
明
」

は
法
廷
に
お
い

て
き
せ

ら
れ
た

罪状

に
對
す

曳ゾ

ク
ラ
テ
ス
の
辯
明
を描き、「クリトン」は死刑判決後牢獄にあつたソクラテスに睨獄をすすめにきた老友ク

リトンとの對話を描いたもの。いつれもプラトン青年期の情熱的な傑作で、師に對する永遠の墓碑銘であると同時に、人類に殘した貴重な教訓である。

關

根

秀

雄

譯

モ
ン

テ

ー
ニ
ュ

隨
想舳録

抄
　
幇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肇
噸
※

載
爭
と
か
革
命
と
か

何
か
の

形で

フ
ァ
ナ
チ
ズ
ム
が

頭
を
も
た
げ
る
と
き
、

い
つ

も
人
々
に

失ひ

かけた良心と理性を取り戻させゐ何れの側にも捲き込まれない眞の個性、眞の自由を教へてくれるこの「エッセー」は、十六世紀フランスの生んだ偉大なるモラリスト、モンテーニュの手になるヒューでニズムの聖書である。
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鰹
ン

弊

冫

磐
　
　'

"祢{浬
、
聖
.

～丶導戴
'
翻
、

轡

.＼

警響響
∫

『
鱒
飾
の
.

ゐ
∴

一

、

…
一
四

'

デ
　
カ
　
ル
　

ト小場瀬車三譯

方

　

法

　

序

　

設

翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
÷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「　　」「眞理を認識する能力は凡ての人に平等である」ことを標傍して、一切の外的權戚を、、否定し、思想の獨立を宣言すると共に、あらゆるものを疑ひつくし、つひに有名な「我思ふ故に我在り」の第一原理を發見する經緯を書さ綴つた思想的向敍傳であり方法的懐疑の書である。其後發展するデカルト哲學の萌芽は總て本書に包含される、

パ
　

ス
　
カ
　
ル津　田　　穣譯

愛
の

情念

に

關す

る
読

他一
篇

剤

　

　

　

　

　

　

　

　髄
～　　　　　　、　.

　
　

　
　

　
　
　

　
　

※　　　　　　　　　　　　イ

「
パ

ン
セ
」

の
著
者
と
し
て
何
人
も
知
ら
な
い

者
の

な
い
フ
ラ
ン
ス

十
七世

紀
の

最大

の
思
想
家
パスカルが戸髄驗と覿察にもとついて戀愛の心理と眞實を覺書風に記録したこの書物は

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔　診ーモラリストとしてのパスカルの面目躍如たるものがある。他に「パンセ」を解く鍵といはれる彼の宗教観のエッセンス「サーシとの對話」を併せて譯出した。

ヤ
　
　
ハ
　

マ
　

ン木場深定譯

カ

ン

ト

の

生

涯

韻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噸
噸

思

想
に
お
い

て
偉
大
で
あ
る
の
み
で
な
く
、

又

人間

性
に
お
い
て
も

偉大

で
あ
つ

た
カ
ン
ト
。.

「肖　　　　　　　　　　　　　　　　　肇ら教へた通りに生きた」といはれるこの不滅哲人の全生涯を「その入間らしさのま
まに」描き出した愛弟子ヤハマンの「イマーヌエル・カント」と、殊にこの哲入の晩年に親炙したヴアシワンスキの「カント終焉記」とを收める。

　ブ

　　

イ
　
　ヒ

　
　
テ亀小　野　　浩譯

ド

イ

ッ

國

民

に

告

ぐ

覯

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　
伽　　　　　　　　　　　　　　　÷・㍗や

カ
ン

ト
哲
學
の

矛
盾
を
克服

し
て
、

鼠我

の

方向

に
お
い

て
究
極
の

と
こ

ろ
ま
で
徹
底
せ
し
め
た
主觀的觀念論者フィヒテが、ドイツ帝國の崩壊に際して發表した愛國の書。砠國の危急を前にして語る彼の言葉は、焔の門を潜り拔けた現在の旧本のために用意された叱陀激勵であり、その氣魄は讀者の胸を深く打っに逹ひない。

.
カ　

　
　
ン
　　

　
ト.豐　川　　昇譯

實

踐

理

性

批

判

静

　　

　　

　　

　　

」　　　　　　　　　

　　

　　

　　

※

※
噸

こ
れ
は
カ
ン
ト
が
人
間
の
眞
に
尊巖

で
あ
る
所以

の
も
の
へ
の
深
い
洞
察
に
基
き
道徳

行爲

の先

天的要素を闡明してその認識の體系を展開した倫理學史上不巧の古典であり、その精緻な理論の背後には敬虔な逍徳的人格が在つて、常に人間の道徳的勇氣を鼓舞する永遽の書である。懇切な註釋と索引を附して讀者の理解を助けた。

シ
ヨ

ーペ

ン
ハ

ウ
エ
ル

齢
井

艦

入

　
門
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
※　　　　　　　　　　　　　　驚

そ
の
最良

の
弟子

ニ
ー
チ
ェ
が
何
よ
り
も
「教

育
者」

と
し
て
論
じ
て
ゐ
る
や
う
に
シ
ョ
1
ペ
ン
ハウエル(一七八八ー一八六〇)の著作は啓蒙的で眞に生きる道を教へる人間教育の書であるが、本書は哲學とその方法から筆を起し、辯證法、物自睦、棘の問魁に至る哲學の諸問題を系統的に平易に説いた生きた哲學入門であな。　　　　　　　　　　
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ノ

シ
贇ー

ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル石　井　　立謬

女

　
に

　
つ

　
い

　
て

訓

　
　
　
　
　
　

　　

　
　
　
　
　
　

　　

噸　　　　　　　.●

「
女
性
の敵

」

こ
れ
が

本書

に
對
し
て

女性

か
ら
上
つ

た
批判

で
あ
る
。

一

見

奇矯

な
偏見

に
充
ちたこの女性論は、しかし鏡く女性のすべてを衝いてゐる。男性にとつて永遠の謎、とはいへ生涯の件侶たるべき女性について、これほど明ちさまに眞實を語つた文章はない。青年にとつて女性棘祕化へ冷水を浴びせる解毒劑の意味を待つ。

シ
灣

1ペ

ン
ハ

ウ
エ
ル

轌
正

繭
立

轡

つ

い

て

髑

　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　　

　
噸
や
噛

シ
ヨ

;
ペ
ン
ハ

ウ
エ

ル
の
ア
フ
オ
リ
ズ
ム
の

中
心
を
な
す
こ
の

書
は、

彼
の
主
著
「

意
志
と表

象
と　　　　　　　　　、しての世界」の縮刷版ともいふべく、入生のあり方と生き方について、獨得の調子をもつて敍述しながら、ほんたラの幸輻の所在を明示したもので、從來多くの譯文がある中で、本書ほどショーペンハゥエルの眞意を正しく傳へるものはない。

ノ

昌

　

ー

　
チ
・

エ

,
即

酔晦

鰭的

考

察
全二

鳥

　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　　

　
各
噸
噸
噸

　
青

哲學

者は

「
反
時代

的
」

存在

で
あ
り
↓
一

種
の

怖
ろ
し
い

爆
發
物
に

他
な
ら
n
と
い
ふ
二

ー
チ
ェ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●隔(一八四四-一九〇〇)特有の在り方を極めて鮮かに現した書堕上卷は「生の立場」から「文化俗物」と「歴史病」に對する憤怒を、下卷は教育者ショーペンハゥエルと藝術家ワーグネルに對する頌徳表である。譯註、解読と懇切な索引を附す。.

　昌

　
,
ー
　　

チ
　
　
ェ、秋山英夫鐸

この

　
　

よ・
アン

　
　
ス
ト

　
韻

　
　
　
'
　
　　

　
　
　
　
　
　　

　
　
　
噛
㊥
や
　
　　
.

遲命

的
使
命
の
不
可抗

力
か
ら
來
る
息
詰
る
テ
ン
ポ
の

裡
に
も
一

種
不
思議

な凪

日
和
の

長閑

さ
を湛へた二iチェ文學最後の結晶である「この入を見よ」はゲーテの「詩と眞實」と並ぶ世界自傳文學中獨得の位置を占める運命の書。「アンチクリスト」は總ての價値の價値轉換の立場からヨーロッパ精紳の基底であるキリスト教を批判した作品。

ニ
　

ー
　　

チ
　
　
ェ秋山英夫課

偶
、

像

　
の

薄
.

明
、

他二

篇

翻

　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　

※
噸
噛

發狂

の
前
年
に
お
け
る
二
i
チ
ェ
の
異
常
な
著作

活動

中
の
三
篇

i
「
あ
ら
ゆ
る
價
値
の
價値

轉

換」

と
い

ふ
彼
特
有
の

立
場
か
ら

從來

の

す
べ
て
の
理
想
を
偶
像
と
し
て断

罪
し
、

ニ

ー
チ
ェ

哲學の異端性を集約的に示した「偶像の薄明」及びワーグネルのデカダンス性を痛撃し
た「ワーグネルの場合」「二ーチェ對ワーグネル」を收める。

二
　

:
　
　チ

　　
エ

戮フ
樋

蠢フ
は
か

　

全三
册

舗

　
　
　
　
　
　
　

上
噸
噛
噛
　
中
・

下※

"
　
　
青、

概念

を
も
つ
て

思
索
す
る
こ

と
を嫌

慈
し
、

思
想
を
形象

に
よ
つ
て
藝

術的

に

表現

す
る
こ
と
に

終始した二ーチェの最大傑作であるこの書には、彼が最高の憧憬の標的とした人閥の理想像と、みつから観照t感受せる生の本質とが、響のよい律動的な文鐙をもつて敍逑せられ、ドイッ文學中他に比類を見ない獨得の昔樂的作品となつてゐる。

宗
教

」
哲
學

=

五

、

、



ノ

昌い
.翹

メ

」

'

一
一
六

昌
　

」
　
チ
　
ェ小　野　　浩譯

わ

が

生

涯

よ

り

他亠ハ
篇

静

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噛
る
"
※

ま
さ
に
終
吟
ん
と

す
る

少年

期
を
概

観t

た
自傳

的
小篇

「
わ
が
生
涯
よ
り
」

を
始
め
、

彼
の
生涯の方向を決定したギリシャ観の基礎的布石を髣髴し得んがために「ホメロスと古典文獻學」「ギリシャの音樂劇」「ソクラテスと悲劇」「ディオニュソス的世界觀」等の六

篇を收めた。いつれも本邦初譯である。　　　　-

　

　

　

　

1-

　　
ー

ニ
　

ー　

　
チ
　
　ェ小　野　　浩譯

虧
曜
鰍

時
代
の
哲
學

他
八
篇

韻

　
　
　
　
　
　
　

鋳　

　
　
　
　
　
※
。攣

※
や

「
識
ら
れ
ぬ

紳
」

を求

め
て

古代

に
對

決し

た
ニ

ー
チ
ェ

の

語
る
と
こ
ろ
は
、

同
時
に
自
己
に
お
ける古代についてであつた。彼は逶攻的情熱に燃えながら古代において自己を發見し、一切の近代的偶然性を振ひ落して哲學と時代に對決しつつ、生涯の磐石をきついて行つたが、本書はこの間の消息を語る七篇に若き彼の風貌を示す傳記的二篇を添へた。

　
ニ
　

ー
　
チ
　　
エ　淺井眞男譯

　

　

　

　

　

　

　

　
34　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一し人間的なあまりに人間的なもの　全二册　33'　　　　　　　　　　　　上や孛孛※　　青

幽

二

ー
チ
ェ

が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ

的
な

思想

家と

し
て

迎
へ

ら
れ
た
の
は
こ
の

書
に
よ
る
。

傳統

と

流行

と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀因習に對する最も果敢な戰闘の書。いはゆる「精棘の生體解剖」によつて文化と生の、あらゆる問題に假借なき認識の刀を向け、人間性を徹底的に批判して、かへつて新しい意味での人間性を探究し、その再建を目指した尖鏡なラフォ,リズメン。　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

レ、'♂

　
二
　

ー
　　
チ
　
　
ェ

欟

力

糟
譯

の

意

志

全三

為

1
　
　
　
　・
　
　
　
　
　
　

上
　
※
噛
"
※

青

本

書
は
「
す
べ
て
の

價
値
の

價値

轉換

の

試
み
」

と

副題

さ
れ
た

彼
の
理
論
的
主
著
。

元來

は

尨大な未完の遺稿斷片が實妹の盡力で整理されてなつたものだが、收められた断片の一
つ一つは底知れ煎暗示力で迫つてくる。本書により拡じめて彼の思索の廣さと深さ、その問題の所在が正しく理解され、彼の思想の全貌にも接することができる。

　

シ　

エ　

ス
　
ト
　
フ㌔、河上徹太郎譯

虚

無

よ

り

の

創

造

他
二
篇

覯

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　噸

"

1

シ
ェ
ス

ト
フ

の
叫
び
は
理
性
の

樒
威
の
陰
に
眠
る
パ

リ
ザ
イ

的
怠惰

と

倨傲

へ

の
攻
撃
で
あ
る
。

實證主義に啄ばまれた人間性の殘骸、即ち「地下室の人間」の代辯者として彼等の存在を主張するシエストフは、チェーホフの理性の破産した「虚無からの創造」を讃明し、パスカルを論じては世の終りまで惱むイエスの苦惱を知らn合理圭義者に警告すゐ。

　
シ　

エ　

ス
　
ト
　
フ　中山省三,郎誨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　1

、「

勝

利

と

敗

北

劃

饗

驚
ゆ

韻

　

　

　

　

　

　

　㎏

　
　
　

　　

　
　

　
　
　

噛

や　　　　　　　　　　　　　　　　　艦　　　　　　　　　　　　　　↑

世
紀

末的

虚
無
思
想
の
]

典
型
で

あ
る
シ
エ
ス

ト
フ
が
、

健
康
で
常
識
的
な時

代思

潮
に

反
逆
し
て書いた一蓮の文學論の一つ。イプセンの若い時の作品から年代順に論じ、作中人物の不條理な宿命を追及して、イプセンといふ「悲劇人」を完成したものである。・シエ'ス　　　,囚脳ートフのものとしては珍しく解設的で、實存主義の先逹として今日的意義がある。
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丶

、

キ
ェ

ル
ケ
ゴ

ー
ル尸并上良雄譯　　　　　　　　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
・
　
　
06

イ
エ

ス

の

招

髫

飆

躑鋤
け

覯

　
　
響　　　

　
　
　

　　

　
　
　
　
　

噸
噛
噛
噛

「死

薫
至
る
病
」

の
第
二

部
に

當
る
本

書
に、

キ
ェ
ル
ケ
ゴ

ー
ル

自
身
が

「
明
か
に
私
が
こ
れ
ま
で書いた最も眞實で最も完全なものだ」と言つた彼の代表作の噛つであ6。「死に至る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「病」において死に至る病としての絶望を扱った彼は、ここではこの病からの根本的な治癒の途を示し、現代紳學に對して決定的影響を與へた。

　
　
　
　
　
　

　̀レ

ロー

{

ヒ
　　
ル
　

テ
　　
ィ

櫛
ズ

嬬
愛

と

幸

幅

醐

　
'　　

　

　
"　

　
　
　
　　

　
　
　
　　

　
　
・噌
・早

「
幸
幅
論
」

や
「

眠
ら
れ
の

夜
の
た
め
に
」

の

著
者
と
し
て

多
く
の

人
々
に

親
し
み
深
い
ヒ
ル
テ
イが、人間ゆゑの生きる苦惱と、キリストの教へにささへられたほんたうの愛の在り方と、眞實の稔りゆたかな幸祺を得る道とを斷想風に述べたものであるが、暗迷と混亂の世相の中に、はつきりとした希望の光を投げかける貴重な書物である。

ご訓∴ ,

ノ読県秘欝轡覗い

、

,

紺 ,

石

川

　
　

湧

謁ドト"　　:

誓
プ
ラ
・

幸
　
　　
輻
　
　　
論

翻

㌦
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

噸
.㍗　　　　耳

　
　
　

　　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　馳二十世紀最高の思想家アランは経驗と知能

の

す
べ

て

を傾

け
て
日
常
卑
近
な
實
例
に

即
し
、人間生活の目標たる幸蘰を獲得する方法を、萬人のために説いてゐる。難解をもつて知ちれた彼の多數の著作のうち、本書は一般讀者にとつて最も親しみ易い.ものであり

、アランへの入門書であると同時に、彼の全思想の要約とも言へ.よう。5

凸、

ア
拶
　
ラ

　

　
ン、原　　亨　吉譯

.

海

邊
の

對

話

繕性
の
探

平

黼

・

ぬ　

　　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
※

本
書
は齢

六

〇
に

逹
し
た
ア
ラ
ン

が
、

己
が

「悟

性
の

哲學

」

を
力
強
く
語
つ

た
智

慧の

書で

あ
る
。科學に即して巖しい悟性の途を探りつつ、「常に新しい世界」べの希望と冒險に導く九篇の對話が、老練の晝家と少壯の技術者を相手に西洋哲學の發群地イオニアにも似たブルターニユの濱で、蕩搖たる海を眺めつっ展開される。　　　　　　　　　　　　　　1　鬮唱　脚　　　1　　ー　聖　　　　　1　,「　8i

B
・

ラ

ッ

セ

ル
　

価栗原孟男譯

自

　由

　
へ

　
の

　
道

韻

　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
噛

本
書
は

「
太陽

の

下
に
あ
る
何
も
の
に

よ
つ
て
も

畏怖

せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
を
桓
否
す
る

精紳

」

の持圭ラッセルが、杜會主義、無政府主義、及びサンヂカリズム等についてそれらの發・生と内容とを無比の明快さをもつて読き、それらが赴くところを批判した後、あくま
-で科學的且つ論理的に彼の理想とする杜會の構想「自由への道」を述べたものである。

堀
　
　
秀
　彦

譯

・
B
・
ラ
・
セ
ル

教

　育

　論

都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噸
噸
噸

ジ
ョ

ン
・

ソ
ユ

ゥ
イ
を
し
て
「

最
高
の

イ
ギ
リ
ス

の
傳
統
の
中
に

位
置
す
る
一

書」

と
絶

讃
せ
し
めた本書は、二人の幼兒の父としてのラソセルが、目の當り見かつ經驗したことをもととして、特に幼年期における教育を論じたもので、平和主義と自由主義とそして科學主義とが全篇を流れてゐる}貫した思想である。決して教育者のみの書ではない。㌧

卜

宗
教

・
哲
學

=

七



=

八

、

牙げ

馬

堀
　

秀

彦

譯b・ラ・セル幸

　
　

幅

　
　

論

韻

幸
・

不
幸
の

娵因

に
つ
い
て

具體

例
を
示
し
つ
っ

論
理

的
・

心

理的

に
照
明
し
た發

臟
へ

の

指標世に多くの幸疆論湿あるが、これほどプラクティヵルで、平凡で、正確な宰編論
は
ない。宗教を信じない著者は、自分自身を唯一の據點としてあぐまで自己、のみの幸輻を、

噛

噸
噸

論
じ
て

ゐ
る
。

そ
れ
は

我
々
に
と
つ

て
、

自
己
が
最
初
に
し
て

最後

の
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

-
}
-ー

べ
　

ー
　
ベ
　

ル.森下修一譯

婦

　

　
人

　

　
論

全
二
册

ペ

ー
ベ

ル
の

婦
人論

か
、

婦
人論

の
べ

ー
ベ
ル
か

と
言
は

れた

婦
人
問
題
に

關
す
る

占典

的名

苦
イある。原始杜倉における讎人の地位から筆を起し、現代瓧會における結婚∵家族、賚淫等の諸問題を辛辣な華致をもつて縱横に批判し、ついで國家と瀧含におー7る婦入の

地位

を
論
じ
、

耻會

革命

に
よ
つ

て
初
め
て
婦
人
の
解
放
が

實
現
す
る

と
結
ん
で
ゐ
る
。

村

岡

典

嗣

畢

　

　
　

　

　

　
　

　
2

鵬
デレ
晢渇

世
哲學

史

套
三册

鯛

・

　

　

　

　

　

　

　

　

上※

※
※

　
青

ド
イ
ツ
新
カ
ン
ト
派
の
亘頭

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
代
衷
的
哲學

史。

「}

般
文化

竝び

に
諸
科
學との聯關における」といふ副題の示すやうな廣い覗野で、存在、價値等常に繰り返される哲學上の諸問題を捉へ、それらの親點から近世各時代の哲學者の學設め發展を敍逋したもので各章に懇切な譯註を附して理解の便を計つた。

波

多 .

野

精

一

わ
が
哲學

界
に
お
い
て
西
田
博
士
と
竝
び
稱
さ
れ
る
著者

二
四歳

の
處女

作
「
西洋

思
想
を
咀嚼

し

西

洋

哲

學

史

要

覯

　
　
　
　
　

斗　　　　　　　

　
　
　
　
　
　
　

孛
噛
噸

同
化
し
わ
が
も
の
と
な
し
て
敍
逑」

さ
れ
た
日
本
入
の
手
に
な
る
最初

の
體
系
的西

洋哲

學史

で
ある。　「波多野宗教哲學」なる體系を創始した著者の研究態度は歴史の重覗と尊敬にあり、その全哲學研究への出發點をなすものが他なら孤本書である。

朝

永

三

十

郎

複
雑
多
岐
を
極
め
る
近
代
精
帥
の
種
々
相
を、

歴史

的内

在
的批

判
に
よ
つ
て
評
價
し
っ
つ、
「
我」

謙號

「
我」

　の

自

覺

史

靜

の
自
覺
の
發
展段

階
を
展
開
し、

更
に
「考

へ
方」

に
よ
つ
て
近
代精

紳
を
類
型
學
的
に
展
示
し
た本書は、今日すでに哲學書の古典として不朽の價値を占めてゐるが、その深い學的基

,
　
　
　
　
　
　
　　

※
噸

礎
と廣

い

歴
史的

背

景
と
、

行間

に
溢
る
る
哲
人

的香

氣
は
讃
者
を
ひ
き
つ

け
ず
に

は
お
か

な
い
。

、
西

由

幾

多

郎

「
善の

研究

」

發表

以來

、

著
者
の
努力

は
專
ら
西歐

哲
學
の
廣
汎
な
攝
取
と
紹
介
と
に
向
17
ら
れ

現代

に
於
け
る
理
想
主
義
の
哲
學
　
都

た
。

近代

理
想
圭
義
哲
學
の
主流

を
概
觀す

る
と
共
に、

新
カ
ン
ト
派
・

現
象
學
派等

の
哲學

を
體系的に紹介し、現代哲學の動向を初めて明らかにした本書は、まさに謄史的名著であ

噸
噛

り
、
「
自覺

に

於
け
る

直
観
乏
反
省
」

に
到
る

西
田
哲
學
へ

の

手引

き
で
も
あ
る
。
-

　

　

　
'

ノ
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`

.
高
　山

　
岩
　
男
　
　
　
　
　
　.

西

　
　
田

　
　
哲
　

學

翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　.
噸
噛
噛

・「

場所

」

の
概
念
を
定
立
し
て

自
己
の

哲學

に
獨
自
の
論
理
を
附
與
す
る
と
共
に
、

故左

右田

喜
噌郎博士をして初めて「西田哲學」なる名稱を冠せしめるに至つた「働くものから見るものへ」の後編以後、「一般者の自覺的體系」「無の自覺的限定」を逋つて「哲學の根本問題」正續に至る、西田幾多郎博士の思想的發展の跡を體系的に纒めたもの。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

l

三 ,

木
　

　
　

清

西

田

先

生

と

の

對

話

翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
噛　　　　　　　　　ノ

わ
が

哲學

史上

に

不朽

の

足
跡
を
殘
し
た
二
つ

の
魂
が

相會

し

相觸

れ
る
對
談
の
妙
昧
。

日本

文化の特質を語り、ヒューマニズムの現代的意義を論じ、人生及び宗教へと、哲學の深奥にまで語り進む相許した師弟の對話は、ゲーノとエッ.ケルマンとのそれにも増して、譲むものに感銘を與へずには措かない。難尭と稱される西田哲學好個の入門書。

阿
　部

次

郎「

倫

理

學

の

根

本

問

題

剤

　
　
　
　
　
　
　

,
　
　
　
　　

　
　
　
　
噛
・?

著
者
が
哲
學
上
の

師
と
仰
ぐ
リ
ッ

プ
ズ
の

思
想
と

情熱

と
感
激
と
を
、

絶
對
に

私
見
を混

へ

ず

再現したのが本書である。ここに論ぜられるものは、人と處と時とによつて相逹する道徳思想ではなく、道徳そのものであり、絶對善への憧憬と不斷の歩みである。「三太郎
」の苦惱と彷徨はここにその途を見出し理想に向つそ開花する。

柳

田

謙

十

郎

辯

證

法

+

講

誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・?

噛

こ
れ
は
單
に
辯
證
法
に

關
す
る

知
識
を與

へ

る
た
め
に

書
か

れ
た
書
物
で
は
な
く
、

ど
こ
ま
で
も
辯證法乏いふものを歴史的現實そのものの論理として、現實のつかみ方とらへ方を正し

、これをその根柢から變革するといふ方法的立場を中心として述べられたものである。本書をひと通り讀むこしによつて入は、辯證法の本質的な意義をつかむであらう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1}

　
レ匹　ー

'

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
尸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

ひ　　
　　　'

㌧

　

'

「

宗
教
・
哲
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一
二
〇

曜

　

　

舮

1

　
　
　奄

　

肚

會
・

歴

史

・

自

然

　

　

　　

●

.　

牝

小
　
泉
　信

　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　・

マ
ル
ク
ス
死
後
五
十
年
　
か
バ影

妣鋭

　　
韻

　
　
　
　　

　
　
　　

　
　
　　

　
ゐ。
※
噛

大
正末

期
よ
り
昭
和
初
年
に
か
け

著
者
の

論鋒

は
ひ
た
す
ら
マ
ル

ク
シ
ズ
ム

批

判に

向
け

ら
れ
た。マルクスの死後五十年に當る昭和八年に書かれたマルクス批判論文を始め、マルクシズ憐研究の成果を收めた本書は、唯物史觀、價値雨剰餘價値理論,資本蓄積法則その他、ヤルクスの主要學説に對する著者の纏決算とも見られるもの。

猪

木

正̀

道共産圭義

の

系

譜

壇
訂
版

箭

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

や

噛

噛　　　　　i　　　l　　噛

「
マ

ル
ク
ス

圭
義
と
は
何
か
」

よ
り

筆
を起

t古

典的

マ
ル

ク
ス

圭

義
の

展開

過
程
を解

明
す
る
と

.　,

共

三

フ
オ
イ
エ
ル
バ

ヅ
ハ

か

導

〃
グ
ス

を

再檢

討

レ、

ラ
ッ

サ
ー
ル

ぢ
ル
ク
ス

を比

較
し
、
、

更
に
レ

ー
ニ

ン
、

ト
ロ

ツ

ギ
ー、

ス
タ

ーリ

ン
へ

と

設き

進
む
共
産
主
義
批
判
の

筆
は
、

今
日
ソ

ヴェート聯邦を中心に世界的に活動しっつある「生きでゐる共産主義」の系譜を描く。

、

　6

ん
γ　

'

¥

靴げ轟顯乏惚讐縁澗
ヤ」

　 ,

　

河

合

榮

治

郎

自

由

圭

義

の

擁

護

都▽、　　　　　　　　‡

　

　

　　

　

　

　　

　

　

　　

　

　
曜

自由

主

義
を
標

楞
し
て

立
つ
た
著

者は

、

滿
洲
事
變
以後

接
頭
す
る

右
翼
思想

に

敢然

と
し
て
對
決した。國家圭義の復活と攻勢に對して正面より挑載した「國家主義の批判」を始め、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」}學園逍放・發禁處分の原因となつた自由主義の本質に關する論文の他、法廷における爭點に關して著者の所見をのべた「自由圭義の辯明」等五篇を收める。

㌧

■

ギ

河

合..
榮

治

郎

頚

教

壇

生・

活

二

十

年

韻

　
　
　
　　

　
　
　　

　
　
　　

　
　
　
や
噛

,

森戸

事件

を

契機

と
し
て
日
本
の
肚
會

情勢

は

プ
ア
シ
ズ
あ
へ

の
一

途
に

驅
り

立
て
ら
れ
た
。

自
由思想のゆゑに「反動教授」と罵られながら、一歩だも退かなかつた著者は、再び襲ひ來つた國家主義の前には、つひに教壇を去らざるを得なかつた。著者の教壇生活はま
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さ
に
東
大
經
濟
學
部
の
生
き
た
歴
史
で
あ
り、

日
本
思想

界
の
重要

な側

面史

で
あ
るゆ
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「
市
民
杜
會
」
「

現
實
の

再
建
」
「
自
由主

義
の

系譜

」、

の
三

篇
が

收
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

い
イ
れ

も戦爭中に書かれたものである。ブルジョワ瓩會が思慰史風に蓮べられ、人間は輿へら
.れた現賞に改造を施して望ましい現實を作り得ることが強調され.そして、自由主義の擁護と、それを乘り越えた地點に肚會主義的なものが開かれることが力設される。
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夢狹い講壇鵡擱ちこもふことなく、瓧會の廣場に出てものを書く秕含學者吃し

て

世評

の高い著者が、種々の吐會集團の類型のなかで入間の姿を捉へようとしたユニークな論
.述である。人間についての蔚者の考へ方が他のどの書物よりも本書のなかにおいて明　　蚤らかに見られ、數多い著作中もつとも代表的なものと言へよう。
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「私

の

瓧會

觀
」

の
他
に
「

反
瓧會

的集

圃
」
「匿

名
の
思
想
」
「

暗
殺
」
「

庶
民」

「
暴
力
し
「運

命
の岐路に立ちてし等代表的な論文九篇が收められてゐる本書拡、幼少の時代から著者が世の中といふものをどう見て來たかといふ、一種の自傳的な告白であると同時に、樣樣の問題に直面してそれを處理する著者固有の反應樣式の公開でもある。-
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青

米

國の

著
名
な
瓧
會學

者
モ
ル
ガ
ン
の

「
古代

瓧會

」

は
ア
メ
リ
ヵ
+
人
の

結婚

關
係、

氏
族
組
織に基ぐ肚會制度を研究し、野蠻・未開時代をへて文明時代にいたる人類の家族、政府、財産の槻念の發逹を論證して、マルクスが四十年前に創唱した唯物論的歴史觀を獨自に再發兇したといはれる。舊課に徹底的改訂を加へて定本とした。
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本
書
は
二

十
世
紀
瓧會

科學

界
の
亘
匠
マ
ッ

ク
ス
・

ウ
ェ

ー
バ

ー
の

主
著
「

經
濟
と

肚
會」

第
一

部
・第一章の全譯。ここには、彼の提唱する理解肚倉學の方法と對象とが、具鶻的仁逋べられてゐる。瓧會的行爲、杜會關係、正當的秩序、鬪爭、鳳體、權力、支配等について彼の肚會學體系の精髓が鮮かに展開されて行く。
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下,聖

噛
　
　
青

二
十
世
紀
の

良
心
と
し
て

戯曲

や
小

設
の
創作

を

通
し
現

代英

交

學
の
歩
み
に

偉
大
な

足
跡
を
の
こした文豪ショーは、またフエビアン協會の重要なメンバーとして瓧會‡…義の建設に大きな役割を果したが、その平和圭義的な考へ方につら温かれた本書は、きはめて平易に説かれた祗會主義瓧會への啓蒙的手引として健全な理解を與へてくれる。
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ン
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ス

キ
ユ

ー
、

ヴ

オ
ル

テ
ー
ル
に

始ま

る
フ
ラ
ン
ス

史
學界

は
、

革命

後
の
國
家
的
大
變動

、ロマン派の歴史的好奇心、資料の公開、實證精祕の發逹等あらゆる好條件に惠まれ、十九世紀にいたつて大歴史家を輩出した。その一人ギゾーの手になる本書はローマ帝國崩壊から十八世紀までの歐洲文明發逹の鳥瞰であり、史學方法論でもある。
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ク
ロ

ポ
ト

キ
ン

ほ
ど
に

瓩會

の

あ
ら
ゆ
る
層
の

經驗

を
し
こ
れ
を
知
つ

て
ゐ
る
人物

は
稀
で
あ
る
が
、その變化と波瀾に富んだ生涯を淡々と語つたこの自敍傳は、ゲーテの「詩と眞實」とオーガスチンの「憐悔」を一つにしたやうな内容を含んで、興味のつきるところを知らない。讀者はこの一卷に牧歌と悲劇とロ・マンスのあらゆる要素を見出すであらう。
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「

事
俺
は
事
件
自體

の

法
則
に
し
た
が
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
い

ふ

信念

に
立
っ
た
ト
ロ

ッ
キ
ー
が、自ら参加した・シア革命の歴史的展開の法則を發見しようとして書いたのがこの革命史である。ロシア瓧含の發展とその内的諸力の輪郭から筆を起しつつ、革命といふ大事件の現實的過程が、完全に自然な必然性をもつて讃者の前に展開されてくるσ.
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明
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世
界
的
な
解剖

學者

に
し
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ァ
學派

の
亘
頭
と
し
て
知
ら
れ
る
ス
ミ
恥
卿
の
快
心
の作である本書は、雄壯にして溟漫的な内容と、雄渾にして流麗なる筆致によつて人類文明の起源を設いたものとして全世界の讃書人を魅了した名著であるが、著者と親しい關係にある篤學の民族學者たる譯者の流暢な譯文は何人にも親しまれるであらうゆ
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疉
噛
噸

無昧

乾燥

に
な
り

易
い
人

類進

化
の
跡
づ
け

を、

立派

な

科學

的方

法
に

よ
つ
て
わ
か
り
易
ぐ書

い　　　～た本書ば、氷河時代に人類の先組がどのやうな努力をもつて生き拔いたか、そして、兇暴な自然との闘ひの後にどのやうにして「人間」になり、道具や言葉がどのやうにしてつくられたか、といつたことがぎはめて藝術的な表現で述べられてゐる。
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今世

紀
の
生
ん
だ
天
才史

家
イ
リ
ン
の
手
に
な
る
本
書は

、

古代

文
明
生
誕
の
地
エ
ジ
プ
ト
に
始
まり華やかなギリシャ文明の最盛期をへてその絡焉の都ローマにいたる四干年の長き旅路を、豐かな詩情と人間性をもつて描いた新しい人間の讃歌である。若き世代に捧げ

}

ら
れ
た
希望

と
誠實

の
書
と
し
て
数
百
萬
讀者

を魅

了
し
た
文
明
史
の
香
り
高
い
名篇

で
あ
るコ

窒-

畢

簿

伸
濫

史
全
二
册
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年
の
歴
史
を總括的に考察し記逃した本書の特色は、政治・經濟・文化の各分野の特殊史を時代思潮の中に綜合して、個々の歴史事象を洩れなく敍述することにより、併せて歴史理解を汎からしの券苓とである。詳細な索引と圖版砿讀者に一暦の便を奥へ8ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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噸
噸

本書

は
古
い
傳設

時代

か
ら
最近

の
中華

人
民共

和國

の
成立

に
い
た協

まで

の
支那

の
歴
史
の
動きを、民族史的文化史的な観點に重きをおいて敍遠した簡略な逋史である。特に國際理解は歴史を通じて少年層から始めるべきだといふ著者の信念か95、その記鑪が極めて平易な表現をしたのも一っの特色で、地圏、索引を附した懇切な書であるつ

森
　
　
銑
　
三おらんだ

正

月

鯛
都肺

筋
隅

静
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噛
噛
や

江
戸
時
代
の

科學

者
を

中
心
に

地理

學者

・

兵學

者
・

土
木

家
・

探
検
家
等
五
十徐

人
の
事
蹟
を、少年少女向きに平易に、しがも興味深く記逋したもの。ごこに登場する人物は、志す方面こそ違へ、何れもよき日本を、よき肚會を造るバく、眞劍に努力した尊敬すべき人々であり、その言行は次代を背負ふ若き讀者に多くの夢を真へずにはおかない。
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黒
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噸
噸

こ

れ
は
ま
こ

と
に
ユ
ニ

L
ク
な

歴史

随筆

集
で
あ
る
。

現代

日
本
の

最も

進歩

的
な
歴
史家

と
し
て
、近代史とくに明治維新史の研究につねに卓見をはく著者が、すぐれた史料の整理と、奇拔なまでに面白い着想と、歴史家には珍らしい流暢な筆のはこびをもつて淡々と綴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・つたこれらの文章は、何人にも歴史への深い關心を抱かしめずにはおかない。
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交
る
と
こ
ろ
す
こ
ぶ
る
廣
か
つ
た
輻澤

論
吉
が
客
に
接
し
て
語
つ
た
こ
と
を捨

て
去
る
の
を惜

ん
で綴つた本書には、宇宙人生観あり、政治経濟論から學問敢育論、婦人解放論、一身一家の處世訓など、凡ゆる問題について藹澤が平生感ずるところを恋直に述べたもので、.思想の圓熟した藕澤が縱横無盡に論じ去り論じ來るところ獨自の價値を持つてゐる。
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思想

的
に
も
事業

的
に
も
明治

日本

の
最
大
の
先覺

者
で
あ
つ
た
輻澤

謙
吉
が、

生
ひ
立ち

か
ら
老除の牛生までを語つたこの自傳は、古今の自敍傳文學申白眉の書であるのみならず、出版以來五十徐年のあひだ、愛國心の源泉として寓人に親しまれてきたが、本文庫版は最近發見された自筆の草稿にもとついて復元した決定版ともいふべきものである。
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つ

た
者
はない。ヘディンこそその生涯を中央アジヤと共にした人といへようが、本書は彼の中央アジヤ探臉の記鎌であるのみならず、探檢家としてのヘディン自身を最もよく傳へ・るものとして世界探檢史上貴重な文獻として古典的價値を認められてゐる。　　　　　　　　　　　　●
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噛
噸
※

■

十
九
世

紀後

孚か

ら
二
十
世
紀
初頭

に
わ
た
る
五
、

六
十年

間
の

歐洲

文
藝
思潮

を鳥

瞰的

仁
、

平易に多くの實例を引用して日本文壇と結び付けて講じたもの。著名なエッセイストでもあつた著者は本書を單に懇切丁寧な文學案内書たるに止まらず、それ自體一っの香り高い文學作品にまで高めてゐる。詳細な索引を附してある。　　　　　　　　　　　ρ
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英
文
學
の
叡智

が
面自

く
な
れ
ば
英
文學

そ
の
も
の
も
面白

く
な
る
と
い
ふ
信念

に
立
つ
著者

が、
-英文學の理解を逋して文化を高め、生活を豐かにしようとして書いた本書は、從來ありきたりの英文學の紹介書の域を暁した新しい英學の書である。逆境に處して動じない英國人の生き方から著者は戦後の若い世代に將來への希望を輿へようとする。
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の

意義

と
價値等を、斯界の第一人者たる著者が多くの文獻を基とし、「人生の爲の藝術」の立場から公平な批判を加へつつ、一貫したシステムと樣式とによつて敍逋した。卷末に詳細な索引を附して讃者の便を計ったロシア文學の良き入門書といへよう。、
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P藤村作は文學博士・東大名譽教授で、本書は日本文學の史的展開を考察する基

礎研

究として、中正簡明に、時代の思潮、作家の傳記、作品の解題を遶べ、遖切なる引例を

,

施
し
た
最
も権

威
と
定
評
を
持
つ
日本

文
學
史で

あ
る。

卷
末
に
國文

學
年表

と
詳細

な
索引

を附し、教科書として最逋のもので多敦學校に探用されてゐる。　　　　　　　　・
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昔
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の
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者
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丶傳説を手

が
か
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と
し
て
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そ
れ

葱生

み

出
し
た
基
の

も
の
、

す
な
は
ち
傳
読
を
支
へ

て
ゐ
る
日
本　　　　　　　　　　　　　　　黏人の信仰や習俗を明ちかにしようとする著者が、「一目小曾」「橋姫」「ダラダラ坊の足跡」等の傳設をめぐつて、傳設傅播の過程およびその運搬者の問題、さらに傳設を解釋する場合に注意すべきことなどを懇切に説きあかした名著である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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豊昭和四年に刊行されてから、いく度びとなぐ版を重ねてきたこ

の

書

物

は、

日

本

全

國
の町や村に古くから傳はつてきた昔話のうちから、特に若い人たちに向くものを選び出

.してつくられたものであるが、日本の民間に古くから傳はつてきた文化を深く理解して、日本をほんたうに知らうとする人々への手近な入門書と言へよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[　,冒辱1　ー.「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii
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内

次第

に

忘
れ
ら
れ
て
ゆ
く
日
本
の

傳設

を
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し
ん
だ
著
者
が、

讀
書
の
す
き
な

若
い

人
々

を
目
あ
てに「昔話」の姉妹篇として書いたのがこの書物である。このやうに單純で色彩の鮮かな傳説が、どのやうにしてこの國土にめばへ、そして成長して毒たか、さういふ學問上の好奇心を植ゑつけようとの著者のこまやかな愛情が隅々にまでゆきとどいてゐる
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こ
と
で
あ
り
、

國
民
の
一

人
}

人
が
11
で
な
り
筆でな棋で.自分の言はうとすることが自由に言へて、しかも像期した效果を相アに與へることが出來る人を作りあげることである、といふのが著者の抱負であるが、ここには民俗學の豐かな資料とその方法により「活きたことば一の教育が主張されてゐる,
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た
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書
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の
世界

的
權
威
で
あ
る
著者がその言語學國語學における深い學問の基礎に立つて國語の移り變りのあとをきはめて平易に敍逋したもので、言語學的なひろい覗野において國語學上の具體的な課題を解明し要約した代表的著邇としそ國語に關する一般的教養のための必誼の書である。
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く
世
に
逾
つ
て
つ
と
に
世
評
の
高
い
著
者
が、

星
と
傳説

に
つ
い
て書

いた三十篇の随筆を收めた本書は、古今東西の星界の紳祕と人界との交渉を流麗なスタイルをもつて文學的に紹介したもので、星の見方にも爭へない國民性が現れてゐることが明らかにされ、いはば民俗天文學とも呼ぷべき獨自の意義を持ってゐる。

」

虚
・
ド
レ

イ
パ

ー

鰤

田
.

鱗の

舉
史

全二
册

閥

　　

　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　

各
噛
※

　
青

古
代
か
ら
近
代
に
い
た
る
宗教

と
科學

と
の
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刻
な
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爭
を、

科
學
者
ら
し
い
公
平
な
筆
緻
で詳

逋した名著。宗教的教義が科學的發見により無慚に敗邁する樣や、宗教的權威が科學者を弾壓する模樣が十二の主題について生き生きと刻明な名筆で實證されてゐる。それは知性とドグマとの載ひであり、讀者に無限の示唆を與,へる。
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で
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が
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フロイドの眞の精紳と姿とを最も手近に知り得るものとして、本書の右に出るものはない。若くからフロイドの學説と方法を研究し、自らもまた醫師として深く共鳴した鐸者が、この國の識者に正しい理解を輿へようとの熱情をこめて譯出したものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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し
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切
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寺

韻
美學

を
専
攻
す
る著

者
が
、

歴
史
の都

奈良

の
古
寺
を觀

て
ま
は
つ

た
印
象
記
で
あ
る
が
、

法隆

寺
、　　　　　　　　　　　　ら藥師寺、東大寺、唐招提寺、法華尼寺とヤつた風に古いものから時代の順に觀られてみる上に、記述も漫然たる印象記ではなくきはめて實證的な態度でつらぬかれてゐる
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で
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ら
に

日本

古代
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の
流
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を
觀
る

感
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與
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ゐ
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腐敗

し墮

落
し
た
彫
刻
藝
術
を、

眞
實
の

傳統へと復歸させ、生命の藝術として再生させたが、その祕められた廣い内面の世界と
深い思索の生活から溢れ出るこれらロダンの言々句々は、天啓のやうに素晴しい魅惑に
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み
ち
て
ゐ
る
.

そ
れ
は
美
し
い
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虜
な
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で
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ン
・
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ス
チ
ァ
ン
・
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ッ

ハ

の

人
と
な
り
に
つ
い
て
、

そ
の
後
牛生の三十年を糞もにした夫人が記したもので、古來女性の執筆になる数すくない名著

中　　　　・,　　●でも、特に情愛のこまやかな作としてつとに定評ある書である。一九三〇年のドイツ
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版
を底

本
と
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、

別
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品
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を
卷
末
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加
へ

て

讀者

の
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つ
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ゐ
る
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た
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の

生

涯
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シ
ー
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ル
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イ
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編

纂の

物
に

基
い
て
百
五
十
六
逋
を
選
び、

そ
れ

を中

心
と
し
て

此
の

偉大

な音樂家の生涯を逑べた。叉卷末には現今彼の二大文獻となつてゐるケッヘルとウィゼ
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ヴ
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ン

の
側
近
に
十
年
も
ゐ
て

祕書

役を

兼ね

、

叉
べートーヴェンの殘した總ての文書を保存し整理したべートーヴエン研究の權威者である。この書は亘匠の死後十三年目の一八四〇年に發表され、今もなほべートーヴエン

、傳の典據として世界的に名著に舉げられてゐる。本書は初版本からの邦譯である。
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一

音

樂

家

の

想

ひ

出

青

チ
ャ
イ
コ

フ
ス

キ
ー
の
自

傳的

回

想記

と

昔樂

評
論
で
、

前
者
は

彼
が
四
八
歳
の

時
ド
イ
ッ

各地

に指揮者として巡遊したをりの事を中心にブラームス、グリーク等との交遊を、後者はモーッァルトからリムスキー・コルサコフ、グリンカまでに及び、.随筆風なバイロイ
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訪問

記
も
あ
る
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フ
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小

傳と

人
名解

設
を附

し
て

便を

計
つ

た
。
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郎

現代

日
本
を代

表
す
る
作曲

家の

一

人
で
あ
り、

文
部
省
の
覗
學官

と
し
て學

校昔

樂
教育

の
建
て

昔

樂

論

ノ

ー

ト

伽

直
し
に
活
躍
す
る
著
者
が、

音
樂
の
鑑賞

と
理
解
を
助
け
る
目的

で
書
い
た
本
書
は、

先づ

昔
樂
についてのきはめて基本的な問題を取扱い、さらに近代昔樂及び日本現代昔樂について

÷

の

重要

な
問
題
を
主
と
し
て

作曲

家
を

中
心
と
し
て
取扱

つ
て
ゐ
る
。

三

宅

周

太

郎

日
本
の

庶民

藝
術
と
し
て

文
樂
の

人形

芝
居
ほ
ど
き
び
し
い

傅統

を
つ

ら
源
い

て
き
た
も
の
は
な
い
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-量
陋
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究

覯

　
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　　

　
噸
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噸　　　　　　　　　　　　　　　[

が
、

こ
れ
は
文
樂
を
語
る
に

當代

随
一

の
人
と
言
は
れ
る

著者

が
、

か
ら
だ
を
張
つ
て
研
究
し
、

こ

'の古典藝術の構造とそこに生きる人々とに直接ぶつかつて書いたいはば著者の青春の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼ情熱の記念碑ともいふべき名著で、文樂鑑賞者の必讀の書である。

丶

三

宅

周

太

郎

義
太夫

の

名人

攝津

大
掾
は
七

〇歳

に
し
て
は
じ
め
て

「
九段

目」

が
わ
か
つ

た
と
述懐

し
た
が、

「

續

文

樂

の

研

究

覯

文

樂
の
藝
は
そ
の

や
う
な

入
間
の
力
に
よ
つ

て
こ
そ傳

承
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

著者

は
文
樂
の鑑賞においてもそのきびしさを強調してやまないが、本書はただに文樂鑑賞の手引書

為

噛
噸
噸

と
し
て
だ
け

で
な
く
、

讀
者
を
し
て

藝
の
道
の
眞
の精

棘
に
ふ

れ
さ
せ
る

得
が
た
い

書
物
で
あ
る
。
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　ヒ映登理論をつねに實踐とむすびつけ、實踐によつて生長したエイゼンシユティン

の

敏多くの映畫論文のなかから、重要なもののみを探りあげて編韓したのが本書である。いつれも卓拔な思索の記念碑であり、思索と實踐との合作であるが、藝衛家の思索に　　　　　　　　　　　　洛

噛
や
噸

,《

さ
は

し
い

輝

く
や

ラ
な

暗示

が
い

た

る

と
こ

ろ

に

ち

り

ぜ

め

ら

れ

て

ゐ

る
。
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秀

　夫

映
査
批
評
界
き
つ
て
の
名手

と
謳
は
れ
る
著
者
の
批
評
の
中
か
ら
圭と

し
て
歐
洲
の
映蠡

に
關す

る

映

畫

と

批

評

臨
洲
鰤

都

　

　

　
＼、
　　

　　
　
　
　
　　

　　
　、,　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

※

や

噸

も
の
の
み
を

選
ん

だ
の
が
二
め

第
一

部
で
あ
る
が
、

ジ
ユ

リ
ア
ン
・

デ
ム

ヴ
ィ

ヴ
ィ
エ
、

〃
ネ
・
クレエルをはじめ、西歐のキャメラマンの展望、さらに具體的な作品では「外人部除」「望郷」「乙女の湖」「美しき青春」等鮃判になったものはあらまし取上げられもゐる、ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　「

し

、　

　　
　　

、

」
亀

'○ノ

广
、■

～
マン
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♂

夢

」　曙

津
　村

　
秀
　夫

、

映

畫

と

批

評

環
メ
に
力
鰤

剤

　
　
　

　　

●
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
・攣

噸
"

第
一

部
に
つ
づ
く
二
の

篇で

は
、

主と

し
て

ア
ズ
リ
カ

映査

を中

心
と
し
て

批評

が

展開

さ
れ
る
が
、「歐洲映盡と米國映叢」では兩者の比較が具體的に示され、[映畫批評家志願者への助言」では、著者の經驗と知識があたたかい愛情のうちに活かざれズゐを。作品は「驛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丶馬車」「戰場よさらば」以下三十篇にわたつてゐる。

・

津

村、

秀

夫

μ
峡

畫

と

批

評

聯
乾

鰤

訓

　
　
　
　
　　

　　

　
　
　
　
　
　　

噸
噛
※

,

こ
の
篇
に
は
日本

映畫

に

關
す
る

文章

が
あ
つ

め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
「

溝ロ

健
二論

」
「
田
坂具

隆

論」「山中貞雄の死」「新しい監督群」等著者の監督論が展開されるほか、「人情紙風船」「冬の宿」「太陽の子」「裸の町」「人生劇場」「土」「殘菊物語」等藝術の香り高い名畫の印象が、氏の纖細な鑑賞眼を逋して見事に再現されてゐる。
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幼
少
に
し
て

人
生
の

辛
酸
を
な
め
、

死
戯
ま
で
愚

痴鈍

根
を
断
ち
き
れ
な
い
こ

と
を

告白

す
る

作者が、憂苦と求道の生涯を途つた親鸞に憧憬を抱きつつ、戰亂に家を燒かれ衣食に窮
し塗炭の苦みをなめる末法の時代を背景に偶像化された傳設から解放された親鸞の生涯を描くこの作品は、同時に作者の現代への批判精紳につらぬかれてゐる。
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74漱石の思ひ出全二册鶲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
槨　　　　　　　　　　　　　　前※※

見
合
ひ
か

ら
死
別
ま
で

漱
石
と
生
活
を
と
も
に
し
た
鏡
子
夫
人
が
、

故
人
へ

の

限
り
な
き
愛
情
を
こめてその思ひ出を語つたこの名著は、夫人でなければのぞき觀ることの出來なかつた人間漱石の祕密を明るみにさらしつつ、漱石の赤裸々な姿を讀者の面前に浮き彫りにするが、漱石研究に缺くことの出來ない文獻として古典的價値を持つてゐる。

レ
、

水

上

瀧

太

郎

大
　

　
　

　

　阪

鄲
大
正
十一

年
の
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
大
阪
毎
日新

聞
に
連
載
さ
れ
た
小設

で、

實際

的
で
無
駄
のない實利的な生活を忘れない商業都市大阪を背景に、大阪入の典型的な姿が描かれるが、自らに峻嚴で他人には寛容、潔癖で入道主義的正義觀の彊い主入公の生活態度に

b、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

÷
÷
※

は、

作者

自
身
の
赤

裸
々

な
影

像が

刻
み
こ
ま
れ
、

瀧太

郎
の

文學

の

代表

を
な
す
作
品
で

あ
る
。

調　
　'」、

　

徳
　田

'
秋
　聲

廟
(
た
だ
れ)

　

　

　

　
鰤

　
　
　
　
　

　
　
　
'　

　
　
　
　
　　

　
　

÷

÷

「

「
あ
ら
く
れ
」

　
「足

迹」

と
と
も
に

三
部作

の
一

を
な
す

「爛

」

は
、

市
井
に
生
き
る

人
澗愛

慾
の
'世界をゑがいて技紳に入り、簡潔細緻をきはめた作品として、糞りなき觀照と純粹な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掣　る客観描寫を生命とする秋聲文學の最高峰たるのみならず、自然主義文學の完成され　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5た極地を示すものとして、近代E本文學史に記念碑的位置を占めてゐる。
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富
本

百

合

子

風

　

　
知

　
,

草

鰤
戦爭

に
よ
つ
て
強
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
五
年
間
の
沈
默
の
の
ち
に

書
か
れ
た
こ
の
小
読
は
、

名作

「播

州
,平野」や「二つの庭」と同じく、作者がもつとも書きたくて書くことの出來ないでゐた主題が、溢れる川のやうに溢れて書かれたもρで、載爭で苦しめられたすべての日「

　

う"一孛

本人

、

良人

や
愛
人
を
奪は

れ
た
B本

の
多
く
の
妻
や
婦
人
た
ち
の
心情

へ
の
共
感
に
み
男
て
ゐ
る。

、
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樋

口
　一
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葉岡田八千代校註た　け　く
,

ら
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　他

二
篇

ぜ

　
　
　
　
　

　　

　
　
　
　
　
　
　

　　

　
　
　
　
　
　

　　

　
、ここに收めた「たけくらべ」「われから」「わかれ道」の三

篇
は

∵
い

つ
れ
も
一

葉
の
晩

年の作であるが、とりわけ「たけくらべ」は一葉の全作品を通じて最も勝れたものである。吉原の近くに住む子供たちの有樣が、その近くで一文菓子屋をしてゐた一葉の目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'を通して如實に語られ、その筆は一分のすきも無い精緻をきはめてゐる。

∫
露酔トブ旨み　}い短鰭

転
㌦撃遇ごり・

泉
　
　
鏡
　

花畢古同　　　　野
　
　
　
　
聖笛

　
他
一

篇,

「
日
本
に
は

花
の

名
所
が

多
い
。

鏡
花
の
夊
學
は
情

緒
の

名所

で
あ
る
」

と
は
川
端
康
成
の

言
葉
であるが、まことに泉鏡花の藝術は情緒の花園であり、その生涯は美の祭典であつた。「高野聖」はそのやうな鏡花文學の典型をなす代表作で、自己の創造した幻想美の世界に、思ふがままに入間を生かす鏡花の面目はこの一篇に盡きてゐる。
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宮
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百
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※

ノ

宮
本
百

合子

の
評

論
は
二

百篇

を越

え
る
が
、

こ
の

集
に

は
瓧

會
と

文
化
の

問題

を
ひ
ろ

く扱

つ
たもののなかから、婦人じ關する問題を圭にした二十八篇を牧めたが、幸編な文化的な生活をこの荒れはてた破綻した瓧會の中にどうして建設して行くか、戰爭をひきおこ　　　　　　　　　　　　　　　　号し人民を不幸の座につき落した權力は何を企ててゐるかが鏡く洞察されてゐる。
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全二
册

昨

　　

　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　
　
各

‡
　
槨

晩春

の

佐
渡
の

海
か

ら
早

春
の

紀伊

の

田舍

ま
で
の
ほ
ぼ
一

年
間
の

四

季
の
推
移
を
心
こ
ま
や
か
に　　　　　　　　　'觀察し、自然と人間の親和の相を描いて讀む者に鮮明な印象を刻んでくれるこの小読は、眞に健全なヒューマニズムをもつて入間を温く且つすがすがしく高め、未知の可能性を信じさせ、生きゆく希望をかきたてる意味で、清純なる國民文學といへよう。
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「

全
篇
六
部
か
ら
な
る
「
幻
燈
部
屋」

は、

九
州
若
松
の
小
城
主
の
家拓

を
誇
る
久
賀
家
と
い
ふ
沒
落士族の封建的な家庭に育つた友太郎、國藏、千吉三人の兄弟が、それぞれに主軸となつて描く戀愛小設であるが、單なるかいなでの戀愛小読ではなく、人間の表面㌫描く戀愛の文樣の根元まで、美醜を超えてつきとめ、愛慾を赤裸々に描き出してゐる。

火
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扇
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下卷
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　●　　　　　　　一

「
幻
燈
部
屋
」

の
第
四

部
に

該
當
す
る

作
品
で

あ
る
が
、

作

者
が
生
れ
た
と
き
か
ら
と
り
つ
か
れ
てゐた夢への遠い郷愁にうながされて書きつづけられてゐた「幻燈部屋」が戰爭のために申絶してゐたのを、昭和二二年はゼめて五年の室冊を埋めるべく書かれたのが「花扇」であり、つづいて「水祭」「夜鏡」によつて作者の夢は結ばれたのである。
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顏

・
こ

れ
は

心情

と
官
能
と
の

相剋

に
由

來す

る

悲劇

で
あ
る
。

良
人
を
深
く
愛
し
て
、

何
一

つ

不足

のない家庭の幸疆にひたりきつてゐるかに見える女主人公セヴリメが、性の不滿から賓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P春宿に出入りする物語であるが、作者ケッセルの藁意は、性の本能に假借なき解剖を試みるこどによつて、太・能の・γちにひそむ清純さを探ねることである。
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73小設アル牽・ハイデルベルク　鄰　　　　　　　　　　　　　　　噸※

ハ

イ
デ
ル
ベ

ル
ク
拡
ド

イ
ツ
で
一

番美

し
い

町で

あ
り
、

そ
こ
に
は
ド
イ
ツ

最古

の

大學

が

あ
る
コこの物語の圭入公も慣習に從ってその由緒ある大學薫一年間の學生生活をすごすべ黛

・ハぞデルベルクをおとつれるが、やがてヶーティーといふ可憐な娘を知つて戀をする
。　　　　　　　　'この小設は有名な演劇「アルトハイデルベルク」、の原作である。　　　　旨

、
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[ロシアにおける最初の心理小設としてトルストイやドストエーフスキ

イ
の

深刻

な

心
理描寫への道をひらいた「現代の英雄」はレールモントフの專制政治に對する反逆と自由への渇望の反映であり、ツァーリズムに苦しむ人民の氣分が明らかに反映してゐる

。レールモントフのロマンティシズムは逃避ではなく革命的な性格につら鍛かれてゐる。ーーー　　　　　　.　l　l層　　ー,
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秋
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編

　

論

醐

　
　

　
幽　　　　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

蓼
※　　　　　　　　　　　　　,

ス

イ
ス

の
聖
者
と
言
は
れ
る
カ

ー
ル
・

ヒ
ル

テ
ィ

の
倫
理

的宗

教思

想家

と
し
て
の

圭著

の

第
一

部　　　　　　　　　　　　　　　　,であり、彼の信念の書であるが、その信念の根幹になつズゐるキリスト教は決して單に宗教思想といつた觀念的なものではなく、「幸幅」とはこころ安らかに喜びをもつて　　　　　　　　　　　　　　　　'働くことだといふ本書の主張は、ヒルティの人格から流れ出た人生の智慧である。
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旨
　

角

川

新

.書

/
'

、..士
律
田
左
右
吉

必

然

・
偶

然

・
自
由

　

　
蜘

　
　
　
　
　
　
　

自
ら
の
歴
史
觀
を
系
統
的
な
理
論
の
形
で
發
表
し
、
現
在
流
行

駅

,　
　
　
　
　
　

の
唯
物
史
觀
と
鏡
く
對
決
す
る
本
書
は
偉
大
な
歴
史
家
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
哲
學
が
は
つ
き
り
窺
ひ
得
る
。

　
　
2
城

西
志
保

ア

メ

リ

カ

の

女

性

　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
現
代
ア
メ
リ
ヵ
婦
人
生
活
の
詳
細
を
そ
の
發
展
の
歴
史
的
瓧
會

　
　
ト
ー
、
h　

幽　

的
過
程
と
共
に
要
領
よ
く
述
べ
優
に
數
百
頁
の
大
册

に
匹
敵
す

　
　
∴
、
」・　
　
　
　

る
。
E
本
婦
人
に
は
絶
好
の
手
引
で
あ
る
。

.ゴ
寺

田
寅
彦

風

土

と

文

學

m

　
　
'.　
　
　
　
　

詩
人
科
學
者
寺
田
寅
彦
は
生
涯
に
わ
た
つ
て
風
土
と
文
學
の
交

　
　
　
　
　
　
　

渉
の
あ
り
か
た
を
論
じ
た
。
本
書
は
日
本
の
風
土

・
民
族

・
菊

　
　
　
　
　
　
　
　
學
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
。

　
　
噂
大
塚
幸
男
譯
編
　
絲
心愛

・
結
婚

・
女

性
　
　
　
㎜
}

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
び
と
は
幾
た
び
か
心
に
、
惑
ひ
や
惱
み
を
抱
く
に
逹
ひ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
い
。
本
書
に
登
場
す
る
多
く
の
モ
ラ
リ
ス
ト
や
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
た
ち
は
幾
つ
か
の
解
決
の
方
法
を
語
る
。　
　
　
　
　
　

,

5
山
本

光
雄

哲

學

者

-の

笑

い

、

m

　
　
　
　
　

ギ
リ
シ
ャ
哲
學
者
に
つ
い
て
昔
か
ら
傳

へ
ら
れ
て
き
た
面
白

い

　
　
　
　
　

話
や
變
つ
た
話
を
、
堅
苦
し
い
理
窟
や
難
し
い
批
判
は
岨
き
に
・

　
　
　
　
　

し
て
語
つ
た
樂
し
い
哲
學
夜
話
。

6
古
谷
綱

武
　
暮
し
の
な
か
の
人
生
論
　

…
……

　
　
　
　
　
　
日
常
の
く
ら
し
の
内
に
ひ
そ
む
美
し
さ
を
解
き
明
か
し
て
生
き

　
　
　
　
　
　
る
こ
と
の
意
・味
や
幸
幅
を
し
み
じ
み
と
教

へ
、
若
き
女
性
の
た

　
　
　
　
　
　
め
に
與
へ
ら
れ
た
美
と
愛
情
と
の
聖
書
。

7
加
藤
周

一

文

學

と

は

何

か

　

㎜

　
　
　
　
　

科
學
者
衣
學
者
で
あ
る
著
者
が
廣
汎
な
知
識
と
鏡
い
直
觀
明
晰

　
　
　
　
　
　
な
知
的
操
作
の
全
て
を
驅
使
し
て
、
文
學
の
本
質
を
解
明
し
よ

　
　
　
　
　
　
う
と
し
た
戦
後
文
學
評
論
中
の
野
心
的
勞
作
。

8
家
永

三
郎
　
近
代
精
紳
と
そ
の
限
界
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
近
代
日
本
の
誕
生
に
苦
惱
の
生
涯
を
捧
げ
た
四
入
の
先
覺
者
を

　
　
　
　
　
　
論
究
し
て
そ
の
意
義
と
限
界
を
明
示
す
る
。
若
き
デ
モ
ク
ラ
ッ

　
　
　
　
　
　
ト
の
は
げ
し
い
抗
議
と
鬪
爭
の
跡
。

9
戸
板

康

二

歌

舞

伎

の

,話

　
…
…

　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
文
化
財
に
當
て
ら
れ
た
新
し
炉
ス
ポ
ヅ
ト

　
　
　
　
　
　
ラ
イ
ト
で
あ
る
。
世
界

に
誇
る
べ
き
藝
術
歌
舞
伎
全
般
を
通
観

　
　
　
　
　
　
し
て
そ
の
眞
髄
を
説
く
好
個
の
歌
舞
伎
入
門
書
.、

ゼ

群

,



　
　
藤

原

定

　
　
原

朔

太

郎

　
10

　
　
　

●

　
　
　
　
　
　

詩
人
哲
學
者
た
る
著
者
が
最
近
の
資
料
に
基
き
近
代
溟
曼
詩
人

　
　
　
　
　
　
　
の
人
と
作
品
を
内
部
か
ら
深
く
把

へ
、
萩
原
朔
太
郎
研
究
に
新

　
　
　
　
　
　

し
い
一
歩
を
進
め
た
問
題
の
書
で
あ
る
。

⑬

關

根

秀

雄

　

モ

ン

テ

r

ニ

ュ
を

語

る

　

　
20

　
　
　
　
　
　

人
類
の
書

「随
想
録
」
の
著
者
モ
ン
テ
ー
|一
《

ロギ
》
=

の
人

・
作
品
及

　
　
　
　
　
　

び
時
代
を
詳
述
し
て
、
い
か
な
る
時
代
に
も
ゆ
る
ぎ
な
い
モ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
ル
と
知
性
の
確
立
を
読
く
萬
人
必
讃
の
書
。

指

龜
井
勝
、一郎

現

代

人

の

研

究

　

…
…

　
　
　
　
　
　

混
亂
の
中
に
異
常
假
設
を
求
め
て
日
本
人
は
何
處

へ
行
く
か
?

　
　
　
　
　
　

日
本
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
た
ゐ
著
者
が
語
る
痛
苦
に
滿
ち
た
三
代

　
　
　
　
　
　

の
文
明
批
評
。
讀
賓
文
學
賞
受
賞
|作
《
ノ
》
《へ
》
|

品
。

.-o
高

橋

里

美

.
私

の
哲
學

と

人
生

觀

.

㎜

　
　
　
　
　
　
東
北
大
學
哲
人
學
長
が
自
己
の
思
想
發
展
の
道
程
を
設
き
更
に

　
　
　
　
　
　
高
橋
哲
學
の
立
場
か
ら
人
生
と
人
生
觀
の
問
題
に
深
刻
高
遠
な

　
　
　
　
　
　
思
索
を
展
開
し
て
ゐ
る
。

u
芻

山
本
健
吉

現

代

俳

句

上
・下

各
90

　
　
　
　
　
　
現
代
膸

一
の
俳
句
評
論
家
が
現
代
俳
句
の
代
表
三
十
八
作
家
を

　
　
　
　
　
　
鏡
い
知
性
と
温
い
理
解
の
眼
で
解
明
し
俳
句
を
作
る
人
も
作
ら

　
　
　
　
　
　

ぬ
人
も
樂
し
く
俳
句
文
藝
の
花
園
に
遊
ば
↓
む
。

皿
　
　
　
　

萩
　
　
　
　
　
　
　
　
o

、

ウ
　

、

纃

15
松
溟
信
三
郎

考
勾
る
葦

臺
瞥

點

》
　

m

　
　
　
　
　

敬
虔
比
類
な
い
ジ
ヤ
ン
セ
ニ
ス
ト
に
し
て
冷
嚴
な
科
學
者
即
目

　
　
　
　
　

的
に
眞
理
を
逍
求
す
る
實
存
者
の
生
涯
を
具
體
的
に
詳
述
し
な

　
　
　
　
　

が
ら
其
の
思
想
を
原
理
的
に
把
握
す
る
好
著
。

沁
串
田
孫

一

孤

獨

な

思

想

家

　

蜘

　
　
　
　
　

思
想
と
藝
術
、
自
然
と
人
生
の
相
に
つ
い
て
の
執
拗
な
探
究
、.

　
　
　
　
　

觀
想
と
、
ひ
た
む
き
な
自
己
解
剖
に
一
生
を
費
し
た
詩
人

・
哲

　
　
　
　
　

學
者
ア
ミ
エ
ル
の
生
涯
及
び
内
面
生
活
を
設
く
。

17
B

加

藤

楸

鄭

芭

蕉

秀

句

上

・
下

各

㎜

　
　
　
　
　

俳
句
作
家
と
し
て
人
間
探
究
に
新
風
を
樹
立
し
た
楸
邨
氏
は
傳

　
　
　
　
　

記
と
並
行
し
て
秀
句
を
作
家
の
鏡
い
眼
で
鑑
賞
し
つ
つ

「芭
蕉

　
　
　
　
　

の
生
き
て
ゐ
た
時
間
」
を
本
書
に
再
現
す
。

19
加

瀬

俊

一　

世

界

と

日

本

(第
二
次
大
戦
後

の
國
際
情
勢
》　

90

　
　
　
　
　

第
二
次
大
戦
中
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
で
あ
り
現
在
外
交
評
論
家

　
　
　
　
　

と
し
て
知

ら
れ
る
著
者
が
祕
め
ら
れ
た
資
料
を
驅
使
し
、
世
界

　
　
　
　
一　

情
勢
の
裏
表
と
新
日
本
の
方
向
を
設
く
。

20

牧

田

茂

酢生

活

の

古

、
典

　

　
蜘

-

史
書
記
録
に
は
民
衆
の
生
活
文
化
の
歴
史
は
描
か
れ
て
ゐ
な
い

日
本
文
化
を
形
成
し
た
前
代
人
の
生
活
感
情
や
生
活
事
情
の
書

が
れ
ざ
る
歴
史
を
探
る
民
俗
學
入
門
。　
　
　

・　
　
　

-

、
、



毒

∵

血
伊
藤
至
郎

科

學

へ

の

歩

み

　

m

　
　
　
　
　
　
自
然
科
學

・
瓧
會
科
學
を
問
は
ず
、
す
べ
て
科
學
す
る
も
の
に

　
　
　

」'
・　

と
つ
て
必
要
な
、
そ
の
土
臺
と
な
る
屈
伸
性
を
も
つ
た
誠
實
な

　
　
　
　
　
・
新
鮮
な
こ
こ
ろ
を
語
る
特
異
な
科
學
入
門
。

飽
淡
野
安
太
郎

フ

ラ

ン

ス

の

哲

學

　

　90

　
　
　
　
　
　
デ
カ

ル
ト
に
始
ま
り
、
パ

ス
カ

ル
、
ベ

ル
グ

ソ
ン
を
經

て
サ

ル

　
　
　
　
　
　
ト

ル
、

マ
ル
セ
ル
等
の
二
十
世
紀
最
新

思
想

に
開
華
す

る
叡
智

　
　
　
　
　
　
の
流
れ
を

一
望
に
孜
め
、
明
解

平
易

に
解
設
す
。

24
宮

城

音

彌
　
人
間

の
心

《心
理
學
の
初
歩
》　

…
…

　
　
　
　
　
　
心
理
學
は
現
代
人
に
不
可
缺
な
教
養
と
な
つ
た
。
本
書
は
斯
界

　
　
　
　
　
　
の
第

叫
人
者
が
無
意
識
の
世
界
、
人
間
の
性
慾

・
性
格
等
の
各

　
　
　
　
　
　
面
を
追
求
し
、
更
に
世
界
心
理
學
界
の
現
況
を
紹
介
す
。

甑
藤

原
與

一
　
こ

れ

か

ら

の

國

語

　
　
m
、

　
　
　
　
　
　
國

語
生
活
の
改
善
は
、

い
つ
も
だ
れ

に
も
考

へ
ら
れ
な

け
れ
ば

　
　
　
　

・
の
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。
國
語
生
活
の
改
善
は
人
間

の
進
歩

と

　
　
　
　
　
　

一
つ
の

こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
(序
文

よ
り
)

26
矢
内
原
忠
雄

キ

リ

ス

ト

教

入

門

　

　姻

　
　
　
　
　
　
内
村
鑑
三
の
精
紳
を
繼
ぐ
基
督
者

・
東
大
總
長
が
平
易
に
語
る

　
　
　
　
　
　
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
道
は
、
凡
ゆ
る
自
信
を
喪
失
せ
る
現
代
人

に

　
　
　
　
　
　
と
つ
て
の
精
紳
的
指
標
と
な
ら
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

,

27

戸

板

康

二

　

新
|
劇
《♂
》史

引
の
|
人
《

　
》

々

丶
　

㎜

　
　
　
　
　

逍
遙

・
須
磨
子

・
小
山
内
薫

・
左
團
次

・
友
田
恭
助

・
丸
山
定

　
　
　
　
　

夫
と
日
本
演
劇
革
新
に
苦
難
の
途
を
歩
ん
だ
新
劇
の
人
々
を
描

　
　
　
　
　

く
。
豐
富
な
資
料
を
驅
使
し
、
多
く
の
逸
話
を
折
込
み
、
新
劇

　
　
　
　
　

五
十
年
の
人
の
時
代
は
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ツ
ド
に
浮
彫
り
さ
れ
た
。

轟

導
瀚

飆

ニ
ッ
ポ

ン
再

發

見

蜘

　
　
　
　
　

外
人
の
戰
後
日
本
見
聞
記
や
日
本
文
化
批
判
は
數
多
い
が
、
こ

　
　
　
　
　

れ
は
優
れ
た
ス
イ
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
愛
情
を
以
て
語
ら

　
　
　
　
　

れ
た

「
ニ
ッ
ポ
ン
日
記
」
で
あ
る
。
日
本
の
風
景
、
文
物
、
入

　
　
　
　
　

間
の
特
殊
性
を
、
鏡
く
深
く
把
握
し
、
廣
汎
な
見
識
と
柔
軟
な

　
　
　
　
　

感
情
に
包
み
な
が
ら
、
そ
の
美
と
病
根
を
見
事
に
截
斷
し
て
見

　
　
　
　
　

せ
て
く
れ
る
。

轟

器

歎

性

の

心

理
'
m

　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク

・
ヘ
ラ

ル
ド

・
ト

リ
ビ

ュ
ー
ン
紙
絶
讃

「著
者

　
　
　
　
　

.
拡
無
盡
藏

の
器
用
さ
と
、

ユ
ー

モ
ア
と
よ
き
趣
味

と
を
も
つ
て

　
　
　
　
　

性
に
關

す
る
現
代

の
あ
ら

ゆ
る
心
理
學
的

お
よ
び

肚
會

學
的
議

　
　
　
　
　

論
を
展
開
し
て
ゐ
る
」

-・
鰹
毒

繕

共
産
圭
義

の
實
際

m

ρ

英
國
放
逡
協
會

の
秀
拔
な
記
者
が
實
際

の
見
聞

と
、
詳

細
正
確

な
調
査

に
基
づ

い
て
執
筆

し
た
放
逸
原
稿

に
、
更

に
鐵
の
ヵ
ー

テ
ン
内
の
犠
牲
者
の
生

々
し
い
體
驗
告
白

を
附

す
。

ゾ
ヴ

ェ
ー

ト
の

一
切
が

こ
の

「
册
で
解

る
。

偶
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桑

田
忠
親

日

本

の

茶

道

　

　㎜

　
　
　
　
　
　
西
行
、
雪
舟
、
宗
祗
、
利
休
に
貰
道
す
る
も
の
は
一
な
り
と
し

　
　
　
　
　
　
た
詩
人
芭
蕉
は
、
藝
道
精
紳
を
庶
民
生
活
の
中
に
見
究
め
て
ゐ

　
　
　
　
　
　
た
。
著
者
は
生
活
か
ら
遊
離
レ
た
茶
道
を
、
萬
人
の
樂
し
き
藝

　
　
　
　
　
　
術
と
し
て
取
戻
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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俳

句
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刊
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34
北
川
冬
彦

現

代

詩

1
11

各
m

、　

　
　
　

　
　

現
代
詩
の
新
領
土
開
拓
者
と

し
て
激

し
い
詩
魂

と
鏡
敏
な
現
實

〃

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

'

　
　
　
　

　
　
　

感
覺
を
燃
す
著
者

の
現
代
詩
批
判
と
鑑
賞

の
書
。
1
卷
所
收

は

屯　

∴　
　
　
　
　

高
村
光
太
郎
(
金
子
光
晴
、
中
野
重
治
等
九
氏

(n
近
刊
)

蹴

　訪

堀

・
秀

彦

女

性

の

た

め

の

人

生

論

m

　

,　
　
　

:

結
婚

・戀
愛

・
教
養
等
に
つ
い
て
語
る
、
男
性
と
し
て
の
著
者

　
　
　
　
　
　
　

の
希
望
は
、
家
庭
に
、
職
場
に
、
學
校
に
、
生
活
寸
る
女
性
の

　

∵
。
、　
　
　
　
生
き
か
た
を
示
し
、
幸
輻
を
求
め
て
彷
徨
す
る
す
べ
て
の
女
性

　
　
　
　
　
　
　

に
、
生
き
ゆ
く
力
と
勇
氣
を
與
へ
る
。

尸紅
中

野

五

郎

ア

メ

リ

カ

の

暗

黒

　

　m
《

　
》
|
,

雛
　

∵
,　
　
　
　
　

-　
　
　

ー
米
國
を
衝
動
じ
た
大
事
件
ー

㌧磯

・
.　
　
　

全
米
を
震
駭
し
た
歴
史
的
大
事
件
の
奇
怪
な
眞
相
を
究
明
し
、

　
い、ジ
　
　
　
　
自
由
の
國
ア
メ
リ
ヵ
の
盲
點
を
衝
く
本
書
は

「生
け
る
ア
メ
リ

　

.
楓

・　

.　

ヵ
魅
食
7史
」
を
物
齏
る
。
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伊

藤 井
孝
作

釣

　

な
　

か
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・
㎜

　
　

夢
に
も
早
瀬
の
樣
が
う
つ
つ
に
見
え
て
來
る
。
戀
愛
に
打
込
ん

　
　

だ
や
う
に
、
寢
て
も
さ
め
て
も
釣
の
こ
と
を
思
ふ
と
著
者
は
告

　
　

白
す
る
・。
瞑
想
の
絲
を
垂
れ
た
醍
醐
味
を
詩
入
は
語
ら
ず
に
居

　
　

れ
ぬ
衝
動
で
本
書
は
生
ま
れ
た
。
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橋

忠
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文
學
と
人
間

百
+
一章
　
　

10

伊
藤
整
氏
は
い
つ
も
自
分
と
對
話
す
る
術
を
心
得
た
名
手
で
あ

る
。
氏
の
小
説
や
批
評
が
面
白
い
の
は
そ
の
た
め
だ
。
作
品
で

お
馴
染
の
登
場
人
物
が
、
本
書
で
文
學
戀
愛
幸
輻
に
關
す
る
自

由
な
人
生
對
話
を
試
み
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
西

洋

繪

畫

の
,話

　

踟

西
歐
繪
盡

史
上
の
思
想
や
流
派
の
意
義
を
平
明

に
解

明
し
、
ダ

ヴ
ィ

ン
チ
、
・
セ
ザ

ン
ヌ
、
ゴ

ッ
ホ
、
ピ
カ
ゾ
等

の
亘
匠
の
傳
記

を
も
兼

轟
る
啓
蒙

的
で
樂
し

い
美
術
入
門
。
挿
盡
多
敢
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昏
謐
の
現
轡ハに
直
面
す
る
現
代
人
の
精
騨
の
経
一と
な
り
、
ま
た
生
活
の
指
針
と
も
な
る
べ
き
生
題
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素
材
を
、
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界

轍流
の
大
家
、
新
鋭
が
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明
に
書
下
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も
の
。
範
圍
は
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學
、
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の
全
分
野
、

哲
學
、
自
然
科
矗
丶
瓧
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史
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に
は
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本
叢
書
は
、
主
と
し
て
新
制
大
學
数
養
學
部
課
程
に
準
據
し
、
人
文
科
學
、
自
然
科
學
の
基
礎
的
學

科
を
は
じ
め
、

一般
激
養
の
資
と
な
る
學
術
分
野
を
網
羅
し
て
ゐ
る
o
執
筆
者
は
現
職
大
學
敷
授
=等

の
梅
威
者
を
揃
}(
、
そ
れ
ぞ
れ
特
に
書
下
し
を
主
骼
一と
す
る
o
哲
驫
・的
に
し
て
專
門
書
泥
る
の
性
格

を
具
備
す
る
本
叢
書
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用
は
、
蘭
牽
的
な
學
召
の
た
め
に
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與
す
る
こ
と
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大
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。

昭
和
期
三
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瀾
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史
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紳
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化
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な
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な
樣
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昭
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瀾
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尢
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造
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文
學
の
全
貌
を
展
望
し
、
永

く
後
世
に
遘
る
心
の
糧
た
る
ぺ
き
名
作
を
選
ん
で
、
ζ
ζ
に
時
代
の
記
念
碑
を
打
ち
立
て
た
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
の
世
代
に
發
展
し
た
日
本
美
術
の
展
開
を
醐
望
に
集
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の

性
格
、
製
作
慧
志
を
淨
彫
さ
せ
て
、
現
代
に
至
る
美
術
の
系
譜
を
告
げ
る
本
美
術
全
集
は
、
我
が
國

繪
甕
の
流
れ
を
辿
り
な
が
ら
、
個
々
の
作
品
に
附
せ
ら
れ
た
詳
細
な
解
説
と
相
俟
つ
て
、
家
庭
に
打

建
て
ら
れ
た
美
術
館
で
あ
り
、
現
代
臼
本
美
術
全
集
の
=决
定
版
で
あ
る
o

「
讀
む
本
」

か
ら

コ
兄
る
本
」

へ
の
移
行

は
、
今
日
最
も
顯
著

な
傾
向

で
あ
る
。
斯
界

の
梅
威

の
指

導

の
も

と
に
、
清
新
な
カ
メ
ラ

・
ア
イ

を
驅
使

し
て
、
羝
術
、
科
學
、
瓧

會
、

歴
史
等

の
各
分
野

に

わ

た
つ
て
、
好
個
の
テ
ー

マ
を
簡
明

に
ま
と
め
た
こ
の
寫
眞
文
庫
は
、
ま
ζ
と
に
、
混
亂

と
激
變

に

多
忙

な
現
代
人

の
要
望
に
應

へ
た
、
物

語
る
寫
眞
集

と
云

へ
よ
う
。

虚


